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    いやまさる希望の子を一人だに

    戦闘の教会は有もたない、われら

    全軍を照らす「日」に記さるるように。

  


  　ダンテが天界に昇って使徒ヤコブに会うたとき、彼はベアトリチェにより右の言葉をもって紹介せられた。いま戦闘の教会の全軍のなかに、私ごときは素もとより数うるにも足らぬものである。しかしもし何人かがあって私を天の使徒に紹介するならば、私もまたこれに似たる言葉をもってせられんことをねがう。私は実に希望の子である。霊性完成の希望、身体復活の希望、万物復興の希望。かくて「沙漠はよろこびてサフランのごとくに咲きかがやかん」その時を望んで私は生きる。本書において私は少しくこれらの希望について語る。


  
    附記　ここに収むる諸篇はおのおの独立して一たび私の雑誌『旧約と新約』に掲げられしものである。論旨時に重複することあるはそのためである。

  


  



  第一　幕屋の歎き――来世の欲求


  



  
    我等は知る、我等の幕屋なる地上の家壊やぶるれば、神の賜う建造物たてもの、すなわち天にある、手にて造らぬ、永遠とこしえの家あることを。このゆえに我等は歎き、天より賜う住所すみかをこの上に着んことを切に望む。これを着るときは裸にてある事なからん。我等この幕屋にありて重荷を負えるごとくに歎く。これを脱がんとにあらでこの上に着んことを欲すればなり。これ死ぬべき者の生命いのちに呑まれんためなり。我等をこの事に適うものとなしたまいし神は、またその証しょうとして聖霊を賜いし者なり。このゆえに我等は常に心強し、かつ身に居おるうちは主より離れ居おるを知る、見ゆる所によらず、信仰によりて歩めばなり。かく心強し、願うところはむしろ身を離れて主と共に居おらんことなり。されば身に居おるも身を離るるも、ただみこころに適かなわんことを力つとむ。我等はみな必ずキリストの審判さばきの座の前に現われ、善にもあれ、悪にもあれ、各人おのおのその身によりてなしたる事に随したがいて報いを受くべければなり。（後コリント五の一～一〇）

  


  



  一　死は万事の終局なるか


  



  　我等の「幕屋なる地上の家」、建造物たてものにあらざるテント張りの家、ただしばしの地上の住所すみか、すなわち肉体である。我等の肉体もし壊やぶれなば、死が我等を襲い来たらば、如何いかん。その時万事が終るのであるか。


  　古き古き問題である。しかして今なお新しき問題である。何人か幾度いくたびもこの問題を抱いて独り静思しないであろうか。ああ死、遠かれ近かれ我等を待ち設けつつある死、すべての生命を呑み込んでやまざる渺茫びょうぼうたる暗黒の大海、彼処の岸を限りとして我が生涯がことごとく尽きるのであるか。我なる者が彼処に消えてしまうのであるか。あるいは知らず、海の彼岸にまた新しき陸が続くのではないか。


  　今なお新しき問題である。今なお万人がこの大いなる秘密の解かれんことを願って居る。しかしながらもしいわゆる来世問題に関する興味又は熱心の程度に時代的消長があるとするならば、現代は疑いもなくこの方面に著るしく冷淡なる時代に属する。少数者を例外として、世の多くの人は来世の有無を計算の中に入れない。来世は有あらば可よし、無くもまた不可ならずとの立場において、遺漏なき生活を営もうと彼等は力つとめつつある。しかして多分死が万事の終局であろうとは大体において彼等の厭々いやいやながらも予期する所である。ただ先般の世界戦争は幾百万の家庭をして急劇に死の悲哀を痛感せしめ、従って再会の欲求を刺激すること切であったため、一時欧米の天地に来世の希望勃然ぼつぜんとして復興するかの観があったが、戦乱一度ひとたび収まりてより我等にもたらさるる報告は、僅かに交霊術スピリチュアリズムその他の迷信の流行のほか、前にも勝る現世的思想の旺盛を語るに過ぎない。我国にありては殊ことに来世の観念が稀薄である。何故に来世問題は爾しかく現代において軽んぜらるるのであるか。思うにその主要なる原因は、一方においてはこれを近世の唯物主義の思想に帰すべく、他方においては「永生」を時の問題として認めずただ質の問題としてのみ扱う所の一種の哲学思想にこれを求むべきであろう（我国民の現世主義はこれらの原因の外ほかになお儒教、武士道及び一派の仏教の感化と、又ある他の一派の仏教の伝えし浅薄なる来世観に対する反動とによって醸成せられし、旧来の国民的性格に基づく所が多いと思う）。近世の唯物的思想は主として自然科学の産物である。なかんづく急速なる発達を遂げし生物学は、すでにその領域を人にまで推し拡めたるのみならず、さらに進んで人のすべての生活を生物学的に説明し去らんと企てつつある。しかして生物学的説明はすなわち物質的説明である。人生の活動をことごとく物質的に説明せんとする、これ確かに現代の大いなる風潮ではないか。科学者を始めとして経済学者、文学者、その他の社会的指導者また一般民衆は多少の差こそあれ、均ひとしくこの思想の感化の下にあるのではないか。かくのごとくにして彼等は現在の肉体の解消後における人の生活を信ずるあたわざるのみならず、宗教そのものに対する興味をも失いつつあるのである。又ある真摯しんしなる一派の人々は言う、永生とは時において永続する生活ではない、質において充実せる生活である、現在の刹那毎に真と善と美とをもって充実したる生活こそ真の永生である、そはたとい如何に短くして終るとも、これによって実現せられたる貴き性質は神に在りて永遠に保存せらるるのであると。かくのごとくにして彼等は個人の生命の不朽を必要とせざるのみならず、却かえって時をもって永生の観念の要素たらしむる思想を卑しめつつある、これらの理由に加うるに、地上生活における享楽手段の増加や、また各種の文化的運動の好況等が、相率いて現代人の心を強く現世に惹ひき付け、もって彼等の来世観を甚はなはだしく凋落ちょうらくせしめたのであろう。


  　しかしながらかくのごときは素もとより変態たるに相違ない。来世が果たして有あるにもせよ又は無いにもせよ、少くともこれを欲求するの心は人の遂に抛なげうつあたわざる情性である。誰か死の海の彼岸における葉蔭涼しき永遠の園の存在を願わないであろうか。誰か愛する者との再会を切に望まないであろうか。我等は予想する、現代人が唯物的思想の冷たさに堪えずして、これに対する謀叛を企つる日の必ずしも遠くないであろうことを。すでに教授チンダルさえ言うて居る、「私は多年の自己観察の結果、唯物論が私に訴うるは私の心が曇りなくかつ勇気に充みつる時ではない事に気付いた。強固にして健全なる思想の前にありては、唯物論は我等を取り囲める神秘について何の解決をも提供することなく、常にただ雲散霧消するのみである」と。けだし人生を唯物的に説明せんとして、その最も貴きものを逸し去るは当然である。また永生は質にあると言うて個人の生命の不朽を必要ならずとする観念のごとき、一見甚はなはだ高尚のようではあるが、実は不徹底の謗そしりを免れない。およそ虚しく消滅して無に帰すべからざるは、貴きものの通性である。ゆえに永生は時の問題でないと主張する論者も、個人の生活において実現せられたる貴き性質が何等かの方法により永存すべきを認めざるをえない。すなわち彼等は曰う「神に在ありて」と。しかしながらこは果たして意義ある陳述であるか。河が河としての存在を終ると共にその流水を大洋に委ねるように、個人は個人としての存在を終ると共にその貴き性質を神に委ね得るものであるか。我等はここに明白なる汎神論的思想を見る。人格と人格との接触より成る関係にありては、個性を離れて他の人格に移りて存在し得べき性質なるものは無い。永生の価値を認めながら、個人の生命の不朽を必要ならずとするがごときは、畢竟ひっきょう自家撞着である。我等は現代の智者等がこの過誤を発見して、再び清新なる希望を来世に繋つなぐに至る日の近からんことを祈る。


  　来世の生活は人の自然の欲求である。ゆえにその希望は独ひとりキリスト教の専有物ではない。否いな、宗教という宗教にして来世の希望を人に提供しないものはない。しかのみならず、純粋なる宗教の範囲を超えてすら、来世の希望のみは何等かの態において早くよりすでに存在したのである。博士スイート曰う「人の霊魂が死後にも存続する事は、エジプトにおいてはヤコブとその子等とが彼処に下りし前より説かれ、バビロンにおいてはアブラハムがウルを出で立ちし前より教えられた。太古の二大文明が均ひとしくこの真理を認めたのである。実に今より四千年又は五千年前のエジプト人等は死後の生活について想うこと今日の我等キリスト者の多数よりも遥かに多くあった」と。西方日の没する辺あたりに死者の生くべき国あり、其処には自ら一度ひとたび死を経験して復活したるオシリス（Osiris）なる神が四十二の他の神等を率いてすべての死者の霊魂を支配し審判するというが彼等の来世観であった。バビロン人に至っては、死者の住所すみかをもって地下の大いなる洞穴のごとき世界に在ありとなし、其処に住む者は日の光を見ず、また塵を食ろうて生活するというごとき、著るしく陰鬱なる観念を抱いたとはいうものの、しかもなお死が万事の終局であるとは彼等もこれを認めなかったのである。翻ひるがえってギリシャ半島を窺うかがわんか、その詩人文学者等が来世を歌うの声は意外に低かったといえども、哲人ソクラテスは独ひとり高らかに叫んで曰うた、「霊魂は不朽不滅である。そは確かに他界において存続するであろう」と。しかして彼の弟子プラトーはさらに明白なる語調をもって説いて曰く「死は霊魂と肉体との分離に過ぎない。清き霊魂はこれによって禁錮きんこより解放せられ、いよいよ高き純化の途みちを辿り、遂にその淵源たる神の懐に帰るであろう」と。かくて彼に取って現世生活は明らかに来世の準備であったのである。又古き悲劇詩人ソフォクレスの傑作『アンチゴネ』中にも死を歌いし言として左のごときものがあるという（この一項スイート博士遺稿『来世の生活』に負う所多し）、


  
    されど美うるわしき希望を我れ抱く、すなわち彼処に至らんか、

    我が父は愛をもて我を迎えん、しかり、汝の父も、

    また我が母も汝の親しきいとおしき兄弟も。

  


  　霊魂の不滅、又は死後の再会、その他何等かの態における来世生活の希望あるいは少くともその欲求は、ほとんど人類の本能である。死が万事を終るとの冷たき観念は、いやしくも霊的生活を営む者に取って堪たえがたき苦痛である。この一事は、ナイルの河畔にピラミッドの姿なお若かりし頃より、唯物的思想の旺盛なる今日に至るまで、程度の差こそあれ、その実質において少しも変わらない。人は今も昔と同じくその心の深き所において矢張やはり来世を慕いつつあるのである。されば近世の有名なる思想家にしてキリスト教に冷淡なる又は明白にこれを否定し攻撃したる者の口よりすら、我等はしばしば来世に関する希望又は欲求の声を聞く。R・ニコル氏はその近著『永遠の世における再会』においてこの問題に関する二三の興味ある実例を掲げて居る。その一は詩人スインバーンである。彼は英国のニーチェとさえ呼ばれ、イエスの名を挙げてこれを誹誇したる人であった。この人の筆に時として次のごとき文字の上りたる事あるは少しく意外とせざるを得ない。


  
    現世に勝る来世の生活に関する彼（ヴィクトル・ユーゴー）の信仰の著るしき熱心を思い、又マッヂニが常に己を愛するすべての人に対してこの信仰の必要とその確実とを如何いかに強く力説せしかを憶おもう時、私は 彼等が正しくあったに相違ないと深く感ずる――たとい霊に充みたされたる彼等の心に透明にして一点の疑いもなかりしこの秘義が、私のごとき者には余りに深遠にして困難なるがごとく見ゆるとはいえども。しかしてもし彼等が正しくあったならば彼等を心より愛したる、また到底値せざるの親切をもって彼等より酬むくいられたる私は、必ずや再び彼等と相見あいまみゆるであろう。

  


  　その二はカーライルである。彼のごとき霊的炯眼けいがんを具備したる天才が、明白なる言語をもって来世を謳うたうは敢あえて怪しむに足らぬかのごとく見ゆるも、しかしながら彼が果たして福音的の意義においてキリスト者と称し得べき人であったかどうかは確かに大いなる問題である（ゲーテに対する彼の異常なる尊敬のごときは少なからず私を躓かせる）。しかるにも拘かかわらず、カーライルは終始変わらざる来世信者であった。一八二三年、彼は後に己が妻となりしジャンニー・ウエルシに書き送りて曰く「私は未来の輝く国における再会の希望を抱くがゆえに、死をもって人の至上の特権となす者である。もし我等彼処にて相会うのでないならば、もし我等を去りし者が消えて跡なき永遠の無に帰したるに過ぎぬならば、ああ神よ、汝はそもそも何のために我等を造ったのであるか」と。爾来じらい春秋を重ねること幾十度び、彼の心労多き生涯も漸ようやくその晩年に入りし頃、妻は彼に先だちて眠った。その時彼の切なる悲痛を慰めしものはただ「我等が遂に再び愛する者等と共に在るべき、かの静けき国」の希望のみであったのである。彼の父の死せし時にもまた次のごとくに彼は書き記した。


  
    さらば愛する父よ、この影のごとき世にありて今は最後のお別れなり。されどやがて実在の世界にありて神願わくは我等を完き聖さと完き愛とにおいて再び会わしめたまわんことを。

  


  　その三はヘンリー・トマス・バックルである。彼の名はその著『文明史』と共に世界に喧伝けんでんせられる。社会の進歩を道徳的方面より見ずして専もっぱら知的方面より捉えたる彼は、キリスト教に対する積極的の反対者であった。しかし彼もある時は己が衷心の最も深き声を表わさんと欲して、自ら嫌いしキリスト教の信条中死者の復活と来世の生命とに関する一句を借用せざるを得なかったという。正直なる史家の苦衷くちゅうまた同情するに足る


  　スインバーンといいカーライルといいバックルといい、彼等は多数の代表者に過ぎない。幾多の人が彼等と同じくあるいは純なる福音の外に立ち、あるいは正面よりこれを呪いながら、なおその目を来世に向かって注いだのである。これ素もとより来世の生活が人の抑おさうべからざる本能的欲求たるに基づくとはいえ、もしその事にして明白なる背理又は疑いもなき迷妄ならんには、決してかくまでに人を動かすことが出来なかったであろう。来世の希望が時に唯物論その他の思想界の大波に蔽おおわるる事あるに拘かかわらず、遂にその葬り去る所とならないのは、それが唯ただに人の深き欲求に根ざすがゆえのみならず、理論上においてもまた何等か依よって立つべき根拠を有するからである。もちろん来世問題は科学的問題のごとく実験室においてこれを実験することは出来ない、また社会的問題のごとく人の上にこれを実施してその結果を証明することは出来ない。誠に来世問題の実験又は証明は困難である。しかしながら我等は問う、何人が来世の生命の虚無を立証し得たかと。もし弁護論が困難ならば、否定論は絶対に不可能ではないか。我等は未いまだ如何いかなる哲学者科学者又は心理学者といえども動かすべからざる論拠をもって来世観念を倒壊し去りたる者あるを聞かない。むしろ彼等の中の大いなる権威者にして却かえって不朽生命の合理性を認むる者多きは見逃すべからざる顕著なる事実である。哲学者としてのヘルマン・ロッツエ、心理学者としてのウィリアム・ジェームス、医学者としてのウィリアム・オスラー、これらの巨頭によって擁護せらるる来世の希望は果たして人の理性に適合しないものであるか。もしかの近世科学の泰斗たいとマイケル・ファラデーにして次の言あるに至ってはこれを如何いかに説明すべきであろうか。


  
    私は思う、永別は死の兄弟なりというがごときは、少なくともキリスト者にありては、死を誣しいるものである。永別ならば再会があり得ない。しかるに死はキリスト者には再会の思想中に含まるるすべての希望を提供する。あたかも罪の観念より救いの美うるわしき希望の出いづるがごとく、死の観念より墓の向側における新しき生活の希望が来たるのである。（その姪デーコン夫人に送りし書の一節）

  


  　一人が科学者たり信仰家たるによって互いに矛盾する二箇の人格を保有し得べくばすなわち已やむ。しからざる限り、ファラデーをしてこの言あらしめたる来世の希望は、未いまだ軽々しく不合理又は迷妄の名をもってこれを斥しりぞくることが出来ない。


  　これに反して、死が万事の終局であるとは果たして不合理なる観念ではないか。人のすべての生活が死の床にて全く無に帰するとは果たして首肯し得べき思想であるか。無に帰するに適するものあり、またこれに適せざるものがある。前者は本来その性質上虚しきものでなくてはならぬ。完きもの欠くる所なきものは素もとより理由なくして消滅すべきでない。また今は完からずといえども完全を目指して進みに進みその停止する所を知らざるものも、均ひとしく永遠の存在を要求せざるを得ない。限りなき潜勢力せんせいりょくを蓄えながら中途にして挫折し滅失するがごときは、特殊の説明なくしては人の理性の承認するあたわざる現象である。しからば如何、人は死と共に無に帰するという。こは虚むなしき者の運命として当然の事であろうか。誠に虚しきは人である。偽り多くして愛に乏しく各々己が途みちのみを求めて迷い往く者、かくのごとき者が昆虫魚介の類と共に相追うて虚無と化し去るは当然の運命であると言わば言い得るかも知れない。しかしながらかく言いつつもなおその中に何等かの物足りなさを感じないか。誰がこの冷ややかなる断定に対して満腔まんくうの賛成を表し得るか。虚しき人の内にも滅びんには余りに惜しき何ものかが在あるではないか。もし彼の霊性はすでに中心まで腐蝕し了おわれるがゆえに取るに足らずというならば、少なくとも彼の知性は如何いかん。知性は光明を求めて峰より峰へとよじ渡り、何処に至るも決して足れりとしない。誠にフォスデック氏の言うように、「知識は一峰を超ゆる毎に次の峰の彼方なるまだ見ぬ国よりの呼び声を聞いて進む開拓者である。しかして人の知性自らこの限りなき潜勢力せんせいりょくを覚知するがゆえに、その遂に臨終に際するや、かのゲーテのごとく『さらに多くの光を』と叫びつつ去り往くのである」（『不滅確認論』中の一節）。光明また光明、飽くなきの慾望をもってこれを摂取し、遂に無限の空間も無窮の時間もことごとくこれをわが小さき頭脳中に収めずんば已やまざらんとする。その野心の大きさとこれに適ふさわしき潜勢力せんせいりょくとは確かに宇宙の一偉観である。かくのごときものが死と共に忽焉こつえんとして虚無に帰せんか、知性存在の理由将はた何処にあるか。その前途に対する限りなき可能力は徒いたずらに消滅せんがために賦与せられたのであるか。不朽生命の非認論者はまずこの大いなる疑問を明解するを要する。


  　しかしながら知性貴しといえども素もと人の性格中の最も重き地位を占むるものではない。人の人たる所以ゆえんはその霊性においてある。しかして霊性すでに罪を孕はらみ、罪はさらに死を生んだ以上、知性のごときはたとい如何いかに大いなる潜勢力せんせいりょくを蓄えるというともこれが犠牲に供せられざるを得ない。死が道徳的理由により罪の価あたいとして人に臨んだ以上、この種の犠牲は実にやむをえない。すなわち罪の存在がすべての不合理を説明するのである――かくのごとくに解釈し来たれば、来世非認論はここに遺憾なく弁護せられたかの観がある。罪のゆえの死である。従ってその結果の不合理なるは当然である。この根本的説明に対して我等は一言の答うべきものあるを知らない。誠に罪という事実をその背後に横たえて死に面する時、死がたとい如何いかに不合理にして如何いかに冷たき意義を有するともこれを詰なじるの理由少しも無い事を感ぜざるを得ない。何となれば罪そのものがすべてこれらの禍いに値してなお余りあるものであるからである。


  　しからば我等は罪のゆえに一切の希望を抛なげうちてただ悄然しょうぜんとして墓に下らねばならぬか。死は万事の終局なりとの戦慄せんりつすべき観念は罪のゆえに遂に事実であるか。あるいはそうであるかも知れない。さりながらもししからんには少なくとも罪を贖われし者に取っては問題はさらに大いに困難である。死の原因たる罪の力よりすでに解放せられし者が如何いかにして虚しく墓の中に朽ち果つることが出来ようか。彼にありては、知性はさておき、霊性そのものが神によって更新せられ、無限の発達能力を賦与せられて、日々に強くかつ美うるわしく、力より力へ栄光より栄光へと絶えず進歩しつつあるのである。もし光明を慕うて已やまざる知性の存在だに人の生命の不朽を合理的たらしむる所以ゆえんならば、ましてすでに神の子たりかつ終ついに全く神に肖にんとしつつある霊性の存在においてをや。かの信仰の善き戦いをたたかうこと幾十年、「患難なやみも苦難くるしみも迫害も飢えも裸も危険あやうきも」彼を神の愛より離れしむるあたわざりしタルソのパウロ、しかして一人の筆をもって新約聖書の半を綴つづりこれを我等に遺のこし往きしかの大使徒パウロが、今はただ何処かの土と水とに化して居るに過ぎぬのであろうか。かの三十年の貴き半生を、喜びてアフリカ土人のために献げ、終ついには死の床に跪ひざまずきて彼等のために祈りつつ世を去りし霊魂の熱愛者デビッド・リビングストーンが、その心臓はアフリカ内地バングエオロ湖畔の樹下に腐り、その骨はウェストミンスター僧院の土中に朽ちたるまま、宇宙何処にも今は彼の生命を留めないのであろうか。ああ我等をしてかくのごとき背理を信ぜしむる前に、まず宇宙の合理的存在そのものを否定せしめよ。宇宙の合理的存在は宗教よりもむしろ科学の提唱である、「宇宙の秩序が合理的であるとの強き確信、及び何時の世にも通じて破れざる秩序が宇宙を支配するとの信仰に至っては、私自らこれを受け入るるのみでない、すべての真理中の最も重要なるものは多分これであろうと私は思う」とは信仰家ならぬハックスレーの言であった。「人もし全宇宙を考察せば、その存在を偶然の結果と見ることは不可能である」とはチャールス・ダーウィンの主張である。しかして一切の科学はこの偉大なる仮説を基礎とすればこそ成立するのである。誠に宇宙の存在もし合理的ならずんば、人生には何の意義があろうか。しかるに死の原因たる罪の問題はすでに解決せられ、新たに起こりし奇くしき霊性をもって愛と勇気とに充みちたる活動を続け、さらに神の完きがごとく完き生活に達せんと欲して驚くべき力をもて日々に成長進歩しつつある者が、一朝その肉体の生理的作用を停止するや、あたかも花火の消ゆるがごとくに全然生命を喪失して永遠の虚無に帰するというがごときは、如何いかにしても思惟すべからざる最大の不合理である。死は今なお罪の奴隷たる者、腐蝕したる霊性そのままの者に取ってはあるいは万事の終局であるかも知れない。しかしながら少なくとも罪の羈絆きはんより脱したる者、新たなる霊性を獲得したる者に取っては、死はその生命発展の途中における一階梯かいていたるより以外の意義を持つことは出来ない。


  　もし又さらに一歩を信仰の領域に進めんか、宇宙の存在が合理的であるばかりでない。その上に神は愛である。しかり、神は実に愛である。彼が己に依り頼む者を如何いかにして塵に化せしめ得るであろうか。たとい人自らはこれを忍ぶとも、神は堪えたまわない。しかのみならず、神はその子等の生命完成の日を見るまでは決して安んじたまわないのである。キリスト者の生命の不朽と完成とは彼等自身の願いたるよりも、むしろ父なる神の已やみがたき要求である。


  
    エホバ我が右にいませば、我れ動かさるることなかるべし。このゆえにわが心は楽しみ、わが栄さかえは喜ぶ、わが身もまた平安やすきに居おらん。そは汝わがたましいを陰府よみに棄て置きたまわず、汝の聖者を墓の中に朽ちしめたまわざるべければなり。汝生命いのちの道を我に示したまわん。（詩一六の八～一一）

    我は汝等の内に善き業を始めたまいし者の、キリスト・イエスの日までにこれを全うしたもうべきことを確信す。（ピリピ一の六）

  


  　このゆえに来世問題はこれをキリスト者の問題として見る時は極めて明白である。人の霊魂が本来不滅なると否いなとに論なく、キリスト者はイエス・キリストを信じて神の子とせられしその時以来、朽つべからざる生命に入ったのである。しかして日々確実にその完成に向かって進みつつあるのである。宇宙の合理的存在と神の愛とがこの事を証明する。死はあるいは来たって彼の肉体をうち砕くであろう。しかしながら彼の生命は滅びない。却かえって死の海の彼岸に美うるわしき永遠の国が彼の生命の最も自由なる活動を見んとて待っている、確かに待っている。たとい人の自然性としての不朽は疑うべしとするも、キリスト者の生命の永存と完成とは誤まらない。何となれば彼の場合にありては永生は本来の所有ではなくして、その新生の日に愛の父より賦与せられし特殊の恩恵であるからである。従ってそは本来の所有よりも遥かに優れたるものでなくてはならぬ。霊魂の不滅もしすべての人の運命ならんか、キリスト者の場合にありては、さらに彼の全生活の限りなき進展とその完成である。キリスト者の来世の希望は唯ただに不滅という消極的方面に止まらずして、飽くまでも光輝に充みちたる積極的のものである。其処にはかの古代バビロン人の抱きたる陰鬱いんうつにして呪われたる観念のごときは片影をだに宿すことが出来ない。哲人プラトーンの深遠なる未来観さえ、これを聖書が提供する所のキリスト者の来世生活に対比する時は、ほとんど言うに足らぬのを覚ゆるのである。


  



  二　キリスト者の来世生活


  



  　しからばキリスト者の来世生活とは如何いかなるものであるか。曰う「我等は知る、我等の幕屋なる地上の家壊やぶるれば、神の賜う建造物たてもの、すなわち天にある、手にて造らぬ、永遠とこしえの家あることを」と（一節）。霊魂の不滅については一言も触れない事に注意せよ。けだしこれに触るるの必要がないからである。キリスト者の霊魂が死後なお不滅なるは言を俟またない。聖書が特に明白ならしめんと欲するは却かえって身体の問題である、霊魂の積極的活動の機関たる身体の問題である。我等が現在の肉体もし壊やぶれんか、懼おそるるなかれ、さらに勝れる身体が我等のために備えらるるのであるという。すなわち一時的の幕屋に対して永遠の建造物たてものである。人の手の工わざに似たる不完全なる家に対して、手にて造らぬ、神より賜う所の家である。地上にありてすべての地的性質を備うる住所すみかに対して、今は天上神の許もとに蓄えられ後に我等の上に降るべき住所すみかである。均ひとしく家である、身体である。しかしながらその性質において現在の肉体と全然対照をなすべきもの、かくのごとき一種の特殊なる身体がキリスト者の未来に備えらるるのであって、この身体を纏まとうての活動が彼の永遠の生活であるという。あたかもキリスト者の来世生活の特徴がこの奇くしき未来の身体をもって代表せられるというかのごとき語調である。ゆえに我等は今少しく詳細に、いわゆる完全にして永遠なる身体の何であるかを探らねばならぬ。


  　思うにこの問題に関する最も良き註解はコリント前書第十五章三十五節以下においてこれを求むることが出来る。ここにパウロはキリスト者の受くべき未来の身体が現在の肉体と全く性質を異にするものである事を明らかにせんと欲して、まずその博大にして精緻せいちなる天然観察に訴え、植物と動物と天体すなわち大自然の全部をしてこれが豊かなる類例を提供せしめ、しかる後に力強き結語を下して曰うた「血気の体あるごとく、また霊の体あるなり」と。霊の体！それである。それがいわゆる「神の賜う建造物たてものすなわち天にある、手にて造らぬ、永遠とこしえの家」である。しかしてこの短き一語が如何いかなる語にも勝りてよくその性質を説明するのである。霊の体というて、物質的の体に対する霊的の体の意味ではない。もししからば体はもはや体ではない。前の語の示すがごとく、血気に適ふさわしき体に対する、霊に適ふさわしき体である。人の生命のうち神と交通するものを霊といい、それより以下なる思索感性情慾等を司つかさどるものを血気という。しかして我等が現在の肉体は疑いもなく血気の体である。何となればそは思索や感性や情慾やの機関としてこそ適ふさわしいが、キリスト者の神より賦与せられたる聖き霊の活動に応ぜんがためには余りに不自由にして薄弱にして醜穢しゅうわいなるものであるからである。誠に霊は翼を張りて高く広く天翔らんと欲するも、体はこれを地に繋つなぎて放たない。我等キリストの愛に励まされて人類的熱愛を実行せんとするに当り、弱き身のこれを妨ぐること如何いかに多いかな。あるいは心ゆくばかり神に祈らんとして、疲れたる肉体のために十分に果たし得ざりし悲しき経験を君は有もたないか。内なる人は日々に新たなれども、外なる人は次第に壊やぶれ往いて、内外益々ますます相副あいそわざるの憾うらみがある。これすなわち幕屋なる地上の家である。すなわち血気の体である。しかるにこの体にしてもし壊やぶれんか、何ぞ憂えん、却かえってさらに勝れる体がある、「血気の体あるごとくまた霊の体あるなり」。霊がその主人として最も適ふさわしき体、霊が思うままにこれを動かしこれを用いるの体、人の霊的生活のすべての高き理想を遺憾なく実現し得る機関としての身体、従って「朽ちざるもの、光栄あるもの、強きもの」（前コリント一五の四二、四三）、かくのごときものがキリスト者の来世生活を代表する特殊の生活機関である。かくのごときものが神の賜う建造物たてもの、天にある手にて造らぬ永遠とこしえの家である（別項「終わりのラッパ鳴らんとき」参照）。


  　我等はもちろん生理学上それが如何いかに説明せらるべきかを知らない。否いな、元来血気の体に適用せらるべく起こりし今日の生理学が霊の体を説明し得るはずがない。霊の体の実質については我等はただ新約聖書中の僅少なる暗示を握るのみ。「第一の人（アダム）は地より出いでて土に属し、第二の人（キリスト）は天より出いづる者なり。この土に属する者にすべて土に属する者は似、この天に属する者にすべて天に属する者は似るなり。我等土に属する者の形を有もてるごとく、天に属する者の形をも有もつべし」（前コリント一五の四七～四九）とあれば、我等の現在の肉体がアダムの肉体に似たると同じ程度において、我等の未来の形はまた復活のキリストに似たる者であるに相違ない。ゆえにキリストの復活体に関する聖書の記事はキリスト者の霊体の実質を説明すべき最上の資料である。ただしキリストの場合において、その昇天以前四十日の間は、彼が人類の救主としての特別の使命に基づき、しばらく使徒等の目と耳と手とに訴えて自己の復活及び彼等の将来に関する啓示を与うるの必要あったがため、未いまだ十分なる霊体に化せられていなかったのであるかも知れない。そのために彼はなお肉と骨とを備え、パンを割さき魚を食し、また手にて触れ得べき状態において在あったのであるかも知れない。もししからば昇天後のイエス、すなわちステパノが死に臨みてその神の右に立ちたもうを見たる、パウロがダマスコの近郊にて午ひるの日よりも強き光として見たる、あるいはヨハネがパトモスの島にて七つの金の燈台の間に歩みたもうを見たるその形こそ、我等が未来の姿の典型であろう。要するに霊体の実質如何について我等の示さるる所は甚はなはだ乏しくある。しかしながら問題は実質の如何ではない、その職能である、その地位である。実質をして時到るまで不明のままにてあらしめよ。ただそれが神の前にありて如何いかなる使命を果たさんとするかを明らかならしめよ。しかして霊の体は永遠の世におけるキリスト者の霊的生活を最も完全に実現せしむべき不朽にして強健にして光栄ある機関であるという。霊体そのものにつき我等が現在において知るを要する事はこれをもって尽きるであろう。我等は続いて問う、この霊体をもって代表せらるるキリスト者の来世生活の性質は如何いかんと。


  　何よりも明白なるはそれが溌剌はつらつたる活動の生活である事である。霊体の必要――不朽にして強健にして光栄ある機関の必要その事がこれを語る。もしただ霊魂の休息のみの生活ならば、何とてかくのごとき機関を必要としようか。睡眠中は現在の肉体すらその必要の大なる部分を失うのである。すべての活動は適当なる機関を使用するによって最も完全にしてかつ有効なるものたることが出来る。キリスト教の来世問題が単なる霊魂不滅の問題として終るあたわずして他の宗教又は哲学に類例なき特殊の身体問題を伴う所以ゆえんは何処にあるか。他なし、キリスト者の永遠の生活は最も完全にしてかつ有効なる活動的生活でなくてはならぬからである。


  　多くの人は来世をもって休息の生活であると思う。彼等は曰う、活動は安息を獲えんがための手段に過ぎない、活動そのものに価値があるのではない、貴きはその結果なる安息である、これを目的とすればこそ疲労をも厭いとわずして活動を続けるのである、現世はもちろん烈はげしき活動を要する時であろう、しかし来世は楽しくして静かなる永遠の安息の世でなくてはならぬと。かくて彼等は天国の生活としいえば、清き岸辺に親しき者と声を合わせて讃美歌をうたい続けるような生活をのみ想像するのである。彼等の言う所に真理が無いではない。天国はもちろん安息の場所である。其処にありて讃美歌は多分しばしば歌わるるであろう。しかしながら彼等の思想に二個の重大なる誤解あるを見逃すことは出来ない。彼等は真の活動の何たるを知らず、また真の安息の如何いかなるものなるかを解しないのである。活動は果たしてあるものを獲えんがための手段であるか。果たしてそれ自身に価値なきものであるか。人が愛のためにその身を献げて他の人に事つかうる時、彼の活動そのものが目的であり歓喜であり満足であるのではないか。その時彼はある目的を達せんがための手段として働かない。手段は他のものをもって代用せしむることが出来る。愛のための活動はしからず。彼はパウロのごとく「我れもしこれをなさずんば禍いなるかな」と言うてその事に当るのである。誠にこれをなさざるが禍いであって、これをなす事すなわち活動そのものが福さいわいなのである。すべて自己の利益のためならざる活動はみなこの性質を有する。すなわち活動それ自身に意義があり価値があり福祉さいわいがある。いわんや直接に神に奉仕する活動においてをや。この場合にありては普通の活動に伴う疲労さえも甚はなはだ少なく、殊ことに心的疲労に至ってはこれがために却かえって癒されこそすれ決して増し加わらない。心的活力の逓増ていぞう――力より力に進むこと――は直接に神に仕つかうる純粋なる活動の特色である。しかして人の安息の正しき観念は実に此処から出る。安息と休息とは同一でない。休息の消極的なるに対して安息は積極的である。休息は活動の停止による疲労困憊こんぱいの治癒であって、安息の一部たるに相違なしといえども、安息はこれをもって尽きない。否いな、安息の主たる要素はむしろ力より力に進む純なる活動においてある。この世的の活動については休息、しかしながら神への奉仕としての活動については没頭、かくのごときが真の安息であると私は信ずる。この観念をもって安息日を解すべく、またこの観念をもって来世生活を解すべきである（安息日は現世における一週一回づつの来世生活の予習である）。来世において我等はすべてこの世的の活動より休息するであろう。しかしながら来世生活の主たる要素は休息ではない、活動である。神のためにする没頭的活動、わが思想と行動との全部を名残りもなく直接に神に献げて行う不断の活動、親しく神に接してその声のままに彼の尽きざる意思を新しき実行に現わしゆく所の永遠の活動、それが来世における我等の生活である。「神と羔こひつじとの聖座みくらは都の中にあり、その僕らはこれに事つかえ、かつその聖顔みかおを見ん……彼等は世々限りなく王たるべし」（黙示録二二の三～五）。しかしてかかる活動を最も完全にかつ有効ならしめんがため、疲れず傷つかず壊やぶれざる、強健にして自由にして光栄ある身体が我等に賦与せらるるのであるという。人の歓びにして何ものか神の意思を直接に実行する活動に勝るものがあろうか。いわんやその全く聖められたる霊は溢あふるる力をもって動き、新たに賦与せられたる体はあたかも優秀なる楽器の名楽に応ずるがごとく遺憾なくこれに応じて、神の好みたもう所ことごとくこれを如実に実現せしむる完全なる活動においてをや。来世は誠に最大歓喜の生活である。ただしそれは休息の歓喜ではない、溌刺はつらつたる活動の歓喜である。聖められたる霊と化せられたる体とは無為むいなる休息の生活に置かるべく余りに活力に富んでいる。彼等は神のためにする間断なきしかも常に新たなる活動をもって何よりの安息又は歓喜となすのである。


  　かくのごとくにして我等は知る、聖書がギリシャ哲学のごとく霊魂の不滅について語らずして、奇くしき未来の身体を説くは、さらに大いなる恩恵を意味する事を。身体問題は霊魂の完全なる活動の問題である、すなわち霊的生活完成の問題である。この一事の確かめらるるありてキリスト者の前途に比たぐいなく福さいわいなる希望が輝き渡る。死よ、何時にても襲い来たれ、私は汝の背後に私の最も慕う所のものを見るがゆえに、すべて汝の刺とげに耐えることが出来る。しかしながら聖書が我等に斎もたらす嘉信はここに止まらない。もし歓喜に充みつる来世生活が死なる出来事を抜きにして、直ちに現世生活に接続することあらば如何。これを笑うべき空想というものは誰か。聖書はその事の可能を教えるのである。死は必ずしも人の必然の運命ではない、キリスト者は何人も死を経過せずして光栄ある来世生活に移り得べき可能性を有すると聖書は此処彼処ここかしこにおいて明言するのである。そは如何いかなる次第であるか。我等が霊体を賦与せらるるは、何時とも図はかられざるキリスト再臨の時であって、その時現に生存せるキリスト者はこの新しき体を着せられんがために必ずしも古き肉の体を脱ぐ（すなわち死する）に及ばず、いわば古き体を纏まとえるままその上に新しき体を着せらるれば足りる。しからば死すべきものが死するの暇なくしてそのまま生命に呑まれ、死せざるものと化するのであるという。これまた信ずるに甚はなはだ骨の折るる啓示である。誰か今日の科学をもってかかる事実を説明することが出来よう。しかしもし現象の不思議を争うならば生体が瞬時のうちに死体に変化する事と、不完全なる生体がたちまち完全なる生体に変化する事と、二者何いずれが果たしてより多く不思議であろうか。まして原理よりすれば、罪を贖われし者は死の束縛より解放せられた者であるがゆえに、死を経過せずして永遠の生活に入るこそむしろ当然であると言わねばならぬ。ただ救贖きゅうしょくに関する神の大いなる経綸には自ら順序あり、朽ちざる霊体を賦与する事は再臨のキリストの事業として委ねられたのである。従ってその時に至るまでは死は依然としてすべての人を襲うといえども、キリスト者に取ってはこれは最早もはや例外的出来事たるに過ぎない。しかしてキリストの再臨は全く何時起るやも図はかりがたき出来事であるがゆえに、すべて未いまだ死せざるキリスト者はその生存中に霊体を享受すべき可能性を有するのである。もしこの事にして実現せんか、彼等はすなわち遂に死の苦にがさを経験せずして、あたかも変貌のキリストのごとく、この身このまま朽ちざる栄光の態に化せらるるであろう。かくのごとき事実は今はキリスト者の多数さえもさながら迷信のごとくにしてこれを嘲笑する。しかしそは偶々たまたま彼等の来世観の不徹底と不熱心とを表明するのみ。来世を慕うて已まざりし初代キリスト者にありては、歓喜に溢るる未来の生活が死を飛び超えて直ちに現在の生活に接続し得べき事を少しも疑わなかったばかりでなく、彼等がこれを慕い求むるこころは、あたかも重荷を負えるがごとき切なる歎きとして現われたのである。すなわち曰う、「このゆえに我等は歎き、天より賜う住所すみかをこの上に着んことを切に望む。これを着る時は裸にてある事なからん。我等この幕屋にありて重荷を負えるごとくに歎く。これを脱がんとにあらで、この上に着んことを欲すればなり。これ死ぬべき者の生命いのちに呑まれんためなり」と（二～四節）。来たらんとする天よりの住所すみかを望んで心焦がれたる者の衷心ちゅうしんの声を聴け。今のキリスト者たるもの、身は「旅人、寄寓者やどれるもの」にてありながら、天にある聖き住所すみかを忘れ、俗人と共に現世の幸福を争うて余念なきがごときは彼等に対して忸怩じくじたらざるを得るか。


  



  三　来世の確信とその現世生活に及ぼす影響


  



  　来世は人の自然の欲求である。しかしてその存在は何人も決定的にこれを非認することが出来ない。理論は却かえって来世の必要を弁護する。すべての科学の基礎たる宇宙の合理的存在の原則は、来世なき世界をもって畢竟ひっきょう無意義たらしめる。加うるに神は愛なりとの観念をもってせんか、キリスト者の生命が肉体と共に墓の中にて腐朽すべしというがごときは想像にだも堪たえざる所であるのみならず、その未来において必ず生命完成の日あるべきを予想せざるを得ない。すなわちキリスト者の現在の弱き肉体壊やぶれなば、さらに勝れる霊体の賦与せらるるありて、彼等は最も聖くしてかつ溌刺はつらつたる永遠の霊的活動を続くることが出来る。しかのみならず、あるいは死を経ずして直ちにこの恩恵に与あずかり得べき可能性さえ彼等に附帯しているのである。


  　かくのごとくにして来世の希望はすべてのキリスト者の懐いだくところ、少なくともこれを懐いだかざるべからざるはずのものである。しかしながら希望必ずしも絶対に確実でない。キリスト者の未来の希望が確かに実現すべしとの客観的の証拠は何処にあるか。来世観念は如何いかにして誤まらざる確信となり得るか。推論又は伝説はたとえいかなる権威を帯ぶるといえども遂に人の心の根抵に一つの確信を喚び起すに至らない。確信は想像や理論や盲従の産物ではない。ただ事実のみよく人の全心を捉うるに足る。大哲ソクラテスさえその深遠なる知性の叫びとして霊魂の不滅を高唱しながら、なおこれをもって自己全心の確信たらしむることが出来なかったのである。彼は死があるいは人の絶滅なるやも知れずとの可能性を全くは拒まなかった。しかして我等の運命が二途の何いずれなるかを確知する者はただ神あるのみと言うてこの問題を結んだ。「かくて彼もまた未いまだ確かならざる未来へと去り往いたのである」。もって知るべし、理知は確信の代用をなさないことを。しからば我が未来の光輝ある生活が必ず実現すべき事を立証する事実又は実物は何処に存するか。


  　「我等をこの事に適かなうものとなしたまいし神は、またその証しょうとして聖霊を賜いし者なり」（五節）。聖霊！すべてのキリスト者に賜わりたる神の霊、キリストを主と仰ぎし日より我等の心に臨みて我等を支配しつつある大いなる霊、それが我等の未来生活に関する唯一の確実なる証拠であるという。これあるによって初めて来世の希望は推理的断定の程度を超えて確信の域に入るのであるという。これあるによってたとえ不朽生命に関する哲学的又は科学的思想は如何いかに変化するとも、たとえ人の興味と熱心とは如何いかに衰退するとも、たとえ万人が来世を否定して寂しく暗き墓に下るとも、私は独ひとり目を挙げてかがやく未来を望み続くることが出来るのであるという。聖霊と来世との間に如何いかにしてかくも密接なる客観的の関係があるか。聖霊に如何いかなる性質の存するによりてそれが不朽生命の保証たる地位に立つのであるか。


  　パウロの筆はここにはその解釈に触れずして過ぎゆく。しかし彼は他の書翰において幾度いくたびか同じ問題を扱っている。なかんずく最も明白なるはロマ書第八章である。その十一節に曰く「もしイエスを死人の中うちより甦らせたまいし者の聖霊汝等の中うちに宿りたまわば、キリスト・イエスを死人の中うちより甦らせたまいし者は、汝等の中うちに宿りたもう聖霊によりて、汝等の死ぬべき体をも活かしたまわん」と。聖霊はただに貴き霊たるがゆえに我等の不朽生命を保証するのではない。それはかつて一度ひとたびある大いなる歴史的事実と縁を結んだのである。すなわちイエス・キリストの復活これである。彼の復活は如何いかにして起ったか。彼の身体は全く我等と同じ性質のものにてありながら、その葬られし墓の中に朽ちずして三日目に甦らしめられたる所以ゆえんは何処にあるか。曰く聖霊がその中に宿っておったからである。聖霊は彼を復活せしめたる父なる神の霊であると同時に、また復活せしめられたる子たる彼自身の霊である。この霊を宿せしがゆえに彼の身体の復活が行われたのである。しかして彼かれイエスの復活したというこの一個の歴史的事実が、人類の来世問題に関して有する所の意義は如何いかに大なるよ。この歴史的事実の一度ひとたび実現して以来、来世問題はもはや論議の問題以上事実の問題となったのである。少なくともある条件の下に人は復活し得る事、又はその身体が不朽のものに化せられ得る事が、事実によって証明せられたのである。「彼は死を滅ぼし、福音をもて生命いのちと朽ちざる事とを明らかにしたまえり」（後テモテ一の一〇）。従ってイエスの復活は単に彼一人に独特たる、我等自身とは何等の交渉なき事実として終ることが出来ない。神が彼を復活せしめたまいし根拠たるある条件がもし我等にも備わるあらば、我等もまた彼と均ひとしく復活又は栄化せしめらるるに相違ない。しからばその条件とは何か。聖霊である、聖霊がわが中に宿る事である。ゆえに曰う「もしイエスを甦らせし者の霊汝等の中うちに宿らば、彼を甦らせし者は汝等の中うちに宿る霊によりて汝等の死ぬべき体をも活かしたまわん」と。誠にイエスは人類の復活又は栄化の「初穂」となったのである（前コリント一五の二〇）。彼に属して彼の霊を受けたる者、すなわちある意味において彼と均ひとしく神の霊を内に宿す者は、必ず彼に倣いて復活又は栄化せしめられざるを得ないのである。ここにおいてか知る、不朽生命の疑うべからざる確証は聖霊に存することを。科学者と哲学者をして死後の生活を残りなく否定せしめよ。人類の輿論よろんをして来世の信仰を冷ややかに嘲笑せしめよ。私自身の頭脳をして未来観念をことごとく放擲ほうてきせしめよ。しかれども私の心の内に宿れるある者は私をして動かすべからざる確信を維持せしむるを如何いかにしよう。畢竟ひっきょう、来世の確信は聖霊の問題に帰着する。これを宿さざる者は千古に虚しき哲人といえども霊魂の不滅を高唱しながらなお一抹の不安を抱かずしては墓に下るあたわず、これを宿せる者はたとえ「千人その左に倒れ、万人その右に斃たおる」とも、独ひとりとこしえの希望を歌いつつ進み往ゆくのである。


  　「死者もし甦ることなくば、我等いざ飲食のみくいせん、明日死ぬべければなり」とは、来世信仰の欠乏が人の現世生活に及ぼす影響を最も明白に表わさんと欲して、パウロが古き諺を引用して断定したる言である。ある人々はかくのごとく強き断定を厭いとい、殊更ことさらに反抗の情を鼓舞して、キリスト者の独断を嘲あざけりつつある。ハックスレーがその子を喪うしなうた時、葬式の司会者によって聖書中のこの語の読まれしを聞き、彼は激越げきえつの辞を綴りてチャールズ・キングスレーに致した。曰く「私が小さき者の柩ひつぎの側に侍して悲歎に暮れつつある時、かかる語を聞いて如何いかに大いなる衝撃ショックを感じたか、とても言い表わすことが出来ない。実に笑うべく憤慨すべき沙汰である。私が来世を信ぜざればとて、人たるの資格を失うて獣のごとき生活に堕落せざるべからずとは何たる言ぞ」と。この際における彼の苦痛に対して我等は心より同情を表せざるを得ない。彼をしてこの言を発せしめたる原因の大半は、あるいは無情なる牧師の態度においてあったかも知れない。しかしながら同情は同情である、真理は真理である。パウロが以上のごとくに言い、ルーテルが「来世なくば神なし。神なくば悪魔も地獄もなし。汝の死と共に万事は終る。しからば淫蕩、掠奪、殺人、その他好むがままを行うにしかず」と言うた時、彼等は果たして誇張の言を弄ろうしたのであるか。来世を信ぜざる者の中にも立派なる道徳家の多い事は、この真理を打ち消すに足る事実であるか。否いな、パウロ又ルーテルは問題の帰趣を語っているのである。不徹底はすべての差別を没却する。真理の闡明せんめいはただ徹底的観察にある。ある人が明白に来世を否定しながら貴き道徳的生涯を送りつつあるというか。疑うらくは彼の心中何等か不徹底なるものが存在しないか。彼はその来世否定論と相容あいいれざる何等かの理想を、未いまだ全く抛棄ほうきせずしているのではないか。我等は信ずる、彼にしてもし来世否定論を正直にその絶頂まで運び往くだけの勇気を有するならば、彼は必ずや自己の生涯をもってパウロ又はルーテルの断定の誤まらざるを立証するであろうことを。


  　人生は夢である幻である、すべてが墓の入口まで、そこにて跡なく消ゆるのであるとの観念をもってある人の生涯の基調たらしめよ。又他の人をして、死は無きもののごとく、ただ現在よりもさらに貴き未来の生活に入るべきの確信をもって進ましめよ。二者の生涯に重大なる差別を生ぜざらん事は不可能である。もし前者においてパウロ又はルーテルの言そのままの実現を見ないならば、翻って後者を見よ。来世の確信が人の現世生活の上に及ぼす積極的特徴は、その欠乏の場合における消極的特徴よりも遥かに顕明である。積極的特徴とは何か。「このゆえに我等は常に心強し。かつ身に居おる間は主より離れ居おるを知る。見ゆる所によらず、信仰によりて歩めばなり。かく心強し」と（六、七、八節）。常に心強し、かく心強しという、これ勇敢にしてかつ楽天的なる人生の勝利者の声である。主より離れ居おるを知るという。これこの世との妥協を憎み俗化を排斥して已まざる貞節の士の叫びである。夏の空のごとくに晴朗にして雪の朝のごとくに清潔なる、かくのごときが来世の確信より生まるる現世生活の特徴である。


  　何故に来世の確信は人をして勇敢にかつ楽天的ならしめるか。彼は人生に無限の進歩的未来あるを知り、従ってその価値の測るべからざるものあるを憶おもうがゆえに、人生のために献ぐる如何いかなる犠牲をも敢えて吝おしまないからである。又自己の生命の不朽にして早晩必ず完成せらるべきを信ずるがゆえに、如何いかなる蹉跌さてつも失望の理由とは成らないからである。すべての勇敢なる生涯は犠牲を吝おしまざる生涯である。しかして犠牲はその目的の価値の大なるほどこれを払うに易やすくある。もしこの世のいと小さき一人のたましいといえども神の前に永遠の未来を有し従ってキリスト自らそのために生命を棄てしほどの価値を有するならば、これがために私もまたわが涙と血とを注ぐに何の惜しき事かあろう。現に幾多いくたの聖徒又は殉教者が皆この観念をもって貴き犠牲の生涯を送ったのである。又すべての楽天的なる生涯は失望を知らざる生涯である。しかして光輝ある来世生活の確信者には、何があるとも失望だけはあり得ない。その好よき実例を詩人ブラウニングにおいて我等は見る。世界のかつて産出したる最大楽天者の一人は彼であった。彼はその有名なる辞世の詩『アソランド』の跋中ばっちゅうに自ら歌って曰く、


  
    かつてその背を向けしことなく、ひたすら前へと進みし者、

    雲は必ず晴るべきをつゆ疑わざりし者、

    義はしばらく敗るとも悪の勝つべしとは夢にも想わざりし者、

    倒るるは起たんがため、敗るるはさらによく戦わんがため、眠るは醒さめんがためとなしし者。

  


  彼をしてかくも弾力に富みたる勝利者たらしめしものは何であるか。彼は続いて歌う、


  
    人の活動せわしき真昼時において

    逝きし者（詩人自身）に歓呼をもて挨拶せよ。

    彼に言え「進めよ、依然として背を向くることなく

    励めよ、栄えよ」と、又叫べ「急げよ――戦え、とこしえに往け、彼世かのよにおいてもまた此世このよにありしごとく」と。

  


  　彼世かのよにおいてもまたとこしえに往かんとする者のみ、此世このよに在ある間常に「我等は心強し……かく心強し」との告白を発表することが出来る。


  　来世の確信は又人をして此世このよとの妥協を憎ましめ、俗化を排斥して已まざらしめる。何故であるか。彼は此世このよが未いまだキリストのものに非ずして、却かえってキリストに敵する者に属する事を知るからである。キリストは何時いつか必ず再び来たりて此世このよを己の手に収め、地を化して天国たらしむるであろう。その時我等も永遠の生活に入り、面かおと面かおとを合わせて主と相見あいまみゆるに至るであろう。これ我等の最も福さいわいなる希望である。しかし今はなおその時でない。来たるべき者は未いまだ来たらない。我等は未いまだ親しく目に「見ゆる所によって」歩まない。ただ「信仰により」、キリストとの具体的接触ならぬ霊的交通によりて我等の歩みを定むるに過ぎない。此世このよにありて現在の肉体に居る間、我等は「主より離れ居おるを知る」のである。我等の主は「その所有もちものを僕なる我等に預けて遠く旅立」したのである（マタイ二五の一四）。ここにおいてか我等の憎むものにして此世このよとの妥協のごときはない。僕もしその主に忠実ならば彼の留守を預かれる間に如何いかにしてその敵と握手することが出来ようか。俗化の危険に対する最も有効なる警戒はこの凜りんたる貞節の精神においてある。来世信者は偉大なる楽天家である。しかしながら彼の生涯に全く此世このよ離れしたる調子がある。俗臭は痕迹といえども彼の堪たえざるところ、妥協は生命を賭して彼の排斥する所である。彼は夢にも「主より離れ居おる」の一事を忘れない。ゆえに留守居たる身の清潔を守らんがためには全世界を敵として孤軍奮闘するを辞さないのである。誠に人の生活を確実に現世の誘惑より絶縁するものは、来たるべき主に対する切なる思慕である、すなわち来世の確信である。


  



  四　如何にして死に処すべきか


  



  　来世の希望は確実である。この希望あるによって現世生活に言うべからざる強みと気高さとがある。キリスト者は来たらんとする永遠の生活を慕うの余り死については多く思わない。しかしながら死は今日に至るまで万人に臨みし運命であって、たとえ我等はこれを経過せずして直ただちに栄化せしめらるべき可能性を有するといえども、事実としては死の襲来を全く予期の外に置くわけにはゆかない。死はあるいはこれを避け得るであろう、あるいは避け得ないであろう。それが自己の、あるいは愛する者の、現実の問題として横たわる時、如何いかなる心をもってこれに対すべきか。キリスト者の死は如何いかなる状態の存在であるか。それの彼岸には輝く国あるを疑わぬにしても、暗黒のごとき大海そのものは果たして何であるか。永眠の夕より復活の朝までの未知の夜は如何いかにしてこれを明かすのであるか。来世問題は最後に自らこの問題に触れざるを得ない。


  　聖書がこれについて語る所は甚はなはだ稀まれにしてかつ簡単である。我等はその委しき説明を読むことが出来ない。しかしながら一事の疑うべからざるものがある。キリスト者の死は現世生活よりもさらに勝るものであるとの事これである。試しに老使徒の晩年における左の高調なる述懐に聴け。「我に取りて生くるはキリストなり、死ぬるは益なり。されどもし肉体にて生くる事わが勤労はたらきの果みとなるならば、いずれを選ぶべきか、我れこれを知らず。我はこの二つの間に介はさまれたり。わが願いは世を去りてキリストと共に居おらんことなり。これ遥かに勝るなり」と（ピリピ一の二一～二三）。あたかも人をして死の讃美を聴くの思いあらしめる。しかも何人か生の歓喜の宣伝者たる彼かれパウロの口より中世の僧侶に似たる厭世的告白を期待し得ようか。余人は知らず、パウロにしてもし死を讃美するあらば、そは素もとより生の厭いとわしきがゆえでなくして、死が生に勝るの生たるがゆえでなくてはならぬ。誠に彼に取りて生くるはキリストであった。キリストに在ありて彼は愛し、キリストに在ありて闘い、キリストに在ありて福音を伝え、キリストに在ありて祈りかつ讃美した。彼の生活の原動力がことごとくキリストであって、しかしてキリストこそは彼の歓喜中の歓喜であったのである。しかるに彼はなほ附言して曰う「死ぬるは益なり」と。その語勢よりすれば、死ぬるは生くるよりもさらに益なりとの意味たるを疑わない。ゆえに又曰う「これ遥かに勝るなり」と。しかりキリストにある最大歓喜の生よりも死は遥かに勝るなりと。如何いかなる言かこれよりも強く死を弁護することが出来ようか。怪しむべきは生の謳歌者おうかしゃより出いづる死の高調なる讃美である。しかしてこの大いなる謎を解くものは唯一つあるのみ。すなわち死は生に勝るの生であるとの事実これである。


  　驚くべき提唱である。何人にも大いなる悲痛の原因たる死、多くの勇者すらもその前に当りて思わず戦慄する死、未来信者すらも自ら畏縮を禁ぜざる死、それが生に勝るの生であるとは！よし死は生命の絶滅ではないとするも、果たして意識なき永ながき睡眠ではないか。もし又何等かの意識ありとせば、却かえって最も苦痛多き陰鬱いんうつなる状態ではないか。何いずれにせよ、死は如何いかに良くこれを見積るとも健全なる生活に取って何よりも望ましからざる最後の休憩所ではないか。思うにこれらの疑問は必ずしも理由なきものではない。死は肉体を脱ぎて未いまだ霊体を着けざるいわゆる裸の状態にあるの点において確かに不完全なる変態たるを免まぬかれない。活動の生活としてそは現在の生活よりもむしろ大いに劣るであろう。しかるにも拘かかわらず何ものをもっても代かうべからざる恩恵のこれに伴うあるがゆえに、死は意識なき睡眠状態にあらず、陰鬱なる苦痛の生活にあらずして、却かえって生に勝るの生たらざるを得ないのである。恩恵とは何か。キリストとの偕在かいざいこれである。「願うところはむしろ身を離れて主と偕ともにおらんことなり」（八節）。主と共に居おるという。もちろんただ機械的に並び存するの意ではない。最も親しき人格的交通関係に入る事である。従って明白なる意識をもって己が深き思いをことごとく直接に彼に訴うると共にまた彼よりの大いなる感化に与あずかる事である。この一事においてキリスト者の死は現在の生活よりも遥かに勝るのであるという。如何いかなる福さいわいぞ。宜うべなり、パウロが他人に事つかうる活動の目的としては生を選びながら、自己一人の願いとしてはむしろ死を求めたこと。しかしてすべて死の床に臨みし聖徒等が皆その眼を奇しくも輝かせつつ、言うべからざる深き平安をもって「さらば」を告ぐるは、均ひとしくこの真理を証明するのではないか。誠にキリスト者の生涯中信仰的平安の最も美わしき発現を見るは彼の最期である。もし死がある高き意義において現在の生活よりもさらに勝るものでないならば、かくのごときは遂に説明すべからざる現象と言わねばならぬ。しかれども感謝すべきかな、我等が死の大海に漕ぎ出いづる時主は必ず彼処にありて待ちたもうのである。（別項「沙洲を超えて」参照）


  
    日落ちて夕の星輝き、

    我を呼ぶ冴さやけき声の聞こゆ。

    沙洲にて哀みをする者あらざれ、

    我われ大海に漕ぎ出いづる時。

    

    たとい時と所との小流より

    潮は遠く我を運び往くとも、

    我われまのあたり見まみえん、わが水先案内に、

    沙洲をうち超えしその時に。

  


  　さらば安んじて往こう、貴き水先案内に伴われて、復活の彼岸に達するまで。


  　ここにおいてか死は矢張やはり問題にして問題ではないのである。死は肉の生活より勝るとも劣らざる恩恵を伴う状態であって、従って我等が永遠の生活に何の妨げをもなさないのである。パウロは早くテサロニケの信者の懐疑に対してこの事を明らかにして曰うた「兄弟よ、すでに眠れる者のことにつきては、汝等の知らざるを好まず。希望のぞみなき他の人のごとく歎かざらんためなり。我等の信ずるごとく、イエスもし死にて甦りたまいしならば、神はイエスによりて眠りにつきたる者をイエスと共に連れ来たりたもうべきなり。我等主の言ことばをもて汝等に言わん、我等の中うち主の来たりたもう時に至るまで生きて存のこれる者はすでに眠れる者に決して先立たじ」と（前テサロニケ四の一三～一五）。かの日まで彼等はイエスと共にあり、かの日到らばイエスと共に神に連れられて天より来たり、しかして我等と共に霊体を賦与せられて永遠の生活に入るのであるという。しからば我等をして最早もはや死について思い煩う所なからしめよ。もしそれが今日襲い来たるともただ静かなる感謝をもって受けしめよ。死についてはすべてを神に委ぬれば足りる。我等の力つとむべき事はこれに関する煩慮ではない、さらに他にある。「されば身に居おるも身を離るるも、ただ聖心みこころに適かなわんことを力つとむ」（九節）。「身に居おるも身を離るるも」とはキリスト再臨の時に着目していう。我等がその時なお身に居おりて遂に死を経験せざるものとなるとも、あるいはその時すでに身を離れて死の状態においてあるとも、それは問題でない。問題は「ただ聖心みこころに適かなわんこと」にある。現世生活にある間の我等のすべての思想と言語と行動とが主の心に適かなうか否かにある。死は来世生活に何の累るいをも及ぼさない。しかしながら我等のなす所の如何はことごとくその価値を永遠に貽のこすのである。「我等はみな必ずキリストの審判さばきの座の前に現われ、善にもあれ、悪にもあれ、各人おのおのその身になしたる事に随したがいて報いを受くべければなり」（一〇節）。多くのキリスト者はこの事実を信じない。キリストの贖いを信受したる者に何の審判さばきぞ何の報いぞと言うて、彼等は自己の道徳的生活につき頗すこぶる無頓着なるの風がある。甚はなはだしきに至っては、回心後における個々の罪の悔改はこれを忘れたるにあらずやと思わしめる者さえある。贖いもしかくのごときものならば、それはむしろ禍わざわいである。贖いは断じて悔改を不要ならしめない、否いな却かえってその必要を最も痛切ならしめる。もちろん一度ひとたび贖いを信受したる者は、その信仰を失わざる限り、救いより漏るるには至らないであろう。しかしながら爾後じごの罪にして悔改の伴わざるものを神は決して見逃したまわない。しかのみならず、キリスト者の現世において行いし一切の工わざを何時か一度ひとたび明白ならしめて、これに正しき評価を加え、その適当なる結果を実現せしめずんば、神は已やみたまわない。キリスト者が来世において賦与せらるべき各々おのおの相異あいことなりたる地位は、蓋けだしこの審判によりて定まるのである。かくのごとくにしてキリスト者にもまた審判がある。彼等は来世生活の首途かどでにおいて特にこれがためにキリストの前に立つであろう。しかして彼等が肉体にありし間主のためにささげしすべての犠牲、福音のために力つとめしすべての労作、愛のために人知れず流ししすべての涙と血とに対して、主は今こそ眼のあたりその聖手を挙げて賞讃の辞を賜うであろう。同時にまた彼等の繰り返したる幾多の蹉躓さちについても、何等かの形においてその結果を己に引き受けねばならぬであろう。厳粛なる審判である。しかしながらこれあるによってキリスト者の道徳的生活に初めて緊張したる活溌かっぱつさがある。もしこの審判がないならば、もしすべてのキリスト者は均ひとしく救われると言うのみであって、その現世における高き低き生活がみな一様に没却せられるのであるならば、理論は兎とに角かく実際上如何いかにして彼等の鋭敏なる道徳意識を磨滅まめつせしめないことが出来ようか。しかして又理論としても、罪のゆえにその独子ひとりごをさえ犠牲にしたまいし至聖なる神がキリスト者の道徳的生活を審判さばきたまわないと言うがごときは有り得べからざる事である。キリスト者の審判は彼等の聖き野心を刺戟しげきし奨励する大いなる恩恵である。彼等をして死について思い煩わしむるなかれ。しかれども審判について想い巡らさしめよ。彼等のあらゆる思いと言葉と行いとをただ聖心みこころに適かなうものたらしめよ。来世の希望は人の心を死より引き離して現世生活の聖潔に集中せしめる。誠に「すべて主によるこの希望のぞみを懐いだく者は、その聖きがごとく己を潔くす」る。


  



  第二　新しき創造――復活のキリスト


  



  一　墓は虚し


  



  　麦は伸びた。枯れしようなる樹々の枝には又新しき柔らかき芽が膨ふくらみ出した。黒土の上に青きものが競うて生はえ出いでた。落ちこぼれたる種子より萌え出いでし菜の花などが思いがけぬ所に咲いている。「影暗き森はこれを鶯うぐいすに与えよ。栄ある光明の蒼穹そうきゅうこそ汝のもの」とワーヅワースの呼びかけたる雲雀ひばりは大空高く姿も見せで、歌いに歌うて、さながら歌い死せんとするかと見える。かくて万物が生命と希望とをもって充みつる春四月、何と言うても季節中の季節はこの時である。


  　万人に取って楽しきこの季節は、キリスト者に取ってはさらに遥かに喜ばしきものである。すべての人が生命を思い希望を思うこの時に当り、キリストの徒の思いは永遠の生命永遠の希望に係る。何となれば新しき生命と希望との根柢こんていたるキリスト復活の季節がこの時であるからである。クリスマスが俗界の流行となりて驚くべく堕落したるに引き比べ、我等は一ひとしお復活節の清き喜びを感ぜざるを得ない。


  　ルーテルが言うた「世の終わり――キリストの再び来たりたもう時――は多分一年中の最も美しき季節すなわち四月のイースターの頃であろう。しかして多分朝つとに日出の頃であろう」と。誠に地が美化せられて最も天国に似るはその頃である。かかる美しき日の朝、いつか主の声聞こえて、多くの死せる者は呼び醒さまされ、彼の許もとに集わしめられ、しかして再会の限りなき歓喜に入るであろう。「わが愛する者の声聞こゆ、見よ、山を飛び岡を躍り超えて来たる。……わが愛する者我に語りていう、わがともよ、わが美うるわしき者よ、起たちて出いで来たれ。見よ、冬すでに過ぎ、雨もやみて早や去りぬ。諸もろもろの花は地に現われ、鳥の囀さえずる時すでに到り、山鳩の声我等の地に聞こゆ云々」。復活について考うるに絶好の時は確かにこの季節である。


  　キリストの復活という、我等は先まずその意義を明確にせねばならぬ。復活とは如何いかなる事実であるか。ある失望せる懐疑家がまさに毒杯を傾けんとする時、彼の耳にイースターの鐘の音が響いた、また「主は甦りたまえり」との讃歌の合唱が聞こえた。毒杯は彼の手より落ちた。しかしながら彼は言うた、「いかにも嘉き音ずれを私は聞く。ただ信仰が私には無い。奇跡は信仰の愛子である」と（ファウスト）。ここに多くの人の声がある。奇跡ならぬ復活でなくては彼等の受け入るる所とならない。謂う、霊的の復活と。例えばキリストは死後その弟子等の心の中において復活したという。死したるキリスト彼自身の生命の復活ではない、彼の精神が弟子等の心に深く植え付けられ、彼の死後そこにありて生きかつ働いたのであるとの意である。また例えば有名なる『ナザレのイエスの歴史』の著者カイムのごときは曰う「キリストは死と共にその肉体を棄てて純粋なる霊的生活に入ったのである。彼は今や純霊的存在者として永遠に生きつつある。この意味において彼は復活したのである」と。思うに今日多数のキリスト者の復活観は実にこれである。教会の講壇より公然唱えらるる声はこれである。


  　弟子等の心中における存続、もしくは純霊的存在者としての生活、かくのごとき語にたとえ如何いかばかりの意義があるにもせよ、それはいずれも復活ではない。前者は逝きし者の感化又は記憶に過ぎない。後者は霊魂の不滅に過ぎない。これに反して聖書に記さるるキリストの復活はどこまでも文字通りの復活である、すなわち一度ひとたび死したるものが再び生命を回復することである。キリストの復活は記憶でもない、霊魂の不滅でもない、彼の身体の復活である、一度ひとたび十字架に釘つけられ、死して葬られたるキリストが再びその身体をもって甦ったのである。これを信ずるの困難と否とを問わず、聖書における復活の意義は疑うべくもない。弟子等の見たる復活の主は純霊的存在者ではなかった、それは身体を備えたるイエスであった、人としての性質を失わざるキリストであった。死者の霊魂が再び新しき身体を纏まとうて永遠の生活に入る事、これすなわち復活である。


  　このゆえに聖書におけるキリスト復活の記事は一つの例外もなく先まず彼の葬られたる墓が虚しくありし事より始まる。弟子等は復活の主に会うに先だち、虚しき墓を発見したのである。


  
    一週ひとまわりの初めの日、朝まだき、女たち備えたる香料を携えて墓に往く、しかるに石のすでに墓より転まろばし除のけあるを見、内に入りたるに、主イエスの屍体しかばねを見ず。これがために狼狽うろたえ居おりしに、見よ、輝ける衣を着たる二人の人その傍かたわらに立てり。女たち懼おそれて面おもてを地に伏せたれば、その二人の者いう、「何ぞ死にし者どもの中うちに生ける者を尋ぬるか。彼はここに在いまさず、甦りたまえり。なおガリラヤに居いたまえる時、如何いかに語りたまいしかを憶おもい出いでよ。すなわち人の子は必ず罪ある人の手に渡され、十字架につけられ、かつ三日目に甦るべしと言いたまえり」。ここに彼らその言を憶おもい出いで、墓より帰りて、すべてこれらのことを十一弟子及びすべて他ほかの弟子たちに告ぐ。この女たちはマグダラのマリヤ、ヨハンナ及びヤコブの母マリヤなり。しかして彼らと共に在ありし女たちも、これを使徒たちに告げたり。使徒たちはその言ことばを妄語たわごとと思いて信ぜず。ペテロは起たちて墓に走り往き、屈かがみて、布のみあるを見、ありし事を怪しみつつ帰れり。（ルカ二四の一～一二）

  


  　キリストが十字架につけられし時、やや程遠く離れたる所に多くの婦人たちが立ちて、彼の最期を見届けつつあった。彼等は主及び十二使徒等のガリラヤ伝道の間己おのが所有物を献げてその生活を助けたる婦人たちであった（ルカ八の三）。主が最後にエルサレムに向かって上りし時、彼等は共に従い来たりて彼に仕えた。光栄ある福音史上彼等の名は永く伝えられねばならぬ。その一人はイエスによりて七つの悪鬼を逐おい出されしというマグダラのマリヤであった。又ヘロデ・アンチパスの家令クーザの妻なるヨハンナ、また主の弟子ヤコブ及びヨセフの母なる今一人のマリヤ、又使徒ヤコブ及びヨハネの母なるサロメ、又スザンナと名なづくる婦人等がその中にあった。


  　上なく厳粛なる最期を実見して、彼等はただ茫然ぼうぜんとその場に佇たたずんだ。やがて夕闇は迫った。身分ある二人の者が何処よりともなく現われ来たりて、イエスの身体を運び去った。議員アリマタヤのヨセフ及びニコデモである。婦人たちはその後に従うた。ヨセフのものなる新しき墓の中にイエスは葬られた。貴き屍体は彼処にやがて朽ち果てるであろう。名残なごりは尽きねど、暗さは募つのり、かつ安息日は迫りたれば、婦人たちは悄然しょうぜんとしてエルサレムの宿へと帰った。途みちすがら彼等は香料と香油とを購うて、安息日の過ぎ去るを待った。屍体の葬られし時、ニコデモがすでに香料と共に布にてこれを巻きし事を彼等は多分見て知っていたであろう。しかし特別に深くイエスを愛したる婦人たちは、さらに己おのがこころを表わさずしては已やみ得なかった。


  　翌日は律法に従うて終日家にありて彼等は休んだ。彼等の心はただ墓に葬られたる者の上にあった。


  　安息日の夕を過ぐれば、最早もはや一週の初めの日である（ユダヤの一日は夕より夕に至る）。夜の明くるを待ち兼ねて、朝まだき、彼等は備えたる香料を携えながら、墓を指して出懸でかけた。


  　画か、詩か、誠に美うるわしき光景である。時はいつ。春四月、朝風なお冷たく、日の光漸ようやく梢こずえの間よりさし初めし頃である。目指すはいづこ。エルサレム市の郊外小高き丘の上、天然岩に切り込まれし墓である。墓の中に横たわるは誰たれ。谷の百合ゆりレバノンの香柏のごとくに比たぐいもなく気高き一人である、全き愛のゆえに己おのが生命を棄てたる一人である。彼ありしによりて彼等は人生の福さいわいを経験した、彼の存在が彼等の喜びであり望みでありいのちであった。しかるにその一人が今や光の消ゆるがごとくに彼等の間より取り去られたのである。彼等の望みは失せ果てたのである。彼等は最早もはや何をなすべきかを知らない。しかしただ一つなさずしては已やみがたき事があった。すなわち愛する者の屍体を香料にて塗る事であった。彼等のささげ得べき最後の献物はこれであった。この一事の中に言うべからざる愛と尊敬とのすべてを表わさんことを彼等は願うた。


  　マグダラのマリヤは通常ルカ伝第七章に記さるる或ある罪ある女と同視せられている。イエスがパリサイ人の家に招かれて食事の席に着きし時、香油の壷を持ち来たりて、泣きつつ彼の足許あしもとに立ち、涙その足を潤うるおしたれば頭髪を解きてこれを拭ぬぐい、また足に接吻せっぷんして香油を抹ぬりし女すなわちこれである。七つの悪鬼を逐おい出されしというマグダラのマリヤの経験を道徳的の意味に解して、罪ある女と同視したのである。この推定は必ずしも当っていないかも知れない。しかしながら少なくとも、ここに婦人たちが香料と香油とを携えてイエスの墓を見舞わんとする時の心事は、この罪ある女の経験に酷似している。彼女の所為を見て、当日の主人役たりしパリサイ人がその心中に「イエスもし預言者ならば触さわる者の誰たれ、如何いかなる女なるかを知らん。彼女は罪人なるに」と思いしを察し、イエスは彼に向かって言うた。「シモン、我われ汝に言うことあり。ある債主かしぬしに二人の負債者ありて、一人はデナリ五百、一人は五十の負債おいめせしに、償い方なかりければ、二人を共に免ゆるせり。されば二人のうち債主かしぬしを愛すること何いずれか多き。……このゆえに我われ汝に言わん、この女の多くの罪は赦されたり。これによってその愛もまた多きなり。赦さるること少なき者はその愛もまた少なし」と。後に同じようなる事が再びベタニヤのマリヤによって行われし時、弟子の一人が「何ぞこの香油を銀三百に売りて貧しき者に施さざるか」と非難したるに対し、イエスは答えて「彼に係わるなかれ。我わが葬りの日のためにこれを貯たくわえたり。貧しき者は常に汝等と共に在あれど、我は常に汝等と共にあらず」と言うた。これらの物語は、イエスが人の真心より出いでたる美しき献物を如何いかに喜びたまいしかを示すものである。しかして今や彼の死したる後にまた同じようなる心の発現があった。一週の初めの日、朝まだき、香料を携えて岩蔭の墓に向かいし婦人たちの胸には人としての純なる愛が充みちておったのである。


  　美しきは愛である。一つのハートに純なる愛の入りしという事実は人生最大の経験たるを失わない。さながら室内に香り高き薔薇ばら花の入りしがごときである。その全体の空気がこれによって美化せられる。汚き香は遂に存在するあたわざるに至らしめられる。人の心を潔むるに愛ほど力あるものはない。これを称して「新しき愛情の駆逐力」という（チャルマーズの言）。誠に深き真理である。愛はまた不可能を可能と化し、困難を容易と化する。義務としては大いなる重荷である事が、愛する者の要求としては却かえってわが喜びと成るがごときは何人も熟知せる実験である。人生の秘密はおよそ此辺にある。愛の奇くしき消息に参与せずしては、未いまだ人生の核心に触れないのである。「たとえ我われ諸もろもろの国人くにびとの言ことば及び天の使いの言ことばを語るとも、もし愛なくば鳴る銅かねや響く鐃鉢にょうはちのごとし。たとい我われ預言するの力あり、又すべての奥義とすべての学術に達し、又山を移すほどなるすべての信仰ありといえども、もし愛なくば数うるに足らぬものなり。たとえ我われわがすべての所有を施し、又焼かるるために我身を与うるとも、もし愛なくば我に益なし」との使徒パウロの讃歌は永遠に亙わたっていと高き響きを伝えつつある。近代詩人ブラウニングもまたこれに和せんと欲して曰う、


  
    「人生には愛のほか何の善もない――愛のほか。

    　その他に善と見ゆるものは皆愛より投げられし影に過ぎない。

    　愛はそれを飾り、それに価値づける。

    　愛を与えよ、ただ愛を求めよ、しかしてその他を抛なげうて」。

  


  　「ただ愛のみ、その他を抛なげうて」という。真理である。しかしなお足りない。婦人たちの胸に愛の充実はあった。しかしながら彼等の愛する者はすでに墓に呑まれてしまったではないか。死の力の前に彼等の愛はいと憐むべきものではないか。香料また香油という。これをもって抹ぬらるべき者は墓の中に横たわる冷たきむくろに過ぎない。かくて思うがまま抹ぬりに抹ぬるとも何かせん。死は何時いつまでもその大いなる手を緩ゆるめない。墓は永久にその呑みし者を放さない。やがて彼等自身もまた同じように葬られねばならぬ。愛は在ある。しかし墓の外には出ないのである。死がその力を失わざる限り、人生は遂に空である。


  　婦人たちは進み往いて墓に近づいた。目を挙げて見れば、その前に置かれたる大いなる石はすでに転まろばし除のけてあった。さらに中にと入れば、如何いかにせしか、愛する者の屍体は見当らないのである。思い惑える所へ、輝ける衣を着たる二人の者が傍かたわらに立ちて、彼等に告げて曰うた「何ぞ死にし者どもの中うちに生ける者を尋ぬるか。彼はここに在いまさず、甦りたまえり」と。葬られし人は今は生ける者であって、すでにそこには在いまさず、墓は空虚であったのである。空虚なる墓！偉大なる発見である。人が始めて葬られし以来誰がかくのごとき事実を発見したか。一度ひとたび呑みたる者は決して再びこれを放さざりし墓が、この時始めて見事にもその呑みたる者を奪い返されたのである。死にし者が永遠に生ける者となりて、陰府よみより凱旋したのである。


  　婦人たちの愛は美しくあった。しかしながらその香料と香油とは無益であった。死に囚とらわれたる彼等の人生観はここに初めて恥を負うた。アリマタヤのヨセフの墓は虚しくあったのである。キリストは死に打ち勝ったのである。如何いかなる偉人にこの勝利があったか。キリストとその他の人との著いちじるしき差違はこの点においてある。今より数年以前、我国の某男爵が米国ヒラデルヒヤ市に有名なる実業家ワナメーカー翁を訪問せし時の事であった。男爵は翁に案内せられて、その経営に係わる諸事業を視察し、最後に日曜学校に臨んだ。しかして求められしまま生徒に対して一場の挨拶を述べた。曰く「私は儒教信者であって、キリスト者ではない。しかし孔子もキリストもその精神においては畢竟ひっきょう同一である云々」と。聞き居たるワナメーカーの顔に深き感慨の色が漂うた。彼は男爵の後を襲うて起たって言うた。「私は儒教に対して深き敬意を表する。しかし儒教とキリスト教とは同一ではない。その間に一つの根本的差別がある。孔子は死して葬られ、しかしてそのまま墓の中に眠って居る。これに反してキリストは一度ひとたび葬られしといえども、三日目の朝に至って甦ったのである。彼の墓は虚しくなったのである。彼は今なお生きつつある。しかり、現に今この堂の中に我等と共に在ありたもうのである」と。かく言いながらポケットより小形の聖書を取り出し、それを示して附言した「この書がその事を証明する」と。後に男爵が米国を去らんとするに臨み、送別の席上一米人より滞在中の感想を尋ねられしに答えて曰うた「ヒラデルヒヤ市にてワナメーカー翁がキリストの復活を弁護しながらその双頬に熱き涙を流すを見た時ほど感動したことはない」と。


  　墓は虚しくあった。キリストは甦った。彼の復活は人類の罪と死とに対する彼の勝利を意味する。「キリストは我等の罪のために渡され、我等の義のために甦らされたり」。「彼は死を滅ぼし、福音をもて生命いのちと朽ちざる事とを明らかにしたまえり」。彼の死によって我等の罪は贖われ、彼の復活によって死はすでに力を失ったのである。かくてエルサレム郊外アリマタヤのヨセフの墓が虚しくなった時に、人生そのものを呑める墓が虚しくなったのである。人生のあらゆる悲痛の根源たる罪と死との勢力が廃止せられたのである。今より後キリストに在ある者は全く罪及び死より解放せられる。墓は虚し。人生の呪いは虚し。キリストの復活はすべての失望の撤去である、永遠的希望の確立である。


  



  二　「我等と共に留まれ」


  
    見よ、この日二人の弟子、エルサレムより三里ばかり隔へだたりたるエマオという村に往きつつ、すべて有りし事どもを互いに語り合う。語りかつ論じ合うほどに、イエス自ら近づきて共に往きたもう。されど彼等の目遮さえぎられてイエスたるを認むることあたわず。イエス彼等に言いたもう「汝等歩みつつ互いに語り合う事は何ぞや」。彼等悲しげなる様にて立ち止まり、その一人なるクレオパと名づくる者答えて言う「汝エルサレムに寓やどり居いて独ひとりこの頃彼処かしこに起こりし事どもを知らぬか」。イエス言いたもう「如何いかなる事ぞ」。答えて言う「ナザレのイエスの事なり。彼は神とすべての民との前にて業わざにも言ことばにも能力ちからある預言者なりしに、祭司長及び我が司等つかさらは死罪に定めんとてこれを渡し、遂に十字架につけたり。我等はイスラエルを贖うべき者はこの人なりと望みいたり。しかのみならず、この事のありしより今日は早はや三日目なるが、なお我等の中うちのある女たち我等を驚かせり。すなわち彼等朝早く墓に往きたるに、屍体しかばねを見ずして帰り、かつ聖徒たち現われて、イエスは生きたもうと告げたりと言う。我等の朋輩ともがらの数人もまた墓に往きて見れば、正まさしく女たちの言いしごとくにして、イエスを見ざりき」。イエス言いたもう「ああ愚かにして預言者たちの語りたるすべての事を信ずるに心鈍き者よ。キリストは必ずこれらの苦難を受けて、その栄光に入るべきならずや」。かくてモーセ及びすべての預言者を始め、己おのれについてすべての聖書に録しるしたる所を説き示したもう。遂に往く所の村に近づきしに、イエスなお進み往く様なれば、強しいて止めて言う「我等と共に留まれ。時夕ゆうべに及びて日も早はや暮れんとす」。すなわち留まらんとて入りたもう。共に食事の席につきたもう時、パンを取りて祝し、割さきて与えたまえば、彼等の目開けてイエスなるを認む。しかしてイエス見えずなりたもう。彼等互いに言う「途みちにて我らと語り、我らに聖書を説き明かしたまえる時、我等の心、内に燃えしならずや」。（一三～三二）

  


  　歴然として目に見るがごとき描写である。聖書中最もドラマチックなる記事の一つはこれである。かかる描写は自己の実験によらずしてはあたわない。ゆえにある学者等はここに記さるる二人の弟子の一人を筆者ルカ彼自身であると推定する。彼の名の特に明記せられざる事もまたこの推定を助ける。何いずれにせよ、この記事の真実らしさを疑うことは出来ない。もしある文書の内容の真偽を判定すべき根拠の一つがその書き振りにあるとするならば、この一段のごときはその最も著いちじるしき例に属する。


  　しかしながら記事の真実らしさ如何いかんに拘わらず、復活の事実に対して昔より幾多の反対説が提出せられた。その第一はこれをもって虚妄となすの説である。すなわちイエスの弟子等は自己を窮境より救わんがためことさらに虚偽の風説を流布るふしたのであるという。初代の有名なるキリスト教反対者セルサスがすでにこの種の非難をなしている。その第二は仮死の説である。イエスは十字架に釘つけられしといえども未いまだ真実に死さなかったのである。彼のごとくに磔殺たくさつの刑に処せられし者が最後に息を引き取る迄には通常二日乃至ないし三日を要する。しかるにイエスの場合には僅かに数時間に過ぎない。彼は失神したるまま葬られた。しかしてその葬られし墓は天然岩に切り込まれし穴であって、そこには冷たき空気が通うておった。又香料の強き匂いも漂うておった。これらのものの刺激を受けて、彼はやがて再び意識を回復したのである。しかしてかくのごとき事例は決して珍しき事ではないという。近代神学者シュライエルマヘル等はこの説を主張する。その第三は幻の説である。この説によれば、復活の信仰の起源はヨハネ伝に示さるるごとくマグダラのマリヤの実験にある。しかしてマリヤとは如何いかなる婦人であったか。彼女は七つの悪鬼を逐おい出されたと言わるる強度のヒステリー症婦人であった。彼女の疾病しっぺいは未いまだ全快しなかったのである。しかしてかくのごとき婦人が最初にイエスの墓を見舞い、彼の幻を見て、これを真実らしく弟子等に吹聴ふいちょうしたのである。しかるに弟子等は己おのが師の図らざる横死に遭いて失望落胆し、ただ限りなき慕わしさをもって在ありし面影を偲しのびつつあった。かかる処ところへ伝わりしマリヤの実験は、乾かわける薪まきに飛びし火の粉のごとくあった。火はたちまち燃え拡がった。弟子等のひとりひとりが到る所においてイエスの姿を見るがごとくに感じた。殊ことに彼等が多年彼と行動を共にしたるガリラヤ地方に赴おもむくに従い、思い出深き環境は今一度ひとたびその中にイエスを立たせて見せずしては已やまなかったのである。かくて彼等はしばしば復活のイエスを見た。これ実は彼等自身の主観的現象に過ぎないという。カイムを始め近世の神学者等の解釈は大抵これである。


  　以上の反対説は何いずれもこれを反駁するに難きものではない。なかんずく薄弱なるは虚妄説である。イエスの弟子等は仮にその信仰において如何いかばかり誤っていたとするも、その誠実においては疑うべからざる人々であった。古来人類の良心に最も根深く誠実を植え付けたる者こそ実に彼等であったのである。彼等は恩恵と真理との伝達者であった。彼等は虚偽の風説を流布るふし得べき最後の人々であった。ゆえに自ら復活を信ぜざるバウルすら言うた「弟子等の信仰においてキリストの復活が疑うべからざる事実であった事は歴史がこれを保証する。キリスト教は実にこの信仰を土台としてその上に建設せられたのである」と。仮死の説もまた顧るに足りない。十字架の極刑に処せられ、かつその脅わきをすら槍にて突き破られしイエスが、たとえ再び意識を回復したればとて、直ちに諸方に歩を運びてその姿を現わし得べくもない。すべて復活後における彼の消息に、死に損いし人の憐れさは一つも無い。勝利である、活動である、生命の充溢である。しかのみならずもしこの説のごとくならば、彼の最後は如何いかん。彼は人知れず密ひそかなる所に隠れてその余生を送ったのであるか。しかして彼自身がかかる敗残の余生を送りつつある間に、彼の復活の信仰がロマ帝国を動かしたのであるか。誠に解しがたき奇観である。最後に幻の説もまた成り立たない。幻を事実と見て徒いたずらに狂奔するは頭脳又は精神の健全なる人の所為ではない。しかるに復活の宣伝者パウロのごときヨハネのごとき、彼等よりも勝りて健全なる頭脳又は精神の所有者は果たして幾人あるであろうか。今に至るまで世界の最も優秀なる人物を動かし来たれるキリスト教が、その根柢を探れば、一人のヒステリー婦人の幻の上に立つのであるとは、常識ある者の受け取り得べき話であろうか。かつまたこの説による時は、イエスの屍体の行方を説明することが出来ない。


  　かくのごとくに復活反対説はこれを精査して見れば何いずれも薄弱なるものに過ぎない。復活の記事の確実さは一般歴史の記事と異ならない。歴史的事実としてキリストの復活を否定するはこれを肯定するよりも遥かに困難である。


  　しかしながら頭と心とは別個の世界に属する。頭は理窟をもってこれを説得することが出来る。心は出来ない。しかして信仰は心の事であって頭の事ではない。如何いかなる場合にも理窟をもって信仰を産み出すは絶対に不可能である。あらゆる確実なる論理をもってキリストの復活を弁証せよ、しかるともなお一人の霊魂をしてこれを信受せしむるには足りないのである。信ぜざる心の前に、理窟は遂に何の権威にも値しない。


  　近代人は倫理的である。しかし宗教的でない。人が人に対してなすべき事を彼等は重んずる、しかし人が人に対してなし得べきより以上の事を彼等は信じない。すべて神秘的なる又は超自然的なる事実の前に彼等は全く盲目である。罪の贖いといい復活というがごとき、みな近代人の信ずるあたわざる領域に属する。


  　しかしながらかくのごときは必ずしも近代人に限らない。ルカ伝のこの記事に現わるる二人の弟子が又そうであった。彼等がエルサレムよりエマオヘの途上互いに語りかつ論じ合いし問題は何であったか。疑いもなくキリストの死とその復活とであった。彼等はこの大いなる二個の問題の解決に苦しんだのである。何となれば彼等もまた一種の倫理主義者もしくは現実主義者であったからである。彼等もまたイエスの救い主たる事はこれを認めておった。しかしながらそれはイエスが「業わざにも言ことばにも力ある預言者」として、彼等の品性を感化し彼等の境遇を改善すべき人としての意味に過ぎなかった。彼等に取って救いとはそれ以上の事ではなかったのである。彼等の前に神秘もなければ奇跡もない。なにゆえに救い主イエスが最も憐むべき屈辱の最後を遂げたのであるか。また三日目に彼は復活して、その墓はすでに虚しくあるとの噂は果たして事実であり得るか。


  　救い主の死と復活、彼等はこれを解し得なかった。しかしながら事は明らかに聖書の預言する所であった。旧約もまた新約と同じく、そのすべての記事は救い主キリストに向かって集中する。しかしてキリストの事とし言えば、苦難にあらずんば栄光である。例えばイザヤ書第五十三章、詩篇第二十二篇、また過越すぎこしの羔こひつじ、燔祭の礼物等にキリストの受くべき苦難の最も顕著なる預言がある。また彼の受くべき栄光についてはすべての預言書と詩篇とに充みち満ちている。苦難と栄光である。救いはこの二つの事実によってのみ成就する。単に業わざと言ことばとに力ある者が我等の品性を感化し又は境遇を改善する事ではない。人生にはある深刻なる問題があって、それを解決せんがために、是非とも偉大なる犠牲者を必要とするのである。また人類の希望は限りなき栄光にあって、これを実現せんがために必ず貴き栄光の主が存在せねばならぬのである。感化とか改善とか教育とかによって救いは成らない。犠牲と創造である、苦難と栄光である。しかしてこれを体現する者がすなわちイエス・キリストであるとは、聖書の終始一貫して高調する真理である。


  　救い主の苦難と栄光、イエス・キリストの死と復活、聖書は日のごとく明らかにこれを教える。しかしながら信ずる心の鈍き者の前に、如何いかなる明らかなる文字も封ぜられたる謎に過ぎない。二人の弟子等は全くこれを解し得なかった。ゆえにイエスは責めて言うた「ああ愚かにして預言者たちの語りたるすべての事を信ずるに心鈍き者よ」と。かくて彼はモーセ及びすべての預言者を始め己おのれについてすべての聖書に録しるしたる所を説き示したという。すなわち創世記よりマラキ書に至るまでの各書につき、その中に現わるるキリストの苦難と栄光とについて、往く往く彼等の前に註解を施したもうたのである。如何いかに偉大なる註解であったであろう。素もとよりその内容は弟子等の熟知せる聖書の真理に外ほかならなかった。しかり、同じ聖書である、すでに幾度いくたびか読み慣れたる聖書である。しかるにも拘わらず、その旧ふるき一言一句がこの時に限りて全く新しき響きをもって彼等に訴えたのである。彼等自ら後に語りて言うた「途みちにて我等と語り、我等に聖書を説き明したまえる時、我等の心、内に燃えしならずや」と。聖書の言ことばはこの時彼等の前に怪しくも輝いて、彼等の心は内に燃え立ったのである。信じ難かりし記事がこの時始めてそのままに彼等の心の深き所に反響を見出したのである。生命いのちの言ことばの鼓動が彼等の心臓に伝わったのである。かくて今や聖書は無条件にこれを信受すべきものと成った。キリストの死も復活も最早もはや疑いの余地なきものと成った。救い主は人生の毒物を根本的に処分せんがために必ず苦難を受けねばならぬ。また人と天然とに対して大いなる栄光を被きせんがために必ずまず自ら栄光を受けねばならぬ。今ナザレのイエスは十字架につけられたという、しかりアーメンである。また彼は復活したという、均ひとしくアーメンである。たとえ頭脳においては未いまだ明確なる説明を得ざるにもせよ、心は内に燃えてことごとくこれを信ぜざるを得ない。


  　誠に聖書の言ことばを我が有ものたらしむる所以はいわゆる研究ではない。古今の註解書を読破すること幾百巻、なおその上にあらゆる弁証論に精通するとも、信ぜられぬものは矢張やはり信ぜられない。しかしながら一度ひとたび我等の心の戸を開きて主イエス彼自身を迎えんか、しかして彼の口より聖書の言ことばを示されんか、すなわち我等の心は内に燃ゆるのである。その一言一句が我等自身の内的実験と化するのである。復活を信ぜざる人よ、暫しばらく自己の小さき学問や常識に頼るをやめて、砕けたる心をもってキリストを受けよ。しからば復活のキリスト彼自身との間に親しき交通は始まりて、復活は疑うべからざる実験的真理と成るであろう。


  　二人の弟子は未いまだ明白に彼の何人たるかを意識しないながらも、しきりに心引かれつつ目指すエマオの村に辿り着いた。しかしてイエスのなお進み往く様なるを見て、彼等は強いて留めて言うた「我等と共に留まれ。時夕ゆうべに及びて日も早はや暮れんとす」と。時夕ゆうべに及び、日は早はや暮れんとする。イエス我等と共に留まらずして可なるべきか。彼等二人は強いて彼を留まらしめた。しかして共に食事の席についた。しかしてイエスより祝福を受け、またその目を開かれて、新しき福さいわいを経験した。


  　前世紀の半頃、英国の南海岸ブリックスハムの町にヘンリー・フランシス・ライトという聖公会の牧師があった。ブリックスハムは一六八八年にオレンジ公ウィリアムが始めて英国に上陸したる地点として有名である。この地に前後二十五年間の福さいわいなる働きを続けたる後、ライトは恐るべき結核病に罹かかった。彼の世を去る時は遠からじと見えた。医者は大陸に転地せんことを彼に勧めた。しかし彼は今一度ひとたび己が牧する人々に向かって語らずしては已やむことが出来なかった。この最後の説教は涙をもってなされた。しかしてその日の午後、幾時間を休養に過したる後、彼は覚束おぼつかなくも唯ただひとり出いでて海岸を散歩した。それは日頃彼の最も愛する場所であった。静かにさまよいながら、彼は大いなるさびしみの身に迫ると共に、主を慕うの心に堪たえざるを覚えた。その心はやがて一つの讃美歌と成って彼の筆に上った。


  
    "Abide with me, fast falls the eventide,

    The darkness deepens, Lord with me abide,

    When other helpers fail and comforts flee,

    Help of the helpless, O abide with me."

  


  　日本語讃美歌に「日暮れて四方よもは暗く、わがたまはいとさびし。よるべなき身のたよる、主よ共に宿りませ云々」と訳せられたるものこれである。言う迄もなくエマオ村における二人の弟子の語を取りしものであって、深き慰めの歌である。


  　我等の生涯に幾度いくたびか寂しき夕が臨む。幾度いくたびか日が暮れんとする。その時我等を慰むるものは何か。詩か、音楽か、事業か、人の愛か。確かにこれらのものの中に自ら経験せざれば知るあたわざる慰めがある。しかしながらある時これらすべてのものをもってしてなお慰むべからざる深きなやみが我等を襲うのである。かかる折に我等のたましいは人生の寂寞せきばくを思うておののく。しかしてただキリスト我等と共に留まるによってのみこれに堪たえ得るのである。誠にライトの歌いし通り、他の一切の助けが逃げ去る時キリスト――復活のキリストのみが我等の信頼すべき慰めである。彼かれ我等と共にいまして、すべての寂しみは癒され、限りなき祝福がこれに代わる。キリストの復活はただに我等の希望の根柢であるばかりでない、又日々の生活の力である、殊ことにさびしき夕における唯一の安慰である。


  



  三　新しき創造


  



  　イースター（復活節）は素々もともとキリスト教に関係なき極めて古き欧洲の祭日であった。その目的は新春の到来を祝賀するにあった。落寞たる冬枯の世界は去りて万物とみに新装を着くる春分の頃、人の歓喜が溢れて一個の祭事に現われたのである。しかるに初代キリスト教会はこの祭日を採用してキリスト復活の記念日となしてしまった。爾来じらいイースターは必ず日曜日に当る。けだしキリストの復活が一週の初めの日に起こったからである。かくて始めは単に自然の新しき力を祝うための祭日であったものが、今はキリスト教にとりて最も意味深き祭日中の祭日と成った。


  　イースターの変更とその精神を同じうして、それよりもなお早く行われたるは安息日の変更である。安息日の聖守はモーセの十誠に定められた。言う迄もなく天地の創造を記念せんがためであった。神は六日をもって天地と人とを創造し、しかして第七日に自ら安息したもうたのである。ゆえにユダヤ人の安息日は一週中の第七日すなわち土曜日であった。この日に彼等は過すぐる六日の労働より休みて静かに会堂に列つらなり共に聖書を読んだ。しかるにキリスト教の起るや、いつしか安息日は日曜日に変じてしまったのである。何故か。キリストの復活がその日に実現したからである。キリスト者は第七日安息の代わりに、毎週初めの日を「主の日」と称して、この日に復活を記念する。かくて始めには人がこの世の仕事に疲れて休養を欲する頃、天地創造の完結を記念して安息する日であったものが、後にはこの世の仕事を始めんとしてさらに新しき力を要する時に、キリストの復活を記念して特に彼と親しき交通に入る日と変わったのである。


  　イースターの採用と安息日の変更――前者は新春の到来を祝う趣旨より、後者は天地の創造を記念する趣旨より、共にキリストの復活を記念する趣旨に変わってしまった。この注意すべき事実は何を意味するか。キリストの復活は真実の意義における新春の到来であるからである、又それは天地の創造よりも勝る新しき創造であるからである。


  　誠に新しき創造である。ヨセフの墓の中に葬られしイエスの屍が新しき栄光を帯びて再び出で来たりし時に、宇宙の歴史は天地創造以来の第二の紀元に入ったのである。キリストの復活という一つの事実の中に含まるる深き意義は、これを旧ふるき創造に対する第二の創造の開始と見るによってのみ適当に了解することが出来る。


  　如何いかにしてキリストの復活にさしも大いなる意義があるか。まず旧ふるき創造の産物たるアダムと復活のキリストとを対照して見よ。その著しき差別を最も簡潔に約説したるはパウロの一語である。曰く「録しるして始めの人アダムは生ける者となれりとあるがごとし。しかして終わりのアダムは生命いのちを与うる霊となれり」と（前コリント一五の四五）。始めの人アダムの創造を伝えて創世記記者は「人すなわち生ける者となりぬ」というた（創世二の七）。「終わりのアダムは生命いのちを与うる霊となれり」とはパウロが復活のキリストをこれに対照せしめて附言したのである。「生ける者」とあるは「生ける血気」と改訳せられねばならぬ。「生ける血気」と「生命いのちを与うる霊」とである。旧ふるき天地と共に人が始めて創造せられたる時に、彼は「生ける血気」であったに対し、キリストが復活したる時に彼は「生命いのちを与うる霊」と成ったのであるという。


  　パウロがここに血気といい霊というは、その前後句の関係の示すがごとく、主として身体に関する差別を言い表わすものである。アダムと復活のキリストとの対照は先まずその身体においてあった。アダムは血気の体を備うる者であった。しかるにキリストは復活して霊の体を備うるものと成ったのである。血気の体とは何か。我等各自の現在所有するがごとき肉体である。我等の内的生命を営むための機関としてそれは甚はなはだ不完全なるものに過ぎない。これに反して霊の体とは何か。肉体と異なりたる組織を有する完全なる身体である、霊のはたらきに遺憾なく応じ得る機関である。例えば血気の体は不完全なる楽器のごとく音楽家の天才に副そうあたわざるに反し、霊の体は彼の名曲を思うがままに現わし得る優秀なる楽器のごときである。


  　しかしてアダムと復活のキリストとにおいて見るこの対照は決して身体のみの問題ではない。身体は機関である。機関の差違は働きの差違を意味する。血気の体を備えたるアダムは単に「生ける」者たるに過ぎなかった。すなわち神より与えられたる生命をその中に包むに過ぎなかった。しかるに霊の体を備えたる復活のキリストは唯ただに自ら生ける者たるのみならず、また「生命いのちを与うる」者と成ったのである。すなわち他の人に対して新しき生命を自由に賦与し得る者と成ったのである。彼がなおこの世に在ありて我等と同じ不完全なる肉体を備えし間、彼はその貴き生活によりて感化を人に与うることは出来た。しかし未いまだ生命を与うることは出来なかったのである。生命は霊を通して与えられる。しかしてキリストが復活の生活に入るまで、彼の霊は未いまだ十分なる働きをなすことが出来なかったのである。


  　血気の体より霊の体へ、生ける者より生命いのちを与うる者へ、それは確かに驚くべき進歩である。天地創造の際に見るあたわざりしものがここに始めて出現したのである。キリストの復活が新しき創造たる所以ゆえんはここにある。


  　すべての偉人はみな死して葬られ、しかして今なお墓の中に眠っている。ひとりキリストのみは復活した。彼は今も生ける者である。否いな、唯ただに生ける者であるばかりでない、さらに生命いのちを与うる者である。キリスト復活の証明は現に生ける彼との交通の実験においてあるばかりでない、さらに彼より新しき生命いのちを受くる新生の実験こそその最も有力なるものである。ある懐疑論者より「キリストが生きているとの証拠は何処にあるか」と問われて、「現に今朝も私は一時間ほど彼と話した」と答えし老キリスト者の賢き言ことばを、我等はさらに新生の実験に結び付けんと欲する。ナザレのイエス一度ひとたび世を去りて以来今に至るまで千九百年、この間に幾千万のたましいが彼を信じては新たに生まれ変わった。パウロ又はアウガスチンの経験のごときはその最も代表的なるものである。自ら完全なる義人をもって任じたりしタルソの若きパリサイ人は、後には罪人の首かしらたる自覚に入り、きのうまで自ら恐るべき迫害を加えたる福音のためにその全生命をささぐるに至った。しかして遂に異邦ギリシヤ、ロマの地に普あまねく愛の福音を植え付けたるものは実に彼である。又年若くして母の断えざる涙の種たりしヌミヂヤの享楽の子は、後に貴き聖徒と化して今に至るまで全世界の人心に最大の感化を及ぼしつつある。すべてこれらの変化は尋常の経験ではない。単に古き生命がその力を増し加えたるだけの変化ではない。確かに彼等の生来持ち合わせざりし新しきいのちが彼等の胸に入り込んだのである。同じ経験を多くの名もなき男女が繰り返した。誠にキリストの迎えらるる所に何がなくとも生まれ変わりだけはある。しかしてこの一つの事実だけは他の何ものをもっても実現するあたわざる奇跡である。キリストのみが生命いのちを与うる者である。かくのごとき者として永遠に彼は生きつつある。


  　彼の復活を信ずるといい信じないという、事は何か信仰箇条の問題であるかのように聞こえて、実はそうでない。およそこの問題のごとく実際的なるはない。何となればこれ生命いのちを与うる者を受くるか否かの問題であるからである。復活のキリストを信ぜずして彼と親しき交通に入り得るはずがない。何故に今の多くのいわゆるキリスト者に生命いのちが無いのであるか。何故に主の名を唱えながらこの世に倣うのであるか。何故に誠実にして温かき愛のこころが欠けているのであるか。答えて曰く、復活のキリストの現在を実感しないからである。もし生けるキリスト今現に我が前に立ちたもう事を断たえず実感するならば、多くのキリスト者の生活はその調子を一変せざるを得ない。いわんや親しく彼と交わり、その霊をもって充みたされ、豊かなる生命いのちの供給に与あずかるにおいてをや。信仰生活とは畢竟ひっきょうこの生けるキリストとの結合及び交通の経験に外ほかならない。ここに我等の活溌なるいのちがあり、溢るる喜びがあり、輝く望みがあるのである。復活のキリストを信ぜずして内的生命の充実はこれを望むべくもない。かかる人のたましいは寂しさに慄えている。しかして生ける主の代わりに必ず何か他の者を抱かずしては已やまない。かくて彼は生けるキリストならぬいかがわしきものを抱きながら、キリスト者としての高き地位に坐すわらねばならぬ。これ彼等の生活に幾多の見苦しき矛盾を生ずる所以ゆえんである。現代キリスト者の病根の一つは復活のキリストに結び付かざる所にある。


  　イエスまさに世を去らんとするに先だち、その弟子らに言うた「しばらくせば世我を見ることなし。されど汝等は我を見る。我生くれば汝等も生きん。その日に汝等我われ我が父におり、汝等我におり、我われ汝等におることを知るべし」と（ヨハネ一四の一九、二〇）。我等彼におり、彼かれ我等におるという最も親しき関係がキリスト者の立場でなければならぬ。しかしてこの関係は霊の働きの自由なる復活のキリストを予想する。もししからずんば、それは生ける交通ではなくして、ただ過去の思い出たるに過ぎない。もちろんかくのごとくにして我等は歴史上の多くの偉人を追憶することが出来る。彼等の偉大なる又は崇高なる人格を回想し思慕して、その中に新しき慰めと励ましとを感得することが出来る。この意味において我等は彼等と結び付くことが出来る。しかしながらすべてこれらの経験はキリスト者の信仰的経験と全然性質を異にする。キリストとの交通、生ける人格者と生ける人格者との間の相互的感応である。従ってそこに或ある個人的の反響がある。キリスト者が祈る時、彼はただ追憶のこころに独語するのではない、ある偉大なる生ける人格者と面かおを合わせて語るのである。十四世紀の腐敗の暗雲中より明星の如くに耀かがやきしシーナのカザリンの霊的実験のごときは最もよくその辺の消息を表わしている。彼女はかつて寂しき所に退き、神の現在についてのさらに深き悦よろこびを求めて、祈りながら三日を過した。しかるに反かえって悪しき思いのみ群がり起こりて彼女を充みたした。暗黒のすべての勢力が彼女のたましいを襲うかと見えた。勝利の見込みは絶えんとした。彼女はただ恐怖にのみ圧せられた。しかるにやがて大いなる光明の上より降くだるありて、天の輝きをもて彼女の跪ひざまづける場所を充みたすがごとくに感ぜられた。悪霊は退き、主イエス代わりて彼女と共に語った。カザリン問う「主よ、私の心があのように痛みました時、あなたは何処にお出いでになりましたか」。主答う「私はお前の心の中におった」。カザリン答う「ああ主よ、あなたは永遠の真理にていましたまいます。あなたの聖言の前に私はひれ伏します。しかし私の心があのような厭いやらしい思いをもって充みたされておりました時、あなたがそこにいましたもうたとは、どうして信ずることが出来ましょうか」。主尋ねて「それらの思いはお前に取って喜びであったか苦しみであったか」。カザリン答えて「非常な苦しみと悲しみでありました」。主言いたもう「お前のその歎き悲しみがお前の心の中に私のおった証拠である。私の現在がそれらの思いをお前に取って堪たえがたきものたらしめたのである。お前はそれを逐おい払おうと努めた。そして遂に果たさなかったから、お前のたましいは悲しみをもってくずおれた。しかし戦いのために適当な期間として私の定めた時が経過した時、私は私の光を送り出した。そして陰府よみの影はこれに逆らうことが出来ないから退散してしまったのである」と。かくのごとき経験は明らかにただ追憶や想像ではない。千数百年前に死してそのままなる人の言ことばや行いを如何いかばかり熱心に回顧したればとて、かくも鮮あざやかなる人格的交通を実現し得るものではない。現に生きて我等を愛し、我等のいのちをいよいよ豊かならしむる復活のキリストに迫り、彼の声を聞き彼の顔を仰ぐにあらざればあたわざる実験である。


  　我等の心をこの世の卑しきものより確実に離れしめ、栄光より栄光に進ましむるものは何か。ただ栄光の主との親しき交通あるのみ。ドイツの彫刻家ダンネッケルがキリストの風貌を現わさんと欲して力作八年、遂にようやく所期のものを完成した。それは誠に優れたる傑作であった。愛と悲しみとの表情は遺憾なく現われた。これを見る者概おおむね熟視多時、その目に涙を浮かべたという。しかるにややありて彼はまた女神ヴイナスの像を彫まんことをある人より要求せられた。ダンネッケルすなわち答えて曰うた「かくも長らくキリストの面かおを見つめていた私が、今さら異教の女神などに注意を向け得ると思いますか」と。単純なる彫刻家の一語に言いがたく深き意味がある。生命いのちを与うる栄光の主を見つむるによってのみ、我等の注意はこの世の誘惑より離れ得るのである。


  　キリストの復活はそれ自身が新しき創造であったばかりでない、又実に新しき創造の開始であった。肉なるものがことごとく霊化する事、これ復活である。しかしてこれ新しき創造である。イエスが生ける者より生命いのちを与うる者に変化したるは、彼の「血気の体」が「霊の体」に化せられたからである。しかしてかく血気に属するものが霊に属するものと成る事に創造の進歩があるとするならば、すべて肉なるもの又は自然なるものが何時いつか遂にまた霊化せられねばならぬ。すべて土に属するものが何時いつか遂にまた天に属するものと成らねばならぬ。キリストの復活において実現したる新創造の原理は人生と宇宙との全部に亙わたって実現せねばならぬ。


  　「我等土に属する者の形を有もてるがごとく、天に属する者の形をも有もつべし」とパウロは言うた。第一のアダムが血気の体を備えて土に属する者の形を有したるがゆえに、彼の子孫なる我等もまた同じ形を有もつ。同様に復活のキリストが霊の体を備えて天に属する者の形を有するがゆえに、彼を信ずる我等もまた同じ形を有もつに至るであろうという。かくて復活は唯ただにナザレのイエスの過去の経験であったばかりでない、又我等自身の未来の経験である。彼の肉が霊化せられたと同様に、我等の肉もまた何時いつか霊化せらるるのである。新創造の第二の階梯はキリストを信ずるすべての者の復活にある。


  　肉の霊化という、信じがたき事のごとくにして実はそうでない。神の霊の感化が我等の霊魂のみならず身体にまで行き亙わたる事に外ほかならない。人が霊魂と共に身体をもって生活するものである以上、救いもまた必ずや身体にまで及ばねばならぬ。しかして又実に及び得るのである。現在の不完全なる肉体においてすら我等はある程度までその事の実現するを見る。キリストの愛をもって充みたさるる時、人の風貌に著るしき変化がある。その眼はこの世ならぬ光をもって輝き、その口は天的の悦びを漂わしめる。砕けたるたましいをもって父の前に熱心に祈る時、その声は自ら聖き調子を帯びるのである。同じように、聖霊全く我等を充みたして聖化作用を完成する時には、必ずそれに適ふさわしき完全なる霊体に復活せしめらるるであろう。しかして我等の内なる人も外なる人も共にキリストに似たる者となるであろう。


  　今より数百年前まで地の一角に「嵐の岬」（Cape of Storms）と呼ばれし難所があった。その岬を廻まわりし船にして再び生還したるものは無かった。しかるにある選ばれたる航海者が自ら犠牲となって再びそこを通過した。彼は不思議にも無事に荒浪を乗り超えて、遂に東洋の彼岸に上陸した。その時以来嵐の岬は恐怖の場所より希望の地にと変じたのである。ゆえに人は最早もはやこれを嵐の岬と呼ばずして、却かえって「喜望峯」（Cape of Good Hope）と呼ぶ。かつては死が我等に取って恐るべき嵐の岬であった。しかるにキリスト一度ひとたびその荒浪を乗り超えて福さいわいなる復活の彼岸に上陸して以来、死もまた我等の喜望峯と化したのである。今や死の彼方に我等自身の福さいわいなる希望がある。


  　神の霊の感化が物にまで及ぶ事、ここに新しき創造の原理がある。しかしてこの原理は先まず第一にキリストの復活において現われた。第二にそれはすべて彼に属する者の復活において現わるるであろう。しかして第三にそれは又天然万物の復興において現われねばならぬ。ひとり我等の体のみならず、およそ物という物が遂にことごとく霊化せられねばならぬ。およそ土に属するものが遂にことごとく天に属するものと成らねばならぬ。かくて宇宙の全体が貴き栄光の状態に化せらるるまで、神の創造はその進歩を已やめない。


  　パウロの言うた通り、天然万物は今は呪いの中にあるのである。すべての造られたる物に欠陥がある。地とそれに充みつる物とがみな解放を求めて歎いている。彼等の歎きは望みなき徒いたずらなるものであるか。否いな、彼等もまた遂に必ず栄光を被きせらるるであろう。山と岡とは声を放ちて歌い、野にある樹はみな手を拍うつに至るであろう。荒野と湿うるおいなき地とは楽しみ、沙漠は喜びてサフランのごとくに咲き輝くであろう。狼は小羊と共に宿り、豹は小山羊と共に臥すであろう。しかして平和をもって充みつる新天新地が実現するであろう。この偉大なる新創造はキリストの復活においてすでに開始せられたのである。創造者の業わざは進みつつある。その完成に向かって日々に進みつつある。


  　キリスト教は徒いたずらに罪を高調して人類の心を萎縮せしめるなどと言う者は誰であるか。キリストの復活をもって始まりし新創造の未来を思え。何処にかくのごとき雄大なる希望があるか。天の父がその愛する者に与えんと欲する恩恵は僅かに福さいわいなる家庭や改造せられたる社会などをもって終るべくもない。人類の復活である、万物の復活である、新天新地の創造である。キリスト者の希望はここにある。これより以下のものをもって彼等は満足することが出来ない。しかしてキリストの復活が実にその預言である。保証である。


  



  第三　キリストに肖るまで――霊性の完成


  
    愛する者よ、我等いま神の子たり、（ヨハネ一書三の二）

  


  　人によって生まるる者は人の子である。生まれしばかりの幼児でもよい。たとえその自己意識はいと淡くその智慧と力とは数うるに足らぬにもせよ、一度ひとたび呱々ここの声を挙げたる瞬間から、人の子としての存在が始まった事実は、これを如何いかんともすることが出来ない。一人の小さき幼児の中に、人たるのすべての要素が少なくとも萌芽のかたちにて備えられている。神によって生まるる者（ヨハネ一の一三）は神の子である。たとえ「キリストに在ある幼児おさなご」（前コリント三の一）でもよい。すべて己が偽りなき心もて十字架の彼を信じた者は、その瞬間から確実に神の子と成ったのである。


  　我等は自らキリストに属つける者（クリスチャン）と称となえ、世の光、地の塩をもって任じている。しかしながら省みて恥じざるを得ない。生命の途みちを辿ること多年、しかして自己の内的生活に如何いかばかりの変化を見たか。古き誘惑は今なお新しき脅威ではないか。愛に乏とぼしきハートは今なお冷たき血の池ではないか。相変わらぬ弱さ、浅さ、穢さを誰にか陰かくそう。


  　もちろんかかる生活の中にも幾ばくかの進歩を認め得なくはない。極めて徐々として、目に立たぬほど微かすかに、芽は伸びつつある、蕾つぼみは膨ふくらみつつある。しかしながら我等の受けたる名の高さに比して、余りに適ふさわしからぬ実体の低さよ。思え、「神の子」というのは如何いかに偉大なる称呼であるかを。子たるの本質は父に肖にる事にある。不肖の子は子であって子でない。「神の子」は「神に肖にる者」でなければならぬ。神に肖にる者！それがもし我等に被せられし名であるならば、世に不肖の子にして我等クリスチャンのごときものがあろうか。この偉大なる理想の前に、些々ささたる進歩のごとき何ぞ認むるに足ろうか。天のごとくに高き名を帯びて、いつまでも地を匍匐ほふくしつつある我等は、禍わざわいであると言わねばならぬ。


  　しかしながら老使徒ヨハネ――彼は若き時イエスの側に坐ざしてその胸に寄りかかりしほど特別に愛せられし弟子であった――は我等を慰めかつ励まして曰う「愛する者よ、我等いま神の子たり」と。クリスチャンよ、心強かれ。我等が誠実にキリストを受け入れた以上、我等は神によって生まれたのである。従って我等は今間違いもなく神の子である。すべて神に肖にるべき素質は確かに我等のうちに備えられているのである。ちょうどひとりの幼児の中に人たるの要素がことごとく備えられているように。


  
    後いかん、未いまだ顕あらわれず、（ヨハネ一書三の二）

  


  　今すでに神の子である。神の子たるの実質は萌芽のかたちにおいて確かに備えられている。それは後にいつか必ず成熟して全きものと成るであろう。「後いかん」と言いて、我等は未来に至り現在とは別の何者にか成ることを意味するのではない。今萌芽のかたちにあるものが全き成熟に達した時の状態を予想してかく言うのである。「後あるべきもの」は「今あるもの」の完成である、発現である、終局である。


  　後あるべき我等の状態は「未いまだ顕あらわれず」という。神の子としての我等の理想は未いまだ実現しないとの謂いいである。クリスチャンが全く神に肖にる者と成るべき日は、未来に保留せられている。その日の来たるまで、我等の理想は完全なる実現を見ることが出来ないのである。これ神の定めたもうた法則である。我等は己おのが霊的生活の進歩の遅さに心挫こころくじけるに及ばない。我等をしてただ来たらんとするある日を望ましめよ、望みつつ日々に進ましめよ、よしその歩みは牛のように遅くあるとも。


  
    主の現われたもう時、我らこれに肖にんことを知る。（ヨハネ一書三の二）

  


  　この望ましき来たらんとする日は何時いつであるか。「主の現われたもう時」！キリストが栄光をもって世の前に現われ出いでたもう時、それは偉大なる時である。人類歴史の終結すべき時である。万物革新の始まるべき時である。神の摂理の目標たる時であって、新しき創造の紀元たる時である。その時に我等は全くキリストに肖にる者と成るのであるという。キリストの聖きがごとく聖き者に、キリストの愛するがごとく愛する者に。それのみでない、ひとり我等の霊魂のみならず、身体までがその日かれに肖にるのである。「彼は万物ばんもつを己に従わせ得る能力ちからによりて、我らの卑しき状さまの体を化かえて己おのが栄光の体に象かたどらせたまわん」（ピリピ三の二一）。彼の今あるがごとき「朽ちざる、光栄ある、強き」霊体に我等もまた復活せしめられる。かくのごとくにして「この天に属する者に、すべて天に属する者は肖にる」のである（前コリント一五の四八）。かくのごとくにしてキリストの栄光が霊的にも体的にも、そのまま我等の栄光となるのである。かくのごとくにして神の子として我等の性質はその絶頂に達し、いと高き名が始めて実体に適ふさわしきものとなるのである。


  　しかしてこの変化は言うまでもなく突発的のものである。長き間漸進し来たりたる我等の霊的生活は、その日俄然として躍進するのである。長き間地上の匍匐ほふくを続けたるものが、その日俄然がぜんとして天上に高翔するのである。


  　思えば心眩まばゆきほどの変化よ。我等は切にかかる変化の実現を望む。しかし一度ひとたび眼を現実の姿にそそぐ時、その余りに懸かけ離れたる出来事であるを如何いかにしようか。


  　しかしながら我等は自然界においてすら見る、漸進また躍進は万物進化の法則であることを。科学者は近頃に至ってようやくこの事実に気付き出した。「ダーウィンの時代以後に起こりし進化論の大いなる変化の一つは突発的変異の認識である。ここに突発的変異と呼ぶは、多くの中継的段階をもって種の典型と結び付けられない突然の新態を意味する。……プロテウス（種々に変化する海神）は匍匐ほふくすると共にまた飛躍する。殊ことに教授ウィリアム・ベートソン及び教授フゴー・ド・ヴリーの研究によって、著るしき程度の変化が一挙にして起こり得ることが明白になった。教授ド・ヴリー記して曰く『通常信ぜらるる所によれば種は徐々として新しき型に変化するという。この見解とは反対に突然変異説（the theory of mutation）は、新しき種及び変種が現在の形態から俄然がぜんたる跳躍によって作り出される事を認める云々』と。この事実は、ド・ヴリーがオランダのヒルフアズムにて発見せし北米種の月見草の一種によって適切に解説せられた。さながら或ある休みなき内的の潮によって動かさるるように、ほとんどそのすべての機関が変化しつつあった。忽然こつぜんとしてそれは多くの新しき形態を発生した云々」（トムソン科学大系）。


  　「プロテウスは匍匐ほふくすると共にまた跳躍する」。ここに神の宇宙を導きたもう法則がある。漸進また躍進である。ひとり自然界の進化に限らない。霊界においてもまた同じ。例えば回心（conversion）の実験を見よ。暗黒の中における長き徘徊はいかいの後に、光明は俄然がぜんとして雲を破って臨むではないか。悼いたましき産みの苦しみの後に新生命は突如として躍り出いづるではないか。


  　回心の法則はまた聖化の法則である。我等の霊性の蕾つぼみはややに膨ふくらみつつあるとはいうものの、夜の寒さにうなだれて、いつ見事に開くべしとも思われない。しかしながら憂うるをやめよ。「夜ふけて日近づきぬ」、「我名を畏おそるる汝らには義の日出いでて昇らん」（ロマ一三の一二、マラキ四の二）。


  
    さながら夜の寒さにうなだれて閉づる花が

    太陽のこれを白むるころ

    みな真直になってその茎のうえに開くごとく

    （ダンテ、地獄篇二の一二七～一二九）

  


  　やがて「義の太陽の直照の下に、地上の蕾つぼみはたちまち天上の花となるであろう。すべて神の子の内にあるものが、キリストの呼び声に応えるであろう。すべて発育の半途はんとにある聖き性格の貌すがたが、彼の容光に照らされて輝き出いづるであろう。彼等のうちに潜める全きキリストの像かたちが、生々いきいきとかつ華々はなばなしく現われ来たるであろう」（ロバート・ロー）。今我等の内にありてなお冷ひややかなる愛、萎しぼめる義、その他すべての未熟なる「善きもの」が、その日大愛の聖手みてによってことごとく極致まで引き伸ばされるであろう。さながらある力強き内的の潮に動かされてそのすべての機関が新しきものに変化する月見草のように、我等の生命の全部、機関の一切が、内に漲みなぎる聖霊の感化によって、今より想像のかなわぬほどなる栄光の変貌を成しとげるであろう。


  　「主の現われたもう時、われらこれに肖にんことを知る」。クリスチャンとしての完成である。また人間としての完成である。我等の側よりいえば、生まれ出いでたる終局目的の成就、神の側よりいえば、宇宙を創造したる原始理想の実現。その時は必ず来たる。ああ、望ましきその時！


  　この偉大なる出来事は如何いかにして起るか。神の子の完全聖化の原理如何いかん。


  
    我等その真まことの状さまを見るべければなり。（ヨハネ一書三の二）

  


  　同化の秘訣は直視にある。見ることは肖にることである。喜悦きえつにかがやく顔を見る者は、理由なくして、己おのが心にもまた晴れ晴れしき気分の漂うを覚える。「その日は曇った陰鬱いんうつな日であったが、街上を歩み行く彼を見て、みな晴れやかになった」とは、かつてボストンの一新聞記者が、フィリップス・ブルックスについて掲げた記事の一節である。ある美しき人について詩人は歌うた。


  
    その姿は眺むるものを悦よろこばし

    眼により心にあたうる甘美は

    味わう人のほかに識しりがたし。（ダンテ、新生）

  


  　シナイ山上に四十日四十夜エホバと相見あいみて友と語るごとくに語りしモーセは、「山より下りし時、その顔、光を発して」おったという。愛する者相見あいみる時、ふたつの心臓は同じ旋律の鼓動を続けるではないか。


  　この直視による同化の原理は、畢竟ひっきょう物理界における共鳴の原理と異ならない。冷たき物体さえ同じ性質のものと対立する時、自ら先方の振動に感化せらるるならば、まして超自然的感受性の豊かなる人格者の間においてをや。しかして人格者間の感応の仲だちとして最も鋭敏なるものは「見る事」にある。見るにまさりて心ゆく経験はない。神の力が最も強く我等を動かすは、我等が彼について聞く時ではない、直じかに彼を見る時である。「われ汝のことを耳にて聞きいたりしが、今は目をもて汝を見たてまつる。ここをもて我われ自ら恨み、塵灰の中にて悔ゆ」とヨブはその深刻なる経験の後に叫んだ。見ることその事が感応である。キリストの全人格に波うてる聖き生命は、我等の眼を通して我等自身の内なる生命に共鳴を促し、かくて我等の全人格をして彼に肖にたるものと成らしめるのである。


  　我等は霊の眼をもって今よりすでに彼を見ている。しかしながら今我等の見るところ全からず「鏡をもって見るごとく朧おぼろ」である。「されどかの時には顔を対あわせて相見あいみ」るであろう。しかして彼をその真まことの状さまにおいて、如実の姿において見るであろう。何となれば、我等もまた完全なる霊体に復活せしめられて、文字通りに眼まのあたり栄光の主と相見あいみることが出来るからである。しかして少なくとも観念上において、見る事は肖にる事の原因であるがゆえに、もし順序をいわば身体の栄化は多分霊魂の聖化に先だつであろう、あたかも始めの創造の時に先まず土の塵をもって人の身体が造られ、しかる後生気がその中に吹き入れられたと同じように。


  
    すべて主によるこの希望を懐いだく者は、その聖きがごとく己を聖くす。（ヨハネ一書三の三）

  


  　見ることは肖にることである。ここに聖化の奇くしき原理がある。それは唯ただに聖化完成の原理であるばかりでない、また聖化進行の原理である。


  　我等は世にありて如何いかにして純潔の途みちを進むことが出来るか。誘惑の力強さを思え。これを思うて恐怖に戦おののかない者は、霊界の小児にあらずんばすなわちすでに処女的純潔を失いたるたましいであろう。サタンは殊ことに聖潔を慕える霊魂を誘うことを好む。最大の誘惑を経験するものは最も聖き人である。聖潔の途みちの右に左に、我等の心惹ひかるるいと甘きものが、我等を囚とらえんとして待っている。


  　誘惑は実力である。ゆえにまたさらに優れたる実力をもってせずしては、これに打ち勝つべくもない。甘きものが活いける力をもって現実にわが心を惹ひき付ける時、空しき理想や冷たき教訓が何になろうか。


  　誘惑以上の実力はただ天国の瞥見べっけんにある。サタンよりも美うるわしき者はイエスあるのみ。「誠に彼には一つだに美しからぬ所なし」（雅歌五の一六）。彼とその聖国みくにの栄光を見るにまさりて人の心を悦よろこばしむるものはないのである。これを見てその美うるわしき輝きに照らさるる者のみが、確実にこの世の誘惑から離れ得る。


  　キリストとその聖国みくに、これを如実の姿において見る事は、彼の現われたもう時にまで留保せられている。しかしながらその時に先だちて、我等はこれを望むことが出来る。望むことは「真まことの状さまを見る」ことでない、直視又は実見ではない。しかし少なくとも予見よけんである、もしくは瞥見べっけんである。その心キリストを慕う者にして、誰か時に鮮やかに彼の栄光を見ないであろうか。天国を望んでやまざる者にして、誰かしばしばその幻影に接しないであろうか。望む者は見る。しかして見る者は肖にる。「我等はみな顔蔽おおいなくして、鏡に映るごとく主の栄光を見、栄光より栄光に進み、主たる霊によりて主と同じ像かたちに化かするなり」（後コリント三の一八）、聖化進行の原理もまたこれである。恐るべく力強き誘惑に打ち勝ちて、己を聖くし得る途みちはただここにあるのみ。ゆえに曰う「すべて主によるこの希望を懐いだく者は、その聖きがごとく己を聖くす」と。


  



  第四　終わりのラッパ鳴らんとき――身体の復活


  



  一　復活と信仰


  



  　賢者かつて人生の空しきを歎じて曰うた、「先に有りし者はまた後にあるべし。先に成りし事はまた後に成るべし。日の下には新しき者あらざるなり。見よ、これは新しき者なりと指して言うべきものあるや。それは我等の前にありし世々にすでに久しくありたる者なり」と（伝道書一の九、一〇）。新しというもの実は古きものに過ぎない。先にありしと同じ運命は又その者にも臨む。すべてのものが古びつつある、朽ちつつある。死は実に人生と万物とに通ずる普遍的法則である。何者かこの法則より免るるものがあるか。何処にか見よこれは新しき者なりと指して言うべき、朽ちざる死せざる者があるか。


  　答えて曰う、何処にも無い、しかしながら唯ただ一つのものがあると。しかり、普遍的法則を破りて、唯ただ一つの新しき者がある。宇宙間何ものをもっても適切に譬喩ひゆすべからざる絶対的に新しき者がある。何か。曰くキリストの復活これである。


  　キリスト・イエスは十字架に釘つけられて死んだ。彼の屍体は議員ヨセフによって取りおろされてその墓に納められた。彼を慕いし女たちは、これに防腐法を施さんとて、三日目の朝まだき、香料と香油とを携え、涙ながらに墓を見舞った。しかるに見よ石はすでに転まろばし除のけられて、墓は虚むなしくあったのである。しかして彼等の耳に驚くべき音信おとずれは告げられた。曰く「何ぞ死にし者どもの中うちに生ける者を尋ぬるか。彼はここに在いまさず、甦りたまえり」と。生ける者とよ、甦りたまえりとよ。後に使徒等がこの言を伝え聞きし時、これを妄言たわごとと思いて信ぜざりしは怪しむに足らぬ。しかしながらイエスはその後此処彼処ここかしこにて幾度いくたびか彼等の前に顕あらわれた。疑える者には殊ことに明瞭なる態かたちにて顕あらわれた。彼が一度ひとたび死にし後また甦りたるは、如何いかにしても打ち消すあたわざる歴史的事実である。死にし者が果たして復活し得るか否いなかの理論はしばらく措おき、キリスト・イエスは復活したというこの一つの歴史的事実を遂に如何いかんともすることが出来ない。


  　しかして彼の復活はいわゆる蘇生そせいではなかった。彼は葬られし時と同じ状態をもってまた墓より出たのではない。復活のキリストの生活状態はナザレのイエスのそれと甚はなはだしく異なるものであった。すなわち彼の身体の組織が全然一変したのである。死にたるものが再び死なざる者に、不完全にして不自由なるものが完全にして自由なる者に、一変したのである。「キリスト死人の中うちより甦りて復また死にたまわず。死もまた彼に主とならぬを我等知ればなり」（ロマ六の九）。


  　死より生へ、しかも再び死なず朽ちざる永遠の生へ。かくのごときものがキリストの復活である。しかしてそれは拒むに由なき歴史的事実である。「日の下には新しき者あらざるなり」と悲しき調子をもて歎ずる者は誰ぞ。聴け、イースターの喜ばしき音信おとずれを。「キリストは甦りたまえり！」と。黎明れいめいに鳥うたい朝風に鐘ひびきて、この嘉信を万人の耳に伝えつつある。天地創造以来の新しき出来事が今より千八百九十余年前の春ニサンの月十六日の日曜日の晨あしたにいみじくも実現したのである。


  　「キリストは甦りたまえり！」如何いかに新しくかつ喜ばしき出来事よ。当時図はからざる師の横死のために失望落胆し、ユダヤ人を恐れ戸を閉じて集まり居たる弱き弟子等は復活のキリストを見てより全く別人のごとくに変わった。彼等は雄々しくも起たち上あがり、民の前に又有司ゆうし長老学者の前に憚はばからずしてキリストの復活を証明した。彼等は言うた「汝等不法の人の手をもて（彼を）釘磔はりつけにして殺せり。されど神は死の苦難くるしみを解きてこれを甦らせたまえり。……神はこのイエスを甦らせたまえり。我等は皆その証人しょうにんなり」（行伝二の二三、二四、三二）。「汝等はこの聖者しょうじゃ義人ぎじんを否いなみて殺人者ひとごろしを釈ゆるさんことを求め、生命いのちの君を殺したれど、神はこれを死人の中うちより甦らせたまえり。我等はその証人しょうにんなり」と（行伝三の一四、一五）。また「我等は見し事聴きし事を語らざるを得ず」と（行伝四の二〇）。誠に使徒等の最初の宣伝はキリスト復活の証明に外ほかならなかったのである。彼等の高唱したる福音はすなわち復活の福音であったのである（使徒行伝を見よ）。


  　従って一般のキリスト者に在てもまた同様であった。彼等の信仰の重心は自らここにあった。彼等に取って最も記憶すべきものは主の磔殺たくさつではなかった、彼の降誕でもなかった。さりとて又天地の創造でもなかった。主キリストの復活こそは天地の創造にまさる新しき創造であった。それは新人生の開始であった、旧世界の退去であった、新天新地創造の預言であった。彼等の讃美と希望とは自らここに集中せざるを得なかった。彼等はこの偉大なる宇宙的事実を永久に記念せずしては已やむことが出来なかった。しかして復活の日は一週の初めの日であった。ゆえに彼等は毎週初めの日を聖別して、もってこの驚くべき新創造を実現したるエホバの神を讃美せんと欲した。かくて彼等の安息日は何時いつしか土曜日より日曜日にと移ってしまったのである。たとえこの日を安息日と呼ばずして主の日と称したとはいえ、その精神に至っては異ならない。すなわち神の創造において現われたる彼の愛と能力とを記念せんがためである。ただユダヤ人は天地の創造を記念したるに対し、キリスト者はさらに新しき創造なるキリストの復活を記念することを始めたのである。かく初代キリスト者をしてその安息日を変更するに至らしめたる一箇の出来事は、まさしく彼等の心に何よりも深き印象を与えたる事実でなくてはならぬ。しかして実にそうであった。「キリストは甦りたまえり」とは彼等が互いに相あい見まみゆる時の挨拶にさえしばしば出でたる喜びの声であったのである。


  　しかるに近頃にありては如何いかん。福音を唱うる者は多しといえども、復活のごときはほとんど顧みられない。近世において最も卓越の地位を占むる神学者シュライエルマッハーは曰うた「復活は聖書の記述に係わる事柄である。ゆえにその証拠について自ら満足し得る者はよろしくこれを受け入るべしである。しかしながらそれはキリスト者をしてキリスト者たらしむる所以ゆえんの信仰には何の関わりもない。我等は全くこれと離れて、イエスを十分に我等の贖い主として認むることが出来る、又彼の救いに与あずかるの福さいわいを十分に経験することが出来る」と。思うにかくのごときは現代多数のキリスト者の思想を代表するものであろう。彼等は必ずしも断然とキリスト復活の事実を否定しない。しかしながらこれをもって福音の真髄に関係なき問題となし、しかして自分はもちろんこれを信じないのである。今日のキリスト教は大体において復活（及び再臨）抜きのキリスト教であると言うて過言ではないと思う。


  　復活は果たして福音の真髄に関係なき問題であるか。キリスト死してまた甦らず、空しく墓の中に朽ちたるままにして、なおかつ我等は救われ得るのであるか。彼の復活をもって天地の創造にまさる絶大なる新事実となし、しかしてここにその希望を集中せしめたる初代信者等は、果たして愚かなる錯誤をなしたのであるか。この真面目にして重大なる疑問に対し最も明快なる解答を供するものは、けだしコリント人に与えたるパウロの書翰の一節である。コリントにおける初代信者の中にも復活そのものの可能を否定する者あるを聞いて、使徒パウロの熱き心は動かざるを得なかった。すなわち彼は特にその書翰中の数頁を割さきて更あらためて復活に関する一篇の堂々たる論文を綴り、もってこれを彼等に致したのである。


  　復活は果たして福音の真髄に関係なき問題であるか。近世神学者及び多数のキリスト者はしかりという。しかしながら使徒パウロは言う、


  
    兄弟よ、先にわが伝えし福音をさらにまた汝等に示す。汝等はこれを受け、これに頼りて立ちたり。汝等徒いたずらに信ぜずして我が伝えしままを堅く守らば、この福音によりて救われん。

    わが第一に汝等に伝えしは、我が受けし所にして、キリスト聖書に応じて我等の罪のために死に、また葬られ、聖書に応じて三日目に甦り、ケパに現われ、後に十二弟子に現われたまいし事なり。次に五百人以上の兄弟に同時に現われたまえり。その中うちにはすでに眠りたる者もあれど、多くは今なお世にあり。次にヤコブに現われ、次にすべての使徒に現われ、最終いやはてには月足らぬ者のごとき我にも現われたまえり。我は神の教会を迫害したれば、使徒と称となえらるるに足らぬ者にて、使徒の中うちいと小さき者なり。しかるに我が今のごとくなるは、神の恩恵めぐみによるなり。かくてその賜わりし御恵みめぐみは空しくならずして、すべての使徒よりも我は多く働けり。これ我にあらず、我と共にある神の恩恵めぐみなり。

    されば我にもせよ、彼等にもせよ、宣べ伝うる所はかくのごとくにして、汝等はかくのごとく信じたるなり。（前コリント一五の一～一一）

  


  　彼は今コリントの信者に対して、福音の真髄の何たるかを示さんと欲するのである。ただしこは彼等に対する彼の最初の福音提唱ではない。パウロは先に一度ひとたびこれを彼等に伝えた。しかして彼等はこの福音を受け、これに頼りて立ち、又これによりてその救いを完まっとうせられんとしつつあるのである。誠に彼等の信ずる所徒いたずらならざる限り、換言すれば彼等の受けたる福音が虚むなしき物語にあらざる限り、又彼等にしてパウロの伝えしままを堅く守りて変わらざる限り、彼等を救うものは必ずやこの貴き福音でなくてはならぬ。


  　かく彼等が現在拠よりて立つ所の礎石たり、未来における唯一の希望たるこの福音の真髄は何であるか。パウロが福音の第一の要素として先に彼等に伝えし所今また示さんとする所は何であるか。曰く「わが第一に汝等に伝えしは、キリスト聖書に応じて我等の罪のために死に、また葬られ、聖書に応じて三日目に甦りたまいし事なり」と。キリストの死としかして彼の復活！これが福音の第一要素である、これがキリスト教の真髄である、これが救いの根柢である。旧約聖書に預言せられしごとく（イザヤ五三等）神の遠大なる経倫に従いて、キリスト・イエスは我等すべての人の罪を贖わんがために一度ひとたび死んだ。しかして墓に葬られた。しかるにまた聖書に預言せられしごとく（詩一六等）、三日目の朝に至りて、墓は虚むなしく、葬られしキリストはその身体をもって復活したのである。彼がかくのごとくにして我等の罪のために死にたる事と、しかして又かくのごとくにしてその身体をもって復活したる事と、この二箇の歴史的事実ありて、人類永遠の福さいわいなる運命が定められたのであるとパウロは言う。彼の所説の是非は別として、少なくともその言語は明白である。近世神学者をして、復活はキリスト者の信仰の要素にあらずと揚言ようげんせしめよ。しかれどもパウロはコリントの信者等に告げて言うたのである、曰く「福音の真髄はキリストの死としかして彼の復活にある。汝等はこれを受けこれに頼りて立ちこれによりて救わるるのである」と。


  　パウロがかく言うはもちろん彼の独断によるものではなかった。彼は福音の真髄をかくのごときものとして「受け」たのである。誰からこれを受けたか。ここには明言せられない。しかしそれは素もとより人からの意味ではあるまい。キリストの死及び復活という歴史的事実はこれを人から聞知ぶんちしたであろうといえども、その福音の真髄としての意義に至っては、人よりにあらず人によらず、キリスト彼自身よりの直接の啓示としてこれを受けたのである。事は彼の霊的実験のいと深きものに係わる。果たしてしからば、神学者シュライエルマッハーの冷たき学究的論断と、使徒パウロの深き霊的実験と、信仰の事に関して、我等は二者の何いずれを多く重んずべきであろうか。


  　キリストの死としかして彼の復活である。共に歴史的事実である。しかしながら彼の死は何人もこれを疑わざるに反し、彼の復活に至っては超自然的出来事に属し、これを信ずるに甚はなはだ難きを免れない。ゆえに少しくその確かさを証明するの必要がある。しかして歴史的事実の証明のために最も良き方法は、これが実見者を証人として引き出すにある。実見者にして信頼すべきものならんか、我等はその事実を受け入れざるを得ない。しからば復活の主キリストを見たる者は誰々ぞ。曰くケパである（ルカ二四の三四）、曰く十二弟子である（ルカ二四の三六以下、ヨハネ二〇の一九以下、ただしイスカリオテのユダを含まず、トマスもまた不在なりしと見ゆ、十二とはけだし実際の数に拘わらず、使徒の一団に対する公的称呼である）、曰く同時に五百人以上の兄弟である（これ多分ガリラヤにおける実験であろう）、曰くヤコブである（使徒の一人にあらず、主の兄弟ヤコブであろう。主在世の間未いまだ信者ならざりし彼をして後に教会の柱石の一人たらしめたる原動力はこの実験にあったのであろう）、曰くすべての使徒である（これ主昇天の日の実験であろう。すべての使徒とは十二使徒以外にヤコブ、バルナバ等をも含めたる広義の名称であろう）、又曰く最後にはパウロ彼自身である（言う迄もなくダマスコ近郊における実験を指す）。ケパといい十二弟子といいヤコブといいすべての使徒といい、証人としての彼等の権威には動かすべからざる重さがある。次に五百人以上の兄弟は素もとより無名の男女の一団に過ぎなかった。しかしながら彼等の中にすでに眠りたる者もありといえども、その大多数は当時なお生存しておったのである。ゆえに疑う者はよろしく往いて彼等に聴くべきであった。最後にパウロ彼自身の証人としての地位は如何いかん。今に至って誰かこれを疑う者があろうか。彼こそは復活に関する証人中の証人である。しかしながら彼の良心は余りに鋭くあった。彼は自己がかつて神の教会に対する迫害者なりし事を忘れがたくあった。憐むべきパウロ！幾度いくたびか彼はその事を憶おもうて心刺されたであろう。聴け、世にも謙遜なる彼の声を。曰く「月足らぬ者のごとき我」、曰く「我は神の教会を迫害したれば、使徒と称となえらるるに足らぬ者にて、使徒の中うちいと小さき者なり」と（月足らぬ者とは適当の経歴なく迫害者より急に信者として生まれ出いでたる事を意味するのであろう）。復活のキリストに関する最も光輝ある実験者にてありながら、証人の一人として自己を数うるに当たり、かくのごとき告白を附加せざるを得ざりしパウロその人の誠実さよ。この一事すでに彼の証明をして至高の権威たらしむるに足る。しかしながらパウロは証人としての自己の権威を何処までも自己に帰さなかった。彼は偏ひとえにこれを神の恩恵に帰した。すなわち曰うた「かく使徒の中うちいと小さき者であるに拘わらず、私に賜わりし神の恩恵めぐみは空しくなかった。私は遂に今のごとく異邦人に対する使徒となり、すべての使徒よりもなお多く働き得るに至った。これもちろん私の功いさおしではない。神の恩恵めぐみである。しかしてこの恩恵めぐみによりて、私の証明もまた権威なきものではないのである」と。誠にそうである。彼に賜わりし神の恩恵によりて、使徒パウロの証明はキリストの復活に関する最大の権威たるを失わないのである。


  　キリストの死と彼の復活、パウロの高唱したる福音はこれであった。使徒等の宣伝したる所もまたこれであった。しかしてコリントその他における初代信者等の信じたる所もまたこの福音であったのである。曰う「されば我にもせよ、彼等にもせよ、宣べ伝うる所はかくのごとくにして、汝等はかくのごとく信じたるなり」と。知るべし、復活は実に福音中の福音であることを。


  　しかり、福音中の福音である。ゆえに復活の倒るると共に救いの途みちは消滅する。復活の起たつと共に人生と宇宙との希望は確立する。誰かいう「我等はキリストの復活に関係なくして十分彼の救いに与あずかることが出来る」と。キリストもし甦らざりしならば果たして如何いかん、キリストもし葬られたるままその身は墓の中に朽ち果てて遂に甦らざりしならば、しからば福音もなく、信仰もなく、救いもなく、全人類は今なお暗黒の中に彷徨ほうこうせねばならぬであろう。


  
    キリストは死人の中うちより甦りたまえりと宣べ伝うるに、汝等のうちに、死人の復活なしと言う者のあるは何ぞや。

    もし死人の復活なくば、キリストもまた甦りたまわざりしならん。もしキリスト甦りたまわざりしならば、我等の宣教は空しく、汝等の信仰もまた空しからん。かつ我等は神の偽証人と認められん。我等神はキリストを甦らせたまえりと証あかししたればなり。もし死人の甦ることなくば、神はキリストを甦らせたまわざりしならん。

    もし死人の甦ることなくば、キリストも甦りたまわざりしならん。もしキリスト甦りたまわざりしならば、汝等の信仰は空しく汝等なお罪に居おらん。さればキリストに在ありて眠りたる者も亡びしならん。我等この世にあり、キリストに頼りて空しき望みを懐いだくに過ぎずば、我等はすべての人の中うちにて最も憫あわれむべき者なり。（前コリント一五の一二～一九）

  


  　「キリストは甦りたまえり」。この一片の音信おとずれに含まるる意義の重さはまさに宇宙的である。しかるにコリント教会中、復活その事を否定する論者があった。彼等の主張は近代人のごとき浅薄せんぱくなる唯物主義に基づくものではなかった。却かえってその反対に彼等の思想は余りに純霊的であった。彼等は霊魂の不滅の外ほかに身体の復活なる概念を容ゆるすことが出来なかったのである。しかしながら彼等は未いまだかくのごとき否定が如何いかに重大なる結論に導くべきかを覚さとらなかった。


  　試みに彼等の言うがごとく復活その事なしと仮定せよ、しからばキリストの復活もまた事実でないと認めねばならぬ。キリストの復活もし事実ならざらんか、しからば如何いかん。その結論の第一は重大なる道徳問題である。すなわちパウロその他の使徒等はみな自らキリスト復活の証人なりと称して、実は虚むなしき事を伝えつつあるのである。従ってこれを受け入るる者もまた虚しき事を信じつつあるのである。かくて使徒等は赦すべからざる虚言者かつ欺瞞者である。否いな、唯ただにそれのみでない。彼等は言う「神キリストを甦らせたまえり」と。しかるにキリストの復活事実ならずんば、彼等は取りも直さず神について偽証を立つる者ではないか。ああ公然虚偽を宣伝して切しきりに人を欺くのみならず、神をさえ詐いつわりて憚はばからざる者、かくのごとき者がパウロであり、ペテロであり、ヨハネであり、ヤコブであるか。過去二千年に亙わたりて人類に最高の理想を提示し、尽きざる道徳的活力の供給を媒介しつつある彼等キリストの使徒たちは、実は最も憎むべき破廉恥漢はれんちかんに過ぎないのであるか。復活否定論者はまずこの途方もなき結論を男らしく承認せねばならぬ。


  　道徳問題はなお忍ぶべし。忍ぶべからざるは信仰問題である。もし復活その事なく、従ってキリストの復活も事実ならざらんか、その結論の第二は最も重大なる信仰問題である事を知らねばならぬ。何か。曰く復活なくんば全然救いの無きことこれである。「もしキリスト甦りたまわざりしならば、汝等の信仰は空しく、汝等なお罪におらん」。もしキリスト死して葬られたるままならんには、キリスト者の信仰というも実は全然無益のものに過ぎずして、人は何人も未いまだ罪より脱せず、未いまだ新しき生命に入らないのであるという（一四節にある空しの原語は目的物の虚無なるの意、本節にある同じ訳字の原語は無益又は無効の意）。換言すれば、キリストの復活なくんば人類の救いなるものは絶対に無いのであるとの意である。誠に重大なる提言である。これそもそも何故であるか。


  　人の子イエス・キリスト、その罪なき聖き身を十字架に懸かけて死したる時に、全人類の罪の贖いはすでに果たされたのではないか。しかして我等は十字架の上の彼を信ずるによって罪より脱して永遠の救いに入るのではないか。すなわち救いの成就はキリストの死をもって足るのではないか。現にパウロ自身が同じ書翰の初めの部分において「イエス・キリスト及びその十字架につけられたまいし事のほかは、汝等の中うちにありて何をも知るまじと心を定めたり」と明言しているではないか。しかるにも拘わらず、ここに至りてまた「もしキリスト甦りたまわざりしならば、汝等の信仰は空しく、汝等なお罪におらん」というはそもそも何故であるか。


  　これを一言にして答えしめよ、曰く、神は生を悦よろこびて、死を悦よろこびたまわざるがゆえである。「主エホバ言いたもう、我は生く。我は悪人の死ぬるを悦よろこばず。悪人のその途みちを離れて生くるを悦よろこぶなり。汝等翻ひるがり、翻ひるがりてその悪しき途みちを離れよ。イスラエルの家よ、汝等何ぞ死ぬべけんや」（エゼキエル三三の一一）。神は我等のためにキリストを死せしめて、もって我等の罪を処分したもうた。彼はまたキリストを復活せしめてもって我等の新生を可能ならしめずんば已やみたまわない。彼の悦よろこびたもう所は生にある。救いの目的は新しき生命の創造にある。唯ただに我等の罪を贖うのみならず、さらに我等をして新しき生命に入らしむるに及びて、神の救いは始めて成就するのである。しかして死はもって罪を処分するに足るも、未いまだもって生命を産むに足らず。何人も死せるキリストを信ずるによりて新たに生まるることは出来ない。生命を産むものはまた生命でなくてはならぬ。贖罪は十字架の主にあり、されども新生はこれを復活の主に求めねばならぬ。我等は死したるキリストを要求すると共に、さらに切に、生けるキリストを要求する。生きて再び死せざるキリストをわが主と仰ぎ、確実に彼と結び付くによりてのみ我等の新しき生命は実現するのである。ゆえに救いはキリストの死のみをもっては未いまだ成就しない。死と共に必ず復活を必要とする。神は彼の死にまさりて彼の復活を悦よろこびたもう。本来その独子ひとりごを世に遣りたまいし神の目的が死よりもむしろ復活にあったのである。「これによりて父は我を愛したもう。それは我われ再び生命いのちを得んために生命いのちを捨つるゆえなり……我われこの命令をわが父より受けたり」（ヨハネ一〇の一七、一八）。生命を捨つるその事が生命を得んためであった。死そのものが復活のためであった。贖罪そのものが新生のためであった。ここにおいてか知る、キリストにしてもし甦らざらんか、すなわち人類の救いは失敗に終ったのである事を。しかして我等の信仰は全く無効にして、人は何人も未いまだ旧ふるき罪の生涯を脱しないのである事を。


  　復活なくんば救いなし。ゆえに万人がなお暗黒の中に在あるのみならず、なかんずく禍わざわいなるはキリストに頼りて救いに与あずかりたりと信ずる輩ともがらである。彼等のある者はすでに主に在ありて永遠の望みを懐いだきつつ安けく眠った。ああ、かのステパノ、ヤコブを始めとしてすべて美しき信仰的最期を遂げたる聖徒等は、実は欺かれて悲惨にも亡びたのであるか。またはなおこの世にありてキリストに頼りつつ艱難を忍び聖き生涯を送る者もまた実は空しき望みを懐いだくに過ぎずして、人の中うち最も憫むべき者に属するのであるか。かのアウガスチンとルーテルとダンテとミルトンとクロムエルとグラッドストーンと、その他万世に亙わたりて世界歴史を照らしつつある諸名星は、実は何いずれも全人類中最大の愚者狂者に過ぎないのであるか。誠に復活の倒るると共に救いの途みちは消滅して、あらゆる貴き生涯は全くその意義を失わざるを得ない。復活否定論者は必然この恐るべき結論をもあえて承認せねばならぬ。


  　これに反して、復活の起たつと共に、人生及び宇宙の限りなき希望は確立する。


  
    されどまさしくキリストは死人の中うちより甦り、眠りたる者の初穂となりたまえり。それ人によりて死の来たりしごとく、死人の復活もまた人によりて来たれり。すべての人アダムによりて死ぬるごとく、すべての人キリストによりて生くべし。しかして各人おのおのその順序に随したがう。まず初穂なるキリスト、次にその来たりたもう時キリストに属する者なり。

    次には終わり来たらん。その時キリストは諸もろもろの権能権威権力を亡ぼして、国を父なる神に付わたしたもうべし。彼はすべての敵をその足の下に置きたもうまで王たらざるを得ざるなり。最終いやはての敵なる死もまた亡ぼされん。「神は万よろずの物を彼の足下に服したがわせたまい」たればなり。万よろずの物を彼に服したがわせたりと宣べたもう時は、万よろずの物を服したがわせたまいし者のその中うちに無きこと明らかなり。万よろずの物彼に服したがう時は、子もまた自ら万よろずの物を己に服したがわせたまいし者に服したがわん。

    これ神は万よろずの物において万よろずの事となりたまわんためなり。（前コリント一五の二〇～二八）

  


  　キリストはまさしく甦ったのである。彼の復活は疑うべからざる歴史的事実である。彼は今もなお神と共に生きつつある。この一箇の事実の中に寵こめらるる意義の深さよ。そは唯ただに我等の霊的新生の基礎であるばかりでない。さらに二重の最も重大なる出来事の預言である、その保証である。何ぞ、曰く人類の復活、曰く万物の革新。


  　死は実に人類の累わずらいである。如何いかにしてかくのごときものが人生に臨んだか。これを癒さるるの途みちは無いか。曰く有る。死の輸入者はアダムであった。彼は人類の一員にしてかつその代表者であった。ゆえにすべての人は彼の性質を嗣つぐによりて、また彼と均ひとしく死せざるを得ないのである。しからばここに何人か第二のアダムたる者ありて、人類の一員にしてかつその代表者たり、しかして死人の中より復活したる者あらんか、すなわちすべて彼の性質を嗣つぐ者は、また彼と均ひとしく復活せざるを得ないであろう。しかして人の子イエス・キリストこそ実にその人であった。彼は紛まぎれもなき人であった、人の代表者なる者であった。しかして彼は見事に復活したのである。ゆえにあたかもすべての人アダムの性質を受けて死ぬるがごとく、今より後、すべての人ただキリストの性質を受くるによりて生くべきである。この意味において、キリストの復活はいわば人類の復活の初穂であった、その先駆であった。復活に自ら順序がある。初穂なるキリストは言う迄もなく先頭である。しかしてすべて彼に属する者は、彼の再び来たりたもう時に必ずこの大いなる恩恵に与あずからしめらるるのである。


  　かくて再臨の日に人類の復活がある。しかる後に「終わり」が来る。終わりとは何か。万物の終わりである（前ペテロ四の七）、現在の世界の終わりである、旧ふるき天地の終わりである。天地はもちろん消滅しない。しかしながらその存在の状態を一変する（七の三一参照）、世界は何時いつまでも今日のごとき不完全なる状態を続くる事をしないのである。今は我等の世界に言うべからざる悲痛がある。これみな罪を原因として出いでたる、神に逆らう所の諸々もろもろの権能権威権力が、人生と宇宙とを撹乱かくらんしつつあるからである、あるいは人の心の中に毒を盛るもの、あるいはその身体を冒おかすもの、あるいは社会的秩序を乱すもの、あるいは自然界の調和を破るもの、何いずれもみな神の敵である。彼等は今しばらくその勢力を恣ほしいままにするであろう。世界はなお彼等の蹂躙じゅうりんに委ねられて、人の目よりは今しばらく涙が消えぬであろう。しかしながらやがて時が来たる。すべての敵の亡ぼされて、限りなき平和の実現すべき時が来たる。キリスト再び来たりてこの絶大なる改造の事業を始むるのである。しかしてこれを完成するまで彼は必ず世界の王としてその権力を発揮せずしては措おかないのである。かくのごとくにして罪とこれに基づくすべての力とは絶滅せしめられ、罪の最後の結果にして敵の中の最終いやはてのものたる死もまた亡ぼさるるであろう。しかして万物がキリストの足下に服するに至るであろう。けだしかつて詩人の歌いしがごとく、人は素もと万物を支配すべきものとして造られたのである（詩八の六）、万物は人に従い人は万物を率いて神に従う所の大調和の世界が神の理想であったのである。神のこの理想は人の罪のためにしばらくその実現を妨げられたとはいえ、しかも決して廃滅には帰さない。造化当初の神の遠大なる理想は、何時いつか遂に実現せずしては終らない。アダムの躓つまずきたる途みちはキリストによりて再び貫かるるであろう。アダムの足の下に従わざりし万物はキリストの足の下に必ず服したがうであろう。しかして後にキリスト彼自身はその国を父なる神に付わたして、己もまた万物と共に彼に服したがうであろう。万物はキリストに服したがい、キリストは万物を率いて神に服したがう。これすなわち神の古き理想の成就であって、万物の革新である、新天新地の出現である。謂いう所の「終わり」はすなわちこれである。呪われたる万物の終わり、不完全極まる現在の世界の終わり、不義をもって充みつる旧ふるき天地の終わりである。


  　しからば万物革新の晨あしたにおける世界の状態は如何であるか。曰く「神は万よろずの物において万よろずの事となりたまわん」と。万よろずの物における万よろずの事、すべてにおけるすべて、万物の存在及び活動の原理として唯一にしてかつ全部なるもの、それが神であるという。如何いかに光栄ある状態よ。ここに人は誰も彼もみな神に肖にたる者と成りてただ彼の心をもって心とするであろう。従って社会生活はただ聖き愛のみの発動となるであろう。また一切の天然物は各々みなその中心より外殻に至るまで偏ひとえに神の感化をもって浸潤せられ透徹せられ盈満えいまんせらるるであろう。従って天地の間何処にも不調和を孕はらむの隙すきなく、全宇宙が限りなき歓喜と讃美とをもって充みたさるるであろう。「神はすべてにおけるすべてと成りたまわん」。貴きかな新世界の理想。しかしてこの理想を実現せしむべき原動力こそ実に主イエス・キリストの復活にある。甦りたるキリスト再び来たりて、己おのが最終の使命としてこれを成就するのである。ゆえに曰う、彼の復活は新天新地創造の預言でありその保証であると。誠にこの一事実の倒るると共に救いの途みちは絶滅し、その起たつと共に人生及び宇宙の希望は始めて確立するものである。


  　キリストの復活が福音の真髄であることの論証は終った。パウロはさらに進んで復活そのものの理論的説明を試みんと欲する。ただしこの第二段に移るに先だち、彼にはなお一言附加せずして済まざるものがあった。すなわち復活否定論の実際生活に及ぼす影響である。事は単に信仰の内容の問題としてのみ止まらない。復活の希望の有無によりて日々の実際生活の基調が全然相反するものとならざるを得ない。如何。曰く、復活の希望ありて初めて犠牲的生涯がある、もしこの希望なからんか、人は何人も最も卑しき享楽主義に陥るを免れないのである。


  
    もし復活よみがえりなくば、死人のためにバプテスマを受くる者何をなすか。死人の甦る事全く無くば、死人のためにバプテスマを受くるは何のためぞ。また我等が何時いつも危険あやうきを冒おかすは何のためぞ。兄弟よ我等の主イエス・キリストに在ありて汝等につき我が有もてる誇ほこりによりて誓い、我は日々に死すと言う。我がエペソにて獣と闘いしこと、もし人のごとき思いにてなししならば、何の益あらんや。死人もし甦る事なくば、「我等いざ飲食のみくいせん。明日死ぬべければなり。」

    汝等欺かるな。悪しき交際まじわりは善き風儀ならわしを害そこなうなり。汝等醒さめて正しうせよ。罪を犯すな。汝等の中うちに神を知らぬ者あり。我がかく言うは汝等を辱しめんとてなり。（前コリント一五の二九～三四）

  


  　「死人のためにバプテスマを受く」とは何の謂いいか。旧新約聖書中、かくのごとき事実に言及する処ところは一つもない。実に聖書中最難解の句の一つはこれである。ベンゲル曰く「この一句の解釈の多様なるもまた甚はなはだし。人もしその異なりたる意見の目録のみを編纂へんさんせんと欲するも、なお一個の論文を綴らねばならぬ」と。我等はかくのごとき雑多なる学者の解釈を探査するの無益を知る。むしろ本文の前後関係より推断して単純なる信仰的解釈を下すに如しかない。思うに後の数節の明示するがごとく、パウロのここに附言せんと欲するは、復活の希望なくして犠牲的生活は無意義であるとの事にあるのであろう。果たしてしからば、謂いう所のバプテスマは水をもってする普通の洗礼にあらずして、恐らくキリストが「我には受くべきのバプテスマあり」といい（ルカ一二の五〇）「汝等我が受くるバプテスマを受け得るか」といいたまいし（マルコ一〇の三八）がごとき殉教の死を意味するのではないか。しかして「死人のために」とは死せる聖徒等の列に加わらんがためにの意にこれを解し得ないことがない（学者ゴーデーは如上じょじょうの解釈の権威である）。かくてこの一句は使徒時代においてすでに始まりし壮烈なる殉教の死と復活の希望との関係を示すものとして、極めて深き意義を発揮するのみならず、後の数節に対する脈絡は素もとより完全である。すなわちパウロは言う、「もし復活なからんか、しからば我等の多分遭遇すべき殉教の死は何のためぞ。又唯ただに最期のみならず我等が常時冒おかしつつある危険は何のためぞ。しかり兄弟よ、私は私の伝道の結果たる汝等の信仰をもって私の誇ほこりとなし（もちろん主にありて）、しかしてこれがためには日々に死を期しつつあるのである。現に私はエペソにおいて獣とも称すべき人々より大いなる迫害を受けた。もし私に復活の希望なく、普通の人のごとき現世主義の思想をもってしたらんには、これらの経験は私のために果たして何の益をなそうか。誠に復活なくんば、古き諺に言うがごとく、死なざる中うちに飲食のみくいして楽しむに如しくはない。明日にも我われ死なば、万事は虚無に帰するからである」と。犠牲的生活の動機を復活の希望に結び付くる事をもって卑しとなす者は誰か。永遠の立場を離れて如何いかにして犠牲そのものの価値を認識することが出来るか。パウロの経験したるごとき多難の生涯に意義を附与するものはただ来世の希望あるのみ。復活を信ぜずして人の実際生活は遂に憐むべき享楽主義にまで堕落せざるを得ない。


  　このゆえにパウロはコリントの信者等を戒めて曰うた「汝等空しき哲学によりて自ら欺くことなかれ。汝等の詩人もまたかつて言うたではないか、悪しき交際は善き風儀ならわしを害そこなうと（紀元前一二世紀の頃に出でしメナンデルの語の引用であろう）。不信なるこの世の声に耳を傾けて復活を疑うの結果は憐むべき堕落に至らねばならぬ。ゆえに汝等儼然げんぜんとして醒さめよ。しかして享楽主義のごとき罪を犯すことなかれ。汝等の中うち復活を信ぜざる者は実は未いまだ神を知らざる者である。我われ汝等を辱しめてその覚醒を促さんと欲するがゆえに、敢あえてこの忌憚きたんなき言を発するのである」と。復活の信仰の事たる、畢竟ひっきょうするに教理の問題ではない、そはキリスト者の道徳的生活の死活に関する最も重大にして真剣なる実際問題である。


  



  二　復活の理論的説明


  



  　死より生へ、しかも再び死せざる永遠の生へ、こは誠に喜ばしき音信おとずれである。しかしながら明らかに自然の法則に対する逆行である。我等は自おのずからこれが理論的説明を求めざるを得ない。理性もまた貴き神の賜物であるものを。たとえそれはある高さ以上には及ばずといえども、また神秘の境には到底渡り行くを得ずといえども、なおその許されたる範囲において十分なる存在を認められん事はけだし当然の要求である。しかして神はこの要求を軽しめたまわない。「エホバ言いたまわく、いざ我等共に論あげつらわん」と（イザヤ一の一八）。彼は我等と共に論あげつらう事をさえ諾うべないたもう。彼は己おのが聖業をして我等の理性にも訴えしめたもう。エホバの神は如何いかなる場合にも断じて信仰の名の下に明白なる背理を我等より要求したまわないのである。復活もし神の聖業ならんか、少なくともその原理の一端については整然たる理論的説明が可能でなくてはならぬ。


  　復活の理論的説明とよ、今日一派の正統派信者等はその語を聞くだに眉をひそむるであろう。しかしながら福音は決してこれを人生の狭き一局部に祀まつり上ぐべきものではない。人の子イエスの福音は万人をしてこれに触れしめん事を要求する。エホバの神の真理は宇宙的真理である。すべての科学と哲学と文学と芸術と経済と法律とをして神の真理の前に跪ひざまずかしめよ。しかして彼等をしてその謙遜なる説明者たらしめよ。人生及び宇宙のあらゆる事実をして福音の註解者たらしめよ。自然をしてイースターの嘉信を説かしめよ。歴史をして我等の復活を預言せしめよ。天文をして希望の福音を証明せしめよ。神の子等よ、汝等の目を挙げて野に注げ、若き芽の萌え出でたる、鳥の歌える、星の輝ける、みな福音の好註解である。我等は神の造りたまえる世界に住みて彼の新しき聖業を見んとしつつある。我等の環境に福音と没交渉なるものはない。万物が遂に神の讃美者とならねばならぬ。しかして真実にイエスの心をもって心とする者には必ずこの聖き野心があった。なかんずく代表的なるは使徒パウロであった。彼は宇宙の神の真理を証明せんがためには天を指し地に訴えた。復活の理論的説明何ぞこれを辞するに及ぼうか。パウロは喜びてこの任に当ったのである。


  
    されど人あるいは言わん、死人如何いかにして甦るべきか、如何いかなる体をもて来たるべきかと。（前コリント一五の三五）

  


  　復活に関する疑問は主としてこの二点に在ある。一度ひとたび死したる者が復また甦るという、如何いかにしてか。普通に行わるる自然的法則はみな生より死への遷移である。しかるに独ひとり死より生への復帰は如何いかなる法則によるのであるか。またその法則は仮に可能であるとするも、復活者は如何いかなる体をもって来たるべきか。我等の現在の体と異なる如何いかなる珍しき体を我等は想像すべきか。畢竟ひっきょうこれ徒いたずらなる空想に過ぎぬではないか。


  　第一問に対して、パウロは極めて簡単なる答弁を与えた。


  
    愚かなる者よ、汝の播まく所のもの先まず死なずば生きず。（前コリント一五の三六）

  


  　死より生への復帰を怪しむというか。愚かなる者よ、その類例は我等の周囲に充みちているではないか。試に種子の発芽を見よ。種子地に落ちて先まず分解せずんば新しき生命は萌え出ない。しかして分解はすなわち死である。我等の日常経験するこの平凡なる事実がすでに汝の疑問に答えつつあるではないかと。誠にしかりである。自然的法則は決して生より死への遷移のみではない。まさしくこの事実に対抗して死より生への復帰もまた間断なく行われつつある。もししからずんば我等の世界は今に至るを俟またずしてすでに死滅に帰したであろう。この世におけるすべてのものが古びかつ死しつつある。しかしながらその蔭かげにありてまた絶えず新しきものが死より復帰しつつある。草と木とは生より死へ遷うつりつつある、しかし若き芽は死（種子の）より生へ萌えつつある。楽しき春は冬枯の中より帰りつつある。美しき朝は夜の闇より明けつつある。雪は一度ひとたび消えずしては復また上に昇らない。多くの場合において死そのものが却かえって新しき生のための条件である。復活の原理を怪しむことを罷やめよ。死より生への復帰は自然界の法則において少なくともその預言を認むるに難くないのである。


  　復活の貴き所以ゆえんはむしろその新しき生命の特質にある。復活は単なる死より生への復帰ではない。再び死を見ざる永遠の生の開始である。ここにおいてか第二問は起らざるを得ない、曰く、謂いう所の新しき体とは如何いかなるものぞ。かくのごときものが果たして有り得べきかと。この疑問に対するパウロの解答は二段の要領より成る。神はかくのごとき体を創造し得というは前段である。神は必ずこれを創造すべしというは後段である。


  
    又その播まく所のものは後に成るべき体たいを播まくにあらず。麦にても他ほかの穀こくにてもただ種粒のみ。しかるに神は聖意みこころに随したがいてこれに体たいを与え、各々の種にその体たいを与えたもう。すべての肉同じ肉にあらず。人の肉あり、獣の肉あり、鳥の肉あり、魚の肉あり。天上の体たいあり、地上の体たいあり。されど天上の物の光栄は地上の物と異なり。日の光栄あり、月の光栄あり、星の光栄あり、この星はかの星と光栄を異ことにす。

    死人の復活よみがえりもまたかくのごとし。朽つる物にて播まかれ、朽ちぬものに甦らせられ、卑しき物にて播まかれ、光栄あるものに甦らせられ、弱きものにて播まかれ、強きものに甦らせられ、血気の体たいにて播まかれ、霊の体たいに甦らせられん。血気の体たいあるごとく、また霊の体たいあり。録しるして始めの人アダムは生ける血気となれりとあるがごとし。しかして終わりのアダムは生命いのちを与うる霊となれり。（前コリント一五の三七～四五）

  


  　神は新しき体を創造し得ないか。誰か神の創造的能力を限らんとするものぞ。植物を見よ、動物を見よ、無生物を見よ。天体を見よ。神の造りたもう体の種類はまさに無限ではないか。しからば彼の我等に賦与したもう体もまた現在のごとき不完全なるものに止まらない。さらに優秀にして完全なる新しき体を神はもちろん創造し得ると、かくのごときがパウロの論旨の前段である。


  　彼は先まず第一問に対して答えたる種子の発芽の実例をそのままに襲用して、播まく所の体と後に成るべき体との差違を指摘した。播まく所の体は如何。麦にても他の穀にても、あるいはその他の草木にても、みな見るに足らざる小さき種粒に過ぎない。しかるに神は聖意みこころのままにこれに美しき体を与えたもう。見よ、一粒の米と瑞穂みずほ豊かなる収穫かりいれの稲、微小なる罌粟粒けしつぶと色も鮮やかなる虞美人草ぐびじんそう、見すぼらしき団栗どんぐりと堅牢なる樫かしの樹、如何いかに驚くべき差ぞ。誰か前のものより後のものの生まれ出いづべきを想像し得ようか。されども神は彼を播まかしめて此を成らしめたもう。神はかの卑しき体に代えてこの優れたる体を与えたもう。彼は誠に全能なる創造の神である。


  　唯ただに播まく所の体と後に成るべき体とのかくも異なるのみでない。神は又「各々の種にその体たいを与えたもう」。従って同じく草といい木といいながら、生まれ出いづる各の体の相違の著るしさよ。菫すみれあり百合あり、苺あり林檎あり、薔薇あり桜あり、楓あり松あり。熱帯植物あり寒帯植物あり、高山植物あり海中植物あり。かくのごとくにして全地の美しき装いは成る。およそ少しく野と山とを愛する者は、これを彩いろどる所の限りなく多様なる植生の創造者を讃美せずしていらるべきか。


  　植物しかり、動物またしかり。均ひとしく肉と言うも、その機能に至りては全く相異なる。「すべての肉同じ肉にあらず。人の肉あり、獣の肉あり、鳥の肉あり、魚の肉あり」。獣の肉は人の肉の代用をなすあたわない。ベートーベンをしてその交響楽を奏せしめ、ミケランジエロをしてその『ダビデ』を彫ましめ、ラフアエルをしてその『マドンナ』を描かしむるものは人の肉である。猛虎をして山上に長嘯ちょうしょうせしめ、駿馬をして千里を疾駆せしむるものは獣の肉である。大空高く雲雀ひばりをして叫ばしめ、静けき谿間に鶯うぐいすをして歌わしむるものは鳥の肉である。早瀬に鮎を遡らしめ、深淵に鯉を躍らしむるものは魚の肉である。何いずれも肉にてありながら、各々特異なる職分に適応すべく、全く別種の体として形成せられたのである。


  　無生物何ぞ独ひとりその例に漏れようか。「天上の体たいあり、地上の体たいあり。されど天上の物の光栄は地上の物と異なり」。天に日あり月あり星がある。地に土あり気あり水がある。彼かれと此これと、その本来の実質において必ずしも異ならない。しかもその光栄に至りては全く別種の趣おもむきに属する。富士は秀麗である。しかし旭光きょっこうは荘美である。ダイヤモンドの閃きは我等の目を射る。しかし明星の輝きは我等の心を動かすに足る。所詮しょせん地の光栄は天のそれに敵かなわない。しかのみならず天上の物同士また互いにその光栄を異ことにする。「日の光栄あり、月の光栄あり、星の光栄あり、この星はかの星と光栄を異ことにす」。光明耀々ようよう天の涯はてより地の果はてまでを照らし、万物をして燦然さんぜんと輝かしむるは日の光栄である。水のごとき空に涼しく浮かび出いで、清き光の薄衣をもて普あまねく地を蔽おおうは月の光栄である。億万里外の世界より冴えたる光を送りて、点々として蒼穹おおぞらを装うは星の光栄である。かつまた星相互の間においても、金星は火星とその光を異ことにし、北斗はオライオンとその輝きを異ことにし、その他全宇宙に散在する幾千万の巨大なる恒星みな各々特殊の栄えを具備するのである。


  　思え、名もなき野末の小草より、太陽八千倍の光輝を発射するリゲル星、又は太陽幾万倍の体積を有するベテルギウス星に至るまで、千姿万態の機能及び光栄を有する無数の体を創造して、もって天と地とに充みたしめたる創造者エホバの能力の豊かさを。誰か神の創造的能力に際限ある事を想像し得るものぞ。しからば新しき復活体の実現また何ぞ怪しむに足ろう。神は常に播まく所のものと全く別様なる体を生え出いでしめたもう。我等の場合にありてもまたしかり。播まかるる所のもの、すなわちアダムの創造以来すべての人の自然の出生に際して賦与せらるる所の現在の体は、朽つるものである、卑しきものである、弱きものである。すなわち早晩死して腐朽すべきもの、また卑しき生活に適する構造を有するもの、また多くの束縛を荷いかつ極めて破損し易やすきものである。しかるに甦らせらるる所の新たなる体は如何いかん。それは朽ちざるものである、光栄あるものである、強きものである。すなわち再び死することなく永遠に生くるもの、最も貴き機能とそれに適ふさわしき輝きとを有するもの、疲れず倦うまず傷つかず何の束縛をも受けざるものである。


  　朽つる物、卑しき物、弱き物、これを一言すれば血気の体である。朽ちざる物、光栄ある物、強き物、これを一言すれば霊の体である。播まかるるは血気の体、甦らせらるるは霊の体である。血気の体とは何か。血気的生活（血気を中心としたる生活）に適応する身体の謂いいに外ほかならぬ。人の生活に血気中心なるあり、また霊中心なるがある。前者は普通人の生活である。思索し感慨し努力ししかして自ら展のぶる事をもってその最大の任務となす。後者は真実なるキリスト者の生活である。信頼し感謝し祈祷ししかして愛する事をもってその至高の職分となす。神は人をして霊的生活を実現せしめん事を期しながら、その出発点を血気的生活に置きたもうた。従って彼は人の身体をまず血気の機関として造りたもうたのである。


  　血気的生活あり、ゆえに血気の体がある。そのごとくに霊的生活あらんか、すなわち霊の体が無くてはならぬ。血気的生活の代表者は言う迄もなく始めの人アダムであった。聖書に録しるして、彼は「生ける血気と成れり」とある（創世二の七、生ける者とあるは生ける血気と改訳すべきである）。換言すれば、彼は血気を中心として生活する者と成ったのである。従って彼のために備えられし体は血気の体であったのである。しからば霊的生活の代表者は誰か。イエスである。彼の生活の中心は霊であった。彼は不断に神と交わり、飽くまでに人を愛した。ただ彼が世に在ありし間はまた我等と異ならざる卑しくして弱き血気の体を纏まといしがゆえに、その純乎じゅんこたる霊的生活はなお大いなる束縛を脱れなかった。これ素もとより甚はなはだしき不自然事である。神は長くかくのごとき不調和に堪たえたまわない。彼はやがてイエスの貴き霊的生活に最も適切なる体を備えて、彼を復活せしめたもうた。しかして見よ、その時よりイエスの霊的生活は完全の域に入ったのである。今や彼は終わりのアダムとして、始めのアダムと好箇の対照においてある。始めのアダムが生ける血気なりしに対し、終わりのアダムは生命いのちを与うる霊である。すなわち唯ただに自ら生くるのみならず、人にも新しき生命いのちを与うる者である。彼によりて人はみな新たに生まるることが出来る。この測るべからざる恩恵は、彼の復活を俟まちて始めて実現した。すなわち彼が霊の体を纏まとうて己おのが霊を自由に働かしめ得るに至って、我等の新生は始めて可能となったのである。霊の体の特徴は霊の自由なる活動にある。ゆえに霊的生活の実在以上、霊の体もまた実現せねばならぬ。


  　神は限りなく多種の機能と光栄とを具備する諸もろもろの体を天地の間に創造したもうた。我等は彼の能力の富がすでに尽きたと思惟すべきであろうか。否いな、彼はさらに優れたる機能と光栄とを有する新しき体を創造し得る。霊の体に躓つまずくものは人の小さき思索のみ。これを神の創造的能力の方面より見んか、その実現に何の難き事があろうか。


  　しかり、神は確かにこれを創造し得る。しかのみならず、彼は必ずこれを創造したもうであろう。


  
    霊のものは前さきにあらず、反かえって血気のもの前さきにありて、霊のもの後のちにあり。第一の人は地より出いでて土に属し、第二の人は天より出いでたる者なり。この土に属する者に、すべて土に属する者は似、この天に属する者に、すべて天に属する者は似るなり。我等土に属する者の形を有もてるごとく、天に属する者の形をも有もつべし。（前コリント一五の四六～四九）

  


  　神の造らんと欲したもう各種の体はすでにことごとく造られたのではない。造化の事はすでに全く終ったのではない。宇宙の形成に一つの大いなる法則がある。進歩の法則すなわちこれである。曰う「霊のものは前さきにあらず、反かえって血気のもの前さきにありて、霊のもの後のちにあり」と。神はまず低きものを造りて、遂にこれを貴きものに化せしめたもう。始めに不完全なるものを現出して、終わりにこれを完成せしめたもう。不完全より完全へ、これ万物と人類と個人とを問わず、普あまねく神の創造に通じて行わるる所の偉大なる法則である。何故に神は完全のものをもって始めたまわないか。けだし自由の意思を賦与せられたる人類が宇宙の中心たるの地位に置かるる以上、神は機械的強制的完全を喜びとせずして、宇宙と人生との完成を人類の責任に繋つなぐをもって最も善しと見たまいしがゆえであろう。何いずれにせよ、我等の世界は進歩的世界である、希望の世界である、未来多き世界である。天地も人も今はなお完全でない。しかし「何ものも目的なくしては歩まない。いつか遂に善が万物の上に臨みて、すべての冬は春と化するであろう」（テニスン）。神は必ず新しき創造によりて世界を完成せしめたもうであろう。造化は未いまだ終らない。我等の目未いまだ見ず耳未いまだ聞かず心未いまだ思わざりしものが何時いつか必ず実現せんとしつつあるのである。


  　不完全より完全へ、血気のものより霊のものへ、我等の体もまたこの宇宙的法則によって進まねばならぬ。血気の体の典型は第一の人アダムにある。彼はその体によれば地より出いでたる者にして、土より成る者であった。霊の体の典型は第二の人イエスにある。彼の体（地上に存在せる間の体ではない。復活後の体についていう）は天より出いでたるものにして（後コリント五の一、二）神の新しき創造に係わるものであった。神はかく我等の典型として、始めにアダムの血気の体を造り、後にイエスの霊の体を造りたもうたのである。しかしてこの典型はやがて普あまねく人類の上に実現せねばならぬ。すべてアダムのごとく土に属する者、すなわち自然の出生のままなる者は、アダムに似て血気の体を有もたねばならぬ。しかしイエスのごとく天に属する者、すなわち信仰により新たに生まれて天国の市民と成りたる者は、イエスに似て何時いつか霊の体を有もたねばならぬ。キリスト者もまたもちろん本来は土に属する者である。ゆえに現に不完全なる肉体を賦与せられている。しかし同時に彼等はまた天に属する者である。ゆえに必ずや遂に完全なる復活体を賦与せらるるに至るであろう。宇宙の歴史は進歩的である。神の創造は不完全に始まりて完全に進む。血気のもの前さきにありて霊のものは後のちにある。神はその愛する者のために何時いつか遂に、弱く卑しく朽つべき肉体に代えて、強く貴く朽ちざる復活体を創造せずしては已やみたまわないのである。


  　死者の復活という、単なる霊魂の不滅ではない、再び死せざる身体の復活である。この驚くべき嘉信を伝うるものは独ひとりキリスト教あるのみ。如何いかなる哲学も宗教もこれを唱えない。多くの科学者はこれを聞いて嘲笑する。しかしながら事は理性をもって全然捕捉すべからざる秘密であるか。否いな、神の聖業は超自然的でこそあれ、決して反自然的ではない。人類を救いたもう神はまた自然を導きたもう神である。同じ法則はあるいは高くあるいは低く彼かれにも行われ此これにも行われる。贖罪といい復活といい再臨といい、その原理においてみな宇宙間一つの類例を見ざる孤独の出来事ではない。自然はこれがために偉大なる解説を供しつつある、歴史はこれがために有力なる証明を立てつつある、我等の霊的本能もまた深き共鳴をもってこれに応じつつある。救いは個人の事であり、人類の事であり、又宇宙の事である。それは霊魂の問題であり、又身体の問題である。復活の信仰を怪しとするものは誰か。万物の深き観察者は、天にも地にも、これが鮮やかなる預言の声の響きつつあるを聴かざらんと欲するもあたわない。


  



  三　復活の希望


  



  　復活！復活！如何いかに大いなる希望ぞ。これ人類最後の勝利の獲得である、これ理想国実現の発端である。救いは遂にここまで及ばねばならぬ。我等の希望は少なくともこれを目指さねばならぬ。


  
    兄弟よ、我われこれを言わん、血肉は神の国を嗣つぐことあたわず。朽つるものは朽ちぬものを嗣つぐことなし。

    見よ、我われ汝等に奥義を告げん。我等はことごとく眠るにはあらず。終わりのラッパの鳴らん時、みなたちまち瞬間またたくまに化かせん。ラッパ鳴りて、死人は朽ちぬ者に甦り、我等は化かするなり。そはこの朽つる者は朽ちぬものを着、この死ぬる者は死なぬものを着るべければなり。

    この朽つるものは朽ちぬものを着、この死ぬるものは死なぬものを着ん時、「死は勝かちに呑まれたり」と録しるされたる言ことばは成就すべし。死よ、汝の勝かちは何処いずこにかある。死よ、なんじの刺はりは何処いずこにかある。死の刺はりは罪なり。罪の力は律法なり。されど感謝すべきかな、神は我等の主イエス・キリストによりて勝かちを与えたもう。

    されば我が愛する兄弟よ、確かたくして揺うごぐことなく、常に励みて主の事わざを努めよ。汝等その労の、主にありて空しからぬを知ればなり。（前コリント一五の五〇～五八）

  


  　「兄弟よ、我われこれを言わん」との強き発語をもってパウロはその雄大なる復活論の遂に結論に達した事を暗示している。彼はすでにキリストの復活なる歴史的事実が福音の真髄である事を論じた。又復活その事が唯ただに詩人の空想にあらずして、自然の事実と歴史の法則とによりて確実に証明せらるる客観的希望である事を明らかにした。ここにおいてか最後に彼はこの希望を我等各自の立場より高調して、その信仰の兄弟等を励まさんと欲するのである。


  　我等の復活の価値如何は復活なき場合を仮想するによりて最も明らかである。復活なからんか、我等は如何いかにして神の国に入ることが出来るか。神の国、すなわち神がすべてにおけるすべてと成りたる国、理想の国、完全の国、愛の国、それは「神の幕屋、人と共にあり、神、人と共に住み、人、神の民となる」の国である。それは万物ことごとく霊化（もちろん霊に化するの意ではない、完全なる霊的感化に与あずかること）せられて聖き光栄に充みつるの国である。ゆえに未いまだ霊化せられざるものは一つもここに地位を見出すことが出来ない。血と肉との香失うせざる旧ふるき肉体は新しき装いをなしたる聖国を嗣つぐことを許されないのである。何となればかかる卑しき体を纏まとうて、我等は「聖顔みかおを見、容光みかたちをもて飽き足らん」と欲するも、なほ面かお覆いなきがごとくにまの当り彼を仰ぐことが出来ないであろう。又その国において永遠の奉仕に当らんと欲するも、弱き肉は徒いたずらに煩わずらいをなすのみに過ぎぬであろう。朽つる器は朽ちざる生活を盛るに足らぬ。我等をして現実に神の国の光栄ある市民たらしむべき最後の条件は復活である。復活あるによりて始めて我等の生活状態は聖き永遠の世界に適ふさわしきものと成ることが出来る。


  　しかしながらここに一つの疑問がある。我等の復活は世界の歴史がある階梯に達したる時、すなわちキリストの再び来りたもう時、たちまちにして実現するのであるという。しからばその時なお生ける信者は如何いかにすべきか。これを徒いたずらなる好奇的疑問となすことなかれ。再臨の時機の全く秘めらるる限り、すべての時代における信者がこの大いなる出来事に対して備えをなさねばならぬ。血肉は神の国を嗣つぐことあたわず、復活がその唯一の条件であるとするならば、生ける者は如何いかにすべきか。


  　答えて曰う、生ける者は生けるがままにその身体を変化せしめられて、復活的状態に入るのであると。これパウロのいわゆる奥義（神の啓示により新たに明らかにせられし真理）であって、誠に信じ易からざる提言である。しかしながら少しく復活の原理より推究せんか、その疑うべからざる真理であることを知るに難くない。けだし復活は我等をして神の国に住ましめんがための条件である。復活の特質はここにある。すなわち我等の血肉に代えて栄光の体を、朽つるものに代えて朽ちざる生活機関を賦与せらるる事である。しかして朽つる者はたとえ未いまだ現実に朽ちずといえども、永遠に朽ちざる者とは全然その性質を異ことにする。殊ことに我等の体は罪によりてすでに死にたるものである（ロマ八の一〇）。ゆえに未いまだ生理的死に遭遇せずといえども、神の国の立場よりこれを見て、一箇の死屍と選ぶ所がない。問題は未いまだ死せざるか否いなかにあらずして、永遠に死すべからざるか否いなかにある。歴史にあらずして原理にある。復活は原理の変更である。死の原理を撤廃して、これに代えて生の原理を樹立する事である。ゆえにその我等に臨むや、死者生者の区別がない。死者は復活する、生者は栄化する。しかして生者の栄化もまたその実質上復活の一種に外ほかならないのである。


  　ここにおいてか復活の希望はいと鮮やかである。我等をして少しくその光景を想望せしめよ。世界歴史の進展ある所に達して、現在の時代のまさに終わらんとするや、神はある大いなる宇宙的合図を与えたもう。そはあたかもかつてイスラエルの間において会衆を呼び集め又は営を進め又は喜びの日を告ぐるがために響き渡りたるラッパのごとくに（民数一〇の一～一〇）全世界を震い動かすであろう。しかして見よ、すべての神の子等はすでに眠れるとなお生けるとを問わず、みなたちまち瞬間のうちに化するであろう。すなわち死者は一斉に新しき霊体を賦与せられ、これを纏まとうて、限りなき歓喜に溢れつつ現われ出いづるであろう。生者はその血肉に驚くべき変化を施され、見る間に栄光の姿と化して、躍りつつ神を讃美するであろう。かくて愛する者等再び相見て、言うべからざる歓呼を交かわすであろう。福さいわいなるかな復活の晨あした。その時朽つる者は永遠に朽ちざるものを着、死ぬる者は再び死なざるものを着て、我等の世界は全く新しき紀元に入るのである。


  　預言者イザヤかつて我等の欲求の最も深きものを代言して曰うた「エホバ……とこしえまで死を呑みたまわん」と（イザヤ二五の八）。「とこしえまで」と訳せられし語は、完全にして害そこなうべからざる状態を意味する。ゆえにまたこれを「勝かちに」と訳することが出来る、「死は勝かちに呑まれたり」。死はエホバによりて呑み尽くされて、勝利すなわちある完全にして害そこなうべからざる状態のこれに代わる時が来たるとの預言である。今は死が万人を襲いつつある。そは我等の目より熱き涙を引き出しつつある。しかしながらエホバはことごとく我等の痛みを知りたもう。彼は遂にある時に至りて死を撤去したもうであろう。しかして我等の目の涙を拭いたもうであろう。しかして再び死すべからざる完全なる状態をもって死に代わらしめたもうであろう。この偉大なる預言の成就は何時いつのことであるか。曰く復活の晨あしたである。死者は甦らせられ、生者は化せられて、この朽つるもの朽ちざるものを着、この死ぬるもの死なざるものを着る時、死の原理が撤廃せられて、代わりに生の原理が樹立せらるるのである。その時以後、死は我等の運命たることを罷やめて、永遠の生がこれに代わるのである。イザヤの古き預言はこの状態を指ささずして何を意味するか。二千六百年前ユダヤの預言者によりて代言せられし全人類の最も切なる祈求をして、遺憾なく充みたされしむるものは実に我等の復活である。


  　復活の確実なる希望ありて、死はすでに無きに均ひとしい。「死よ、汝の勝かちは何処いずこにかある。死よ、汝の刺はりは何処いずこにかある」。汝は今しばらくその鋭き刺はりを揮ふるいて我等を倒し我等を呑むであろう。しかしてその勝かちを誇るであろう。しかしながら何ぞ知らん、汝の勝かちは復活の晨あしたまでに過ぎない。その時に至りて汝は却かえって生の勝かちに呑まれねばならぬ。しかして己おのが呑みたるものを再び吐き出さねばならぬ。汝の刺はりにさされし傷はことごとく癒されて又害そこなうべからざるに至るであろう。はかなきかな、死の勝かち。憐むべきかな、死の刺はり。さらば今しばらく思うがままに刺せ、呑め。我等は甘んじて我等の体を一度ひとたび汝の手に渡すであろう。しかしながら遠からず汝自ら死せしめられて、我等の体は汝の手を離れ、永遠の栄光に移るのである。


  　そもそも死は何処よりその痛き刺はりを得たのであるか。死が我等を刺すに至りしは何のゆえであるか。罪である。もし罪なくば死の刺はりなるものは無かった。人は素もと死し得べき者として造られたるも、死せざるべからざる者としては造られなかった。しかるに人一度ひとたび神にそむきてより、死は彼の必然の運命となってしまったのである。死は我等の罪を己が刺はりとなして、これをもって我等を刺すのである。しからばさらに問う、罪をしてかくも恐るべきものたらしむる所以ゆえんは何処にあるか。罪は何故に死に価するほどの重大事であるか。罪の力は何に基くか。曰く律法である。神の聖き律法の儼然げんぜんとして我等を支配するあり、しかしてこれを蹂躙じゅうりんするものがすなわち罪である。律法の蹂躙じゅうりんである。ゆえに重からざるを得ない。誠に「死の刺はりは罪なり。罪の力は律法なり」である。宜うべなるかな、死の痛さの堪たえ難きこと。律法の蹂躙じゅうりんという最も重大なる出来事の反動を、我等は死において経験しつつあるのである。


  　しかるに感謝すべきかな、神は我等の主イエス・キリストによりて我等に勝かちを与えたもう。彼は先まずその罪なき聖き身を十字架に懸かけて、律法の神聖に対する十分なる尊敬を払いたもうた。神の独子ひとりごの死という法外なる事実のみよく律法の蹂躙じゅうりんを償うに足る。次に彼はさらに復活して我等に新しき生命を賦与し、我等をしてみたまに従って歩ましめ、もって罪より離るる事を得しめたもう。先まず律法に対する責任より我等を解放し、次に罪に対する隷属より我等を解放したもう。かくて彼は死の原因たる二重の深刻なる事実を消滅せしめたもうたのである。ここにおいてか死はその刺はりと刺はりの力とを失い、我等は死に勝ちて復活せざるを得ない。復活の道徳的理由はここにある。我等の復活の希望はイエス・キリストの死と復活とをもって勝ち得られし壮大なる勝利の余韻である、その反響である。ゆえに自ら高き調子を帯びざるを得ない。


  　見よ、後ろにはキリストの死としかして彼の復活。前には彼の再臨としかして我等の復活。この福さいわいなる宇宙的事実の間に挟はさまれてこれによりて支持せられ保証せられ奨励せらるるものが我等の現在の生涯である。しからばまた何にか目を注ぎ何にか動かされよう。我等はただ主キリストの中に確かたく立ちて、常に彼のための仕事をもて溢るるであろう。彼の喜ばしき救いを播ひろめ、一人の霊魂をも彼に導かんがために全力を注ぐであろう、たとえそはこの世より見て如何いかに空しく愚かしく見ゆるとも。何となれば主にありての労作は主の聖意みこころにかなうものであって、唯ただにそれ自身において尽きざる価値を有するのみならず、又永遠の生涯において何時いつか必ず実を結ばしめらるるからである。


  



  第五　砂漠はサフランのごとく――万物の復興


  
    それ造られたる者は切に慕いて神の子たちの現われんことを待つ。造られたる者の虚無むなしきに服せしは己おのが願いによるにあらず、望みをもてこれに服せしめたまいし者による。そは造られたる者自ら滅亡ほろびの僕しもべたる状さまより解かれて、神の子たちの光栄の自由に入るべければなり。何となれば我等は知る、すべて造られたる者の今に至るまで共に嘆き共に苦しむことを。（ロマ八の一九～二二）

  


  　ナザレのイエスが自然の親しき友たりしは人のよく知るところである、彼には野の花も空の鳥も限りなき真理の象徴であった。預言者イザヤ、エレミヤ、改革者ルーテル、彼等もまたみな一面において偉大なる自然詩人であった。すべて神を愛する者はまた自然を愛する。何となれば自然は神の心を籠こめたまえる聖業みわざであるからである。すべて人生の深き観察者は又自然の同情者である。何となれば人生と自然とはその生命の根底において相通あいかよう所があり、従って同じ運命が彼かれと此これとの上に懸かかっているからである。


  　使徒パウロは自然について語ること甚はなはだ稀まれであった。ゆえにある有名なる記者はパウロの自然観について次のごとき言をなしている、「単にその人の著作より判断して、パウロのごとく外界の美に動かされなかった記者も少ない。彼は幾度いくたびか地中海の青波に浮かび、美しきギリシャ諸島の影を望みたるに拘わらず、また幾度いくたびか松林鬱蒼うっそうたる小アジアの山峡を往来し、アイダ、オリムパス、パルナッサス諸山の雄姿を仰ぎたるに拘わらず、また小児の折おりしばしば故山の流の畔を逍遙さまよい、その岩角に堰きては瀑のごとくに轟とどろく所を見たるに拘わらず、彼のたましいは余りに深く道徳的心霊的真理に没頭し居たるため、彼はそのすべての書簡中一言も自然美について語る所がない。僅かにルステラにおける彼の演説中の一節（行伝一四の一七）を除いては、パウロが自然に対するいささかの感受性をすら有したる事を表わすべき片言隻句へんごんせきくをも見い出すことが出来ない」と（ファーラー、パウロ伝第二章）。しかしながらこの種の批評家に対して大使徒を弁護せんがためにはロマ書註解の権威たるゴーデーの鋭き一語をもって足りる。曰く「かく言う人（サパチエーを指して云う、彼もまたファーラーに似たる言を公にした）は多分ロマ書第八章を読んだことがないのであろう」と。もし自然に対する最も同情深き声、自然美をその最高の理想において見たる声、自然の心の最も深き所に自己を没入したる声がかつて記録に上ったとするならば、それは疑いもなくロマ書第八章十九乃至ないし二十二節である。


  　パウロはここに「造られたる者」という。その原語he ktisisはあるいは造化の行為あるいは被造物の全体又はその一部を意味する。この場合においては被造物中キリスト者（二三節）その他の人類（一九、二〇により）及び天使又は悪魔等（二〇により）を除きたる生物無生物の全体すなわちいわゆる「自然」の謂いいである。パウロはロマ書第八章において神の子たる者の壮大窮きわまりなき未来の栄光を描かんとするに当あたり、この栄光に参与してこれが背景を供すべき「自然」の現在と未来とに対し深き同情の一瞥いちべつを与えざるを得なかったのである。


  　事物の正しき観察はまずこれを愛するにある、次にこれを絶対者との関係において取り扱うにある。自然に対するパウロの態度はそれであった。彼は必ずしも多島海の波とタウラスの峯とを讃えなかった。自然は必ずしもその小さき部分をもって又はその表面の姿をもって彼の心に訴えなかった。しかしながら彼は神の造りし大自然そのものを見た。彼はその中心に喰い入るばかりの同情をもってこれに対した。またその姿を神との関係に照らして見た。彼は自然のために己が心腸を琴としてその無声の叫びをこれに響かしめたのである（イザヤ一六の一一）。又自ら永遠の立場に立ちて、自然美の如何いかにして完成すべきかを予見し憧憬どうけいしたのである。熱愛者パウロ！彼の前に自然は少しも自己を偽ることが出来なかった。大自然はその赤裸の姿を披ひらいて残りなく彼の眼底に投じた。かくてワーヅワースとブライアントとの詩の及ばざる所をパウロは声高く歌い出いでた。


  　人は言う、自然と人とは最も著るしき対照である。彼かれに真実がある、調和がある、自由がある。此ここに虚無がある、混乱がある、束縛がある。完全は彼かれに在ありて不完全は此これに在ある。美しきは彼かれであって醜きは此これである。人の欠陥はことごとく自然において充みたされる。自然の中に神の声あり、人の中に悪魔の囁ささやきがあると。何人もこれらの語に共鳴するを禁じ得ないであろう。しかしてもちろんその中に真理がないではない。しかしながらパウロの自然観は甚はなはだしくこの普通の思想と異なる所があった。彼は明白に言うた「造られたる者は虚無むなしきに服せり」と。虚無とはすべて恩寵と真実との源なる神を離れたるの状態である。造られたる者すなわち山と水と花と星とをもって彩いろどられたるかの美うるわしき大自然は、実は神に呪のろわれたる者であると彼は断言した。こは余りに大胆なる言い方ではないか。事実が果たしてこれを裏書うらがきするか。そは兎とに角かくとして、注意すべきはこれ独ひとりパウロの観察たるに止まらず、旧新約を通じて現わるる一貫せる聖書的自然観なる事である。聖書は決して自然と人とを切り離して取り扱わない。又これを相反するもののごとくに対照せしめない。聖書にありては自然はその創造の始めより人と離るべからざる関係において置かれた。自然の造られたる目的の一つは人の生活を完まったからしめんがためであった。自然は環境にして人は中心であった。自然は従者にして人は主者であった。霊と物とより成る人は自ら神と自然との連鎖たる地位に立ったのである。自然を司つかさどるべき者は人にして、人を飾るべき者は自然であった。人は自然の頭かしらにして自然は人の誇りであった。かくも密接なる関係をもって始まりしがゆえに二者はまた共同の歴史を形成せざるを得ない。神は自然をして人の運命に従わしめたもう。主たる人の上に臨む事はまた従たる自然の上にも臨む。中心の波瀾はらんは自ら環境にまで及ぶ。人一度ひとたび神の前に罪を犯して、自然もまた大いなる恥辱を招いたのである。人、神との結合より堕ちて、自然もまた神より誼のろわれたのである。例えば若き芽の砕かれて枝全体の凋しぼむがごとし。かくて虚無に服せし者は独ひとり人のみではなかった、罪なき自然もまたその時より虚無に服した。調和と自由とは人に失せて、混乱と束縛とは自然にも臨んだ。欠陥は人にあり又自然にある。しかり、美しく見ゆる自然の根底に実は大いなる欠陥がある。今や不完全なる者は人のみではない。大自然そのものが神の前に甚はなはだ憐むべき状態においてあるのである。――かくのごときが聖書の自然観の一部にして又パウロのそれである。


  　事実は果たして如何いかん。人と自然との連帯関係は、生物学者は素もとよりこれを認める。彼等は曰う「すべての生命は同一のものである。同じ源泉より出発し、同じ道程を取って進み、同じ終局に帰着する。人の生命も畢竟ひっきょうその根底は自然の中にある」と。しかして人の堕落に伴う自然の敗壊に至りてはさらに顕著である。聖書の伝うる所によれば、人の罪を犯すやまず誼のろわれたるものは土であった。曰う「又アダムに言いたまいけるは、汝その妻の言ことばを聴きて我が汝に命じて食らうべからずと言いたる樹きの果みを食らいしによりて、土は汝のために詛のろわる。汝は一生の間労苦してそれより食を得ん、土は荊棘いばらと薊あざみとを汝のために生ずべし。……汝は汗して食物を食らわん」と。すなわち人をして労苦せしめんがために誼のろいはまず食物を産すべき土の上に落ちたのである。その時以降土は楽園におけるがごとき豊かなる生産力を失いて、かえって荊棘いばらと薊あざみとを生ずべく、人は額に汗して労苦するにあらざれば食物を獲るあたわざるに至るという。誰かこの見易き事実を疑うものがあろうか。「試みに従来ただ野生の草木の自然に繁茂するのみなりし処女的森林又は原野を取りて見よ。ここに種を播まかんと欲してその樹木を伐採しその下草を刈り取らんか、たちまちあらゆる種類の忌むべき臭き雑草や刺とげある蕁麻いらくさの類が生はえ出いづるであろう。これを除けば除くに従いて又しても前のごとくに勢いよく生ゆるであろう。かかる所に良き種を下すともその発育は不可能である。げに土の誼のろいと闘わんがためには最も勤勉なる労力を必要とする。同じように多年適当に耕作せられたる一画の土地も、もししばらくそのままに放任せられんには、無数の硬き雑草や荊棘いばらなどが尺寸の余地もなくこれを占領するであろう。すべてこれらの悪しき種はそもそも何処から来たのであろうか。土はまさしく堕落したる人心と同様である――汚れているのである。あたかも人の心がこれを注意して開発するにあらざればいかに好よき境遇にあるとも十戒のすべての罪を生むがごときである」（Ｆ・Ｃ・キムバリー）。その他土地に生産逓減ていげんの法則の行わるる事も人のみな知る所である。何故に人の労力を増加するに拘わらず土地はこれに酬むくいないのであるか。また何故に広袤こうぼう数百万又は数十万方哩に及ぶサハラ、ゴビ等の大砂漠が空しく地上の彼方此方かなたこなたに横たわっているのであるか。かかる現象は地の創造の当初においては見るあたわざりしものであった。人、神にそむきてより土は人のために誼のろわれたのである。貧しくして汚れたる土、衣のごとくに古びゆく地、そは確かに詛のろわれている、虚無に服している。


  　しかしながら詛のろわれしものは独ひとり狭き意義における土のみではなかった。人に従たる大自然そのものがことごとく虚無に服せしめられたのである。見よ植物界の絶えざる苦闘を。その発芽より結実に至る迄の各階梯において幾多の敵と戦いこれに打ち勝つにあらざれば植物はその生を完まっとうすることが出来ない。各種の害虫は根を切り葉を噛み皮下に潜伏し花底に産卵しあらゆる隙を狙うてこれを枯れしめんとする。加うるに天候の不順なるあり、旱魃かんばつ、烈風、降霜、氾濫等の諸害交々こもごも襲い来たりて、多くの愛すべき草木をうち斃たおすのである。また目を転じて動物界に向けんか、そこにはさらに恐るべき不断の戦争の行わるるを見る。鋭き牙と研とぎ澄すまされたる爪とは至る所に出没して、襲撃、掠奪、格闘、流血、食肉等の惨劇が日々に繰り返されつつある。すなわち陸には狼は羊を襲い獅子は鹿を裂き毒蛇は兎うさぎを噛み、空には鷲と鷹とは小禽しょうきんを捉えて貪むさぼり食らい、水には鮫と鰐わにとは小魚を呑んで楽しむ。誠に強者の専横なる跋扈ばっこである、弱者の悲惨なる犠牲である。されば猜疑さいぎ逃奔とうほんは何時いつしか多くの動物の習性となってしまった。彼等は小ささやかなる物音にすら直ただちに耳を欹そばだて身を構えて戦慄しながらあるいは岩蔭の穴へと馳はせ去りあるいは森の茂みへと飛び往くのである。平和らしき山と海との装いの下に深大なる不安と激烈なる恐怖とが充みち満みちている。かかる不完全の世界をしも自然という美名の下に漫然として讃美せんとする者は誰であるか。自然を讃美せよ、されども先まずこれを愛せよ。愛は皮相に満足することが出来ない、自然の根底に大いなる欠陥がある。自然は誼のろわれている、自然は確かに虚無に服している。


  　パウロは大自然の虚無を見た。彼の熱き同情はすべての造られたる者に向かって傾注せられた。しかして世に同情者の耳にのみ聞こゆる衷心ちゅうしんの声がある。大自然の衷心ちゅうしんの声。そんなものが果たしてあるか。無心の自然に何の声ぞ。かく疑う者はあるいは学者あるいは実際家あるいは宗教家であるにもせよ、少なくとも彼等は自然の同情者ではない。自然は彼等の前に沈黙を守るであろう。しかしながら同情者に向かって自然は訴える、虚無に服せる憐むべき自然はその衷心ちゅうしんに漲みなぎる無量の感慨を潮のごとくに注いで彼女の同情者に向かってこれを訴える。誰か、自然をもって無心となす者は。自然の重要なる構成者は動物である。中天に飛んで声の限りに囀さえずり交かわす雲雀ひばりも、重き軛くびきの下に呻吟しんぎんし長鳴する牛も、みな自然の一員である。しかして彼等によりて代表せらるる精神はまた植物の中に動いている。日蔭にありて光を慕う一茎の草にだに機械的作用と比ひすべからざるある心的衝動を認め得るではないか。しかしてまたこれら有機体の生活と離るべからざる関係にあるすべての無生物にもある種の本能なきを誰か断言し得よう。しかり、山にも海にも深き欲求がある。路傍に横たわる一個の石塊すら均ひとしく大自然の一員として天地に漲みなぎる無声の叫びに響応し共鳴しつつあるのである。すべての自然の同情者はこれを感得した。彼等は自然の美を讃美するのみをもって已やむことが出来なかった。彼等の目は外なる装いを透とうして内なる心に触れた。自然の心に言いがたき歎きがある、苦しみがある。虚無に服しつつも虚無に堪たえざるの歎き、敗壊に縛られつつも敗壊を脱のがれんとの苦しみこれである。「私はしばしば自然が哭なげき悲しみつつ私に何物をか求むるを感じた。その求むる所の果たして何物なるかを解せざるはわが身に沁しむ痛みである」と詩人ゲーテは曰うた。「いと麗うららかなる春の日、自然はその艶美えんびの限りを顕あらわす時、我等の心これに酔わされつつもなお苦き悲哀の毒をも吸うではないか」と自然哲学者シエリングは言うた。深き自然の観察者は詩人又は哲学者ならずとも皆これを知る、ゆえにパウロは彼等を代表して言うたのである「我等は知る、すべて造られたる者の今に至るまで共に歎き共に苦しむことを」と。自然は一度ひとたび虚無に服せしめられてより今に至る迄断たえず歎き苦しみつつある、野も山も樹も草も禽とりも獣も「地とそれに充みつるもの、世界とその中に住む者」はみな共に声を合わせて。


  　造られたる者は虚無に服して歎き苦しみつつある。目ある者は見よ、耳ある者は聴け。これ宇宙に充みつる大いなる事実である。パウロはすべての自然の同情者と共にこれを見これを聴いた。しかし彼はただに同情者として隠れたる事実に触るるのみではなかった。彼は又キリスト者としてその事実の根本的意義を捉えざるを得なかった。自然の虚無と煩悶とは神の目にありて如何いかなる意義を有するか。パウロはこれを探りこれを解した。彼は自然を愛したる上にこれを神との関係に照らして見たのである。この立場に立たずして詩人も哲学者も未いまだ自然を解したということが出来ない。誠に詩人ゲーテの解せざりし所を使徒パウロは明白に覚さとった。自然は虚無に服している、しかしこのままにして滅び往くのではない、造られたる者は今に至るまで歎き苦しみつつある、しかしその声は決して空しく消ゆるのではない。虚無に服せるその事、煩悶しつつあるその事の中に深き意義がある。


  　「造られたる者の虚無むなしきに服せしは己おのが願いによるにあらず、望みをもてこれに服せしめたまいし者による」。自然に罪なし。自由の意思を賦与せられざりし彼女の自ら求めて神に背くべくもない。造られたる者の虚無に服せしはすなわちこれに服せしめられたのである。神は人の罪のゆえにやむを得ずして自然を誼のろいたもうた。素もとより彼女をして遂に滅亡に終らしめんがためではない。彼女を支配すべき人を辱めんがためである。ゆえに人にしてもし罪より救われんか、彼女もまた全く詛のろいの束縛より解放せられねばならぬ。人の罪を犯すや否いなや直ただちに救贖きゅうしょくの途みちを備えたまえる神はまた自然を誼のろうに先だちてすでにその復興を予期したもうた。彼は「望みをもって」自然を虚無に服せしめたもうたのである。憶おもう、その時造物者の胸に溢あふれし感慨（もしかく言うを得べくば）の如何いかばかりであったかを。造化の事全く終りて幾許いくばくもなき頃である。天地を環境とし人を中心としたる彼の偉大なる傑作はいみじくも神の前に横たわった。「神その造りたるすべての物を見たまいけるに甚はなはだ善よかりき。……すなわちその造りたる工わざを竣おえて七日に安息やすみたまえり」。しかるに見よ、偉大なる傑作は突如としてその中心より破壊し始めたのである。これに応じて聖なる作者はやおら起たち上あがった。彼の安息は破れその満面のほほえみは消えた。彼は今しも聖手みてを挙げて、成りしばかりの苦心の作品に対し、その環境たる部分を自ら撃たんとしつつある。しかもその熱涙を宿せる瞳の中にはさらに新たなる理想の輝けるを見る。彼に、言うべからざる失望の痛みがあった。同時に新しき希望の慰めがあった。神はこの時己おのが独子ひとりごを犠牲にして、失われたる人と自然とを回復せん事を決心したもうた。人類の救贖きゅうしょくと万物の復興、この貴き希望をもって、神はあえて自然を毀こぼちたもうたのである。ゆえに造られたる者の虚無に服せしその事の中に、すでに無限の希望がある。しかしてこれ神の備えたまいし所なるがゆえに必ず実現すべき希望たるは言う迄もない。


  　毀こぼたれし自然は爾来じらい今に至るまで断たえず煩悶しつつある。虚無に服しながら虚無に堪たえざるの煩悶、すなわち新たなる状態に移らんとする欲求の声である（共に苦しみと訳せられし原語 sunodinei は産みの苦しみを意味する）。その充みたさるべき日の何時いつなるやを知らず、かえって虚無の状態はますます甚はなはだしからんとするの徴候あるに拘わらず、自然はしばらくもその煩悶を廃やめない。まことに熱烈にして執拗なる欲求である。自然もまたアブラハムのごとく「望むべくもあらぬ時になお望み」て、欲求を続けつつあるのである。そもそもかくのごときは果たして空しき望みに過ぎぬであろうか。もちろん欲求必ずしも確実なる希望を意味しない。否いな、空しきものにして堕落せる人類の欲求のごときはない。しかしながら罪なき自然の衷心ちゅうしんの声は純粋である、正直である。こはある意味においてなお霊の声のごとく一種の預言的性質を有する。自然は全く望みなきものを欲求しない。その数千年に亙わたりて断たえざる欲求は、何時いつか実現すべき希望の反映である。思うに神は自然を虚無に服せしめんとするに当り、その復興の希望を彼女に暗示したもうたのであろう。あるいは彼女の欲求そのものが素々もともと神の植え付けたまいしものであろう。何いずれにせよ、造られたる者の歎き苦しみの中に確実なる希望の預言がある。


  　希望、自然の前途に横たわる確実なる希望、そは果たして如何いかなる希望か、「そは造られたる者自ら滅亡ほろびの僕しもべたる状さまより解かれて、神の子たちの光栄の自由に入るべければなり」。僕（奴隷）より自由へ！滅亡より光栄へ！しかり神の子等の光栄へ！貧しくして汚れたる土と、闘争又は荒廃に苦しめる諸生物とは、共にその囚とらわれたる状態――滅びゆく現在の状態より解放せられて、自由の状態――新しき光栄を被きせられたる状態へと移るであろう。すなわち全地は化して最も豊かなる園となり、すべての植物は限りなき生気に充みちて栄え、動物界にもまた貴き平和が遍あまねく行き渡るであろう。


  
    荒野あれのと潤いなき地とは楽しみ、砂漠は喜びてサフランのごとくに咲き輝かん。盛んに咲き輝きて喜びかつ喜びかつ歌い、レバノンの栄さかえを得カルメル及びシャロンの美うるわしきを得ん。彼等はエホバの栄さかえを見、我等の神の美うるわしきを見るべし。……そは荒野あれのに水湧き出いで砂漠に川流るべければなり。やけたる砂は池となり、潤いなき池は水の源となり、野犬のいぬの臥したる住所すみかは蘆葦あしよしの繁しげり合う所となるべし。（イザヤ三五の一、二、六、七）

    山と岡とは声を放ちてみまえに歌い、野にある樹きはみな手をうたん。松樹まつのきは荊いばらに代わりて生はえ、岡拈樹もちのきは棘おどろに代わりて生はゆべし。こはエホバの頌美ほまれとなり、またとこしえの徴しるしとなりて絶たゆることなからん。（同五五の一二～一三）

    狼は小羊と共に宿り、豹は小山羊と共に臥し、犢こうし、小獅子おじし、肥えたる家畜けだもの共におりて小さき童子わらべに導かれん。（同一一の六）

  


  　かくて自然の虚無はことごとく癒され、天地は荘美の極に達し、万物の歎き苦しみの声は消え果てて、絶大なる歓喜の歌がこれに代わるであろう。しかもそは自然の独唱ではない。彼女の側に立ちてこれを導きつつ声を合わせて共に永遠の讃歌を唱うる優秀なる伴侶がある。神の子――贖われたる人――キリストに似たる光栄を被きせられたる聖徒等がそれである。自然は彼等の随従者として彼等の光栄に参与するのである。これ始めに彼等の罪のゆえに誼のろわれたる自然のまさに受くべき特権である。又彼等（人）がその救いを成就せられて永遠の生活に入る時、これにふさわしき環境を提供してもって彼等の生活を全まったからしめん事は自然の最後の使命である。ゆえに自然はただに自然として完成せらるるのみではない。さらに一段優秀なる神の子等の受くべき恩寵に自ら参与する事を許される。すなわち曰う「神の子等の光栄の自由に入る」と。ああ、誼のろわれたる今の天地は何時いつかキリストの光をもって蔽おおわれ、燦然さんぜんとしてこれを反射するに至るであろう。その限りなき荘美に比ひしては、今の地中海の青波も小アジアの緑蔭も数うるに足らない。パウロの目に映じたる自然は此これに非ずして、彼かれであった。パウロは自然の理想を見て心躍った。しかしてこの高遠なる理想は何時いつか必ず事実となりて現わるるのである。


  　神の子等の光栄に参与するという、この理想の実現は何時いつであるか。神の子等は今はなお光栄を被きせられていない。彼等はすでに新しき生命に入りて、神との関係においては恩寵に恩寵を加えられるといえども、この世の立場より見ては、キリストと共に十字架につけられたる死者に外ほかならない。彼等は無視せられ嫌悪せられ排斥せられつつある。しかしながらやがてある驚くべき時が来たるであろう。すなわち終わりのラッパ忽焉こつえんとして鳴り響かん時、イエス・キリストその栄光の体をもって我等の前に顕あらわれたまわん時、その時神の子等もまたみな栄光の姿に化せられて大いなる権威を帯びて顕現するのである。「汝等は死にたる者にして、その生命いのちはキリストと共に神の中うちに隠れあればなり。我等の生命いのちなるキリストの現われたもう時、汝等もこれと共に栄光の中うちに現われん」（コロサイ三の三、四）。しかしてその時こそまた自然の理想の実現すべき時である。自然は神の子等の顕現を俟まちて初めて完成せしめられる。このゆえに自然の待望は神の子等の栄光の姿における顕現にある。「それ造られたる者は切に慕いて神の子たちの現われん事を待つ」、「切に慕いて」と訳せられたる apokaradokia の語義は頭を挙げて（kara）遥かに（apo）窺う（dokeo）の意である。「いかに塑造的の表現よ。彫刻の天才はこの一字のギリシャ語より希望の像を彫むであろう」（ゴーデー）。見よ大自然はその頭を挙げて「神の子等は未いまだ顕れずや」とひたすら窺い望みつつある。天地の思慕、万物の待望は一に我等人類の救贖きゅうしょくに集中しているのである。


  　「地球は単に数学的法則の下に支配せらるる死物ではない、今日まですでに幾多の自己変形を経過し今なお絶えざる進歩の途上にある生活体である」とは地質学の唱うる所である。しからばその進歩の終局においては遥かに秀逸なる変形を期待せねばならぬ。学者のこの提言はたまたま聖書の教えと暗合する所がある。聖書にありては自然の生命は希望にある、万物はみなある光栄ある未来を望んで動きつつある。山に希望あり、海に希望あり、囀さえずる鳥に希望あり、散り行く花に希望あり、新緑に希望あり、紅葉に希望あり、旭光きょっこうに希望あり、夕陽に希望あり、誠に宇宙そのものが一つの大いなる希望である。キリスト者はここに現われんとする新しき宇宙を予見し憧憬する。彼の自然観は純然たる希望的自然観である。しかして彼はその希望の実現が自己の完まったき救贖きゅうしょくに懸かかることを知るがゆえに、彼の自然に対する同情は弥いやが上に深きものたらざるを得ない。


  



  第六　沙洲を超えて――死後の生活


  



  一　「今日我と共にパラダイスに」


  
    日没、明星、

    そして私を呼ぶ一つの明らかな声！

    どうか沙洲の歎きがないように、

    私が海へ漕ぎ出る時。

    

    しかしぐんぐん動く潮も眠っているように見えるのだ、

    響きや泡を立てるには余りに充みちているから、

    限りなき深みから出て来たものが

    また家に帰る時には。

    

    薄明、晩鐘、

    そしてその後に暗やみ！

    どうか告別の悲しみがないように、

    私が乗り込む時。

    

    なぜなら時や場所などという私たちの小河から

    さし汐が私を遠く連れて往くにしても

    私は私の水先案内にまのあたり遇あうことを望んでいるのだもの、

    私が沙洲を超えるとすぐに。

  


  　有名なるテニスン辞世の詩だ。何という香りたかき詩！


  　詩人という者はよく自分だけの想像をうたうものだ。しかしテニスンはここにただ線香花火のような、消えて跡なき空想を胸裏に描いて、それを文字に移して見ただけなんだろうか。たとえ数多き彼の詩の中にはそういう比たぐいのものもあるいは絶無でないにしても、少なくともこの短詩だけはちがう。これはただの「詩人」の詩じゃない。歌ごころの無い自分にすら、ここに現われている思想は、一つの確かな実験的真理として、無条件に共鳴を促すではないか。ほかの詩は知らぬが、「沙洲を超えて」はたしかに霊魂の実験の声だ。それはテニスンのものであると共に又私のものだ。私自身の告白だ、讃美だ、祈りだ。


  　人生の日没！厳粛な時だ。薄れ往く空にきらりと、光ゆかしき宵の明星。そして今！今明らかに私の名を呼ぶ声が聞こえる。ああ召したもうのだ。いよいよ時が来たのだ。往こう。往かなくてはならぬ。名残りは惜しい。しかし嬉しい。未知の世界がもう見え始めた、大きな、厳粛な、そして楽しい世界。かつて憶えないこの幅広い経験のために、自分の胸は躍るばかり。


  　何しろそれは徒いたずらに歎かれるには余りに貴い経験だ。沙洲に立って泣かれるだけでは、胸躍るこの船出にとてもふさわしくない。私は何処へ往くのか、どうして往くのか。私を愛する人々よ、どうかそれを知って貰いたい。


  　今私は眠りにつくのか。そうだ、眠りだ。すべて深いもの、充みちているものは、眠っているように見えるのだ。小川のせせらぎのように響きや泡を立てないからだ。あの満々たる潮はどうだ。大きな水の世界が一面にぐっすり寝入っているかのよう。しかし実はその力強い動きかた！ぐんぐんと何物の抵抗をも許さぬ強い強い動きかた！


  　限りなき深みから出て来たものが、また家に帰る時にはいつもこうなんだ。眠るのだ、響きや泡を立てなくなるのだ、それだけ深い存在の状態に入るのだ、目ざましい動き方だ。


  　何と言っても、もちろん大いなるさびしみを打ち消す訳にはゆかない。薄明！晩鐘！そしてその後から全世界を包もうとする暗黒！ああ、たましいがおののく。


  　しかし、それにも拘わらず、やっぱり自分は悲しんで貰いたくない、今乗船の間際まぎわに。それはお別れには違いないが、いわゆる告別の悲しみなるものは、何としても自分の場合にはふさわないのだ。


  　なるほど私は今さし潮にひかれて、時とか場所とかに限られ過ぎているこの小流れから、測り知られぬ大洋の沖へと、遠く遠く連れて往かれるのだろう。が、しかしその私の望みの鮮やかさ、楽しさ！私は今私の水先案内――誰よりも慕わしい彼――に、まのあたり遇あおうとしているのではないか。しかもすぐそこで、私が沙洲を超えるが早いかすぐそこで。


  　何という明るい経験だろう。何という望みに充みちた船出だろう。これがあの黒い「死」という文字をもって代表される事実なんだろうか。不思議だが、しかしそうにも違いはない。


  　昔のユダヤの詩人が「たとえ我われ死のかげの谷を歩むとも禍わざわいを恐れじ。なんじ我と共にいませばなり」と歌うた心もちも、よく似ている。山地の詩人は海国のそれのように、海といわないで谷と言った。そして海の水先案内はすなわち谷の牧者だ。彼が共にいますから、禍わざわいが禍わざわいでなくなるのだ。


  　しかし死のうたとして、テニスンの声の方がダビデのよりも遥かに高調であることを疑うことは出来ない。それはなぜか。けだし旧約時代に死の国の光景はなお甚はなはだ不十分にしか啓示せられなかったからだ。だから旧約の死観にはいつでもある暗さが附き纏まとうている。新約に入って明らかにせられた多くの真理のうちで、最も福さいわいなものの一つは実にこの問題だ。イエスは死の前に垂れている帷とばりを高く掲げてくれた。使徒らは沙洲の彼方なる未知の大海の光景を見事にスケッチして我等に遺のこしてくれた。


  　新約が死について語るところは極めて少ない。それはもうほんの数箇所に過ぎない。しかしその言葉数の少なさに反して、その力の強さ！イエスも使徒等も天国の福音を伝え復活の嘉信を宣ぶるに急であって、死の問題はほとんどこれを忘却したかのように見えた。実際稀まれなる例外の場合のほか、彼等は死を主題としては語らなかった。それでもなお話題が一たびここに触れる時には、何という高い調子で彼等は語ったろう。沙洲の彼方を望む毎に、何かしら言いがたき光耀こうようを彼等は胸に感じたようだ。そしてその言い表わしはいつも詩に近い形を取った、いわばこの問題は散漫な叙述には堪たえられぬと言った風に。


  　先まずこの問題に大いなる光を投げかけたものは、十字架の上からのイエスの叫びであった。短いけれども実に美うるわしい一言。


  
    我われ誠に汝に告ぐ、今日、なんじは我と共に、パラダイスに在るべし。（ルカ二三の四三）

  


  　彼と一緒に十字架に懸かけられた二人の悪人の中のひとりが、今一人の者のイエスを譏そしるのを聞いて、「なんじ同じく罪に定められながら、神を畏れぬか。我らはなしし事の報いを受くるなれば当然なり。されどこの人は何の不善ふぜんをもなさざりき」と彼を制したあとで、イエスに向かって願うて言うた。「イエスよ聖国みくにに入いりたもう時、我を憶えたまえ」と。そしてこの願いに対して、イエスの発せられた答が右の一言である。


  　考えて見れば珍らしい会話だ。一緒に十字架にうちつけられて、非常な苦痛を忍びながら、刻々に迫って来る死を待つふたり、しかも一方は盗賊か何か、他方は聖なる神の子だ。お互いに今まで少しも識しり合いの間柄ではなかった。何の縁故もない、そして距離の甚はなはだ遠い二つのたましいが、偶然にも、この稀有なる機会に、最も真剣な心もちでもって手を握り合ったのだ。


  　悪人の願いのいじらしさ。彼は今に至るまでどんな悪業をして来たにもせよ、十字架の上における彼の心は、砕けに砕けたものであった。彼はかつて直接にか間接にかイエスの天国の福音について聞いておったと見える。もちろんただ聞いただけでそれを顧みはしなかった。しかるに今始めて人生の厳粛さに直面して、彼の内側に急激なる革命が実現したのだ。彼の霊魂は今しきりに天国慕わしさの渇きに喘あえぐのであった。すべての弟子たちさえ棄てたイエスを、彼は今憚はばからず救い主として仰いだ。そしてイエスが聖国みくにをもって再臨せられる日に、彼に忘れ去られて復活の恵みより漏れることのないようにと、いじらしくも最後の願いを彼に打ち明けたのである。


  　思わぬ時に、この失われたるたましいの純なる叫びを聴いて、神の子の心は悦びをもって充みたされた。彼は多分十字架の上より慰藉いしゃに富みたるその顔を隣の十字架に向けて、励ますように力強く答えた。


  
    「ほんとうに私はお前に言う、今日、お前は私と一緒に、パラダイスにいるだろう！」

  


  　「ほんとうに私はお前に言う」、この言葉が前置きになる時、問題が特別に重いものでないことは無かった。それは実にイエスが心をこめての発言であった。


  　「今日」、何時いつか分らぬ遠き未来の彼が再臨の日ではない、今日と称となうるうちに。すでに中天まで上った太陽がまだ西の海に没しないうちに。そして、磔殺たくさつされる者は自然にまかして置けば通常その死までに数十時間を経過するのだが、この日は特別に安息日の前日だったから、ユダヤ人等が日の暮れるのを待たずに囚徒らの脛すねを折って最期を早める事を、イエスは恐らく予知しておられたのだろう。だから「今日」と言えば、つまり「お前が息絶えるや否や即刻に」という意味に外ほかならない。テニスンの言葉をもっていい換えれば、「お前が砂洲を超えるとすぐに」だ。「お前は私と一緒に……いるだろう」。ただ「憶える」ぐらいではない、一緒にいるのだ。一緒に暮らすのだ。すべての生活を共にするのだ。


  　「お前と一緒に」、愛する者からこの言葉を聴くほど喜ばしい経験があるだろうか。人生最も願わしきは、所詮、聖き愛の偕在ということだ。その価値はまさに絶対的だ。これがある時に一切がある。これが欠乏する時に一切が欠乏する。死―別離―孤独―堪たえがたき寂寥。誰でもこういう風に連想する。なぜ死が辛いのか。愛の偕在が失われるからだ。この一事に他の何ものをもっても償うことの出来ない損失があるからだ。逝ゆく者も遺のこされる者も、この一つの傷のために限りなく痛むのだ。


  　しかるに逝かんとする盗賊はかつて一度ひとたび明白にイエスの口から聴いた、「今日、お前と一緒に……いるだろう」と。イエスは己に信頼する者を如何いかなる場合にも棄すて置かない。「我われ汝らを遺のこして孤児みなしごとはせず」と他の場合に彼は言うた。もしこの約束が空しいものでないなら、それの実現を最も痛切に要求するのは、死の国においてではないだろうか、その寂しき日に孤児みなしごにせられるくらいなら、他の場合のめぐみも何で数うるに足ろうか。果たして彼は再び、彼に信頼するすべての者を代表せしめて、盗賊に対して最後の約束を与えた。死の国において彼は決して我等をひとり寂しく棄すて置かない。そこへ我等が移るとすぐ、我等は彼の輝いた顔を見い出すのだ。そしていつも彼と一緒にいることが出来るのだ。ほんとうにテニスンのうたった通り「さし潮が私を遠く連れて往くにしても、私は私の水先案内にまのあたり遇あうことが出来るのだ、私が沙洲を超えるとすぐに」。


  　「パラダイスに」。未知の死の国を思うて、誰がそのわびしさに心を暗くしないものがあろうか。旧約の聖徒等すら言うた、「この地は暗くして晦冥やみに等しく、死の蔭にして区分わいだめなし。かしこにては光明ひかりも黒暗くらやみの如し」と（ヨブ一〇の二二）。彼等はまたこれを「幽寂おとなきの地」（詩九四の一七）、「忘失わすれの国」（詩八八の一二）などと呼んだ。そこではあらゆる歓楽はやみ、希望は失われ、歌は絶えると想像せられる。「蛆うじなんじの下にしかれ、蚯蚓みみずなんじを蔽おおう」というような厭いとわしい形容さえ、預言者がこの地に適用した言葉に相違ない（イザヤ一四の一一）。ほんとうに人が住むことを望む最後の国がいわゆる陰府よみだ。他のすべての場所が鎖された後でなければ、とても目に入らないのがこの場所だ。


  　それだのに、ひとりイエスはこれを何と呼んだか。言葉もあろうに、彼の選んだのはまた比たぐいなく輝かしいものであった。パラダイス！およそある場所又は状態を呼ぶのにこれよりも高い名があるだろうか。それは全幅の意味において人の心を惹ひき付ける名だ。正当に「パラダイス」と呼ばれ得る所に誰もがいたいのである。そういう所をみんなが慕い求めているのだ。それは実際あるのか。あるならば何処に？かつてはこの名をもって聞こえた一つの美うるわしい園が地上にあった。しかしそれが人の手から失われて以来もう久しいことだ。地上には確かに再びこの名に値すべき所がどこにもない。しかるにここにイエスは大胆にも明言したのである。「今日お前は私と一緒にパラダイスにいるだろう」と。「今日」といい「私と一緒に」というさえ嬉しい音ずれであるのに、まだその上に「パラダイス」とは！そしてそれがあのわびしく厭いとわしい死の国のことであるとは！


  　余りに思い切った提唱だ。気味がわるいほど痛快な倒錯観だ。しかしもしこういうものが福音というのでないなら、何がそれだろう。イエスは我等の霊魂の行先を「地の深き所」（詩六三の九）「水またその中なかに居おる者の下における戦慄」（ヨブ二六の五）から解放して、天の高き所、神のみもと（後コリント一二の四、黙示録二の七）にまで引き上げてしまったのだ（イエスの死よりその復活昇天までの間のパラダイスの特別の性質については必ずしも今ここに研究する必要がない）。


  　薄明、晩鐘、そしてその後に暗やみ、愛する者は何処に逝いたのか。一度ひとたび沙洲を超えし後は、ただひとり、見も知らぬ暗黒の大海の沖あい遥かに？遺のこされし者に告別の悲しみが湧かざるを得ようか。その堪たえがたく暗い思いにすべての涙を注ぎつくしたい。


  　しかしながら主に在りて逝く者は、振り返って手を打ちふりながら言う「どうか告別の悲しみがないように！どうか沙洲の歎きがないように！」と。沙洲の彼方は大海だ。しかし暗黒の国ならぬ光かがやくパラダイスだ。そこには水先案内――我が霊魂を愛するイエスが待っている。福さいわいなるかな、主にありて逝く者！


  



  二　生くるはキリスト、死ぬるは益なり


  



  　沙洲の彼方に待ち受けている水先案内が、今しも河口から乗り込もうとする心弱き客を励ますように、イエスは十字架の上から盗賊に向かって語った。もし人類がかつて死の国について聞くことの出来た確かな消息はこの一言しか無いのであるとしても、それは我等の望みを堅き固き磐いわの上に繋つなぐに足るものであった。しかし喜ばしくも、なお我等に適切な他の音ずれが伝えられている。それは使徒パウロの告白だ。


  　パウロの告白は彼の辞世の言ではない。その時死は彼に取ってまだ差し迫った事実ではなかった。沙洲はまだ視界の外にあった。にも拘わらず、彼は首を伸べて懐かしげに沙洲の彼方を望み見たのだ。ちょうど故国の岸に近づいた帰朝客が、甲板の上から、まだ現われもせぬ陸地をじっと見やるように。ほんとうにパウロの心は強く死の国に惹ひかれていた。


  　そういう風な物の言い方は、何か厭世的気分を連想させるかも知れない。しかしどうして。パウロの場合には世界が全く別なのだ。この人に取って何が不似合だと言って、物暗い厭世的の気分ほど縁の遠いものはなかった。もし生の歓喜を極度まで味わい得た人がかつてあったとしたなら、それはパウロだ。


  　彼には生きる事その事が歓喜であった、歓喜の充実であった。「……我は喜ばん、汝らすべてと共に喜ばん。かく汝らも喜べ、我と共に喜べ」。「我が兄弟よ、汝ら主にありて喜べ」。「汝ら常に主にありて喜べ、我われまた言う、汝ら喜べ」（ピリピ二の一七、一八、三の一、四の四）。およそこういうような言葉に彼の生活の基調がよく表われている。


  　そしてパウロがそうまで歓喜に充みちた生き方をしたのには、実際十分の理由があったのだ。彼は自ら説明して言うた。


  
    我にとりて、生くるはキリストなり。（ピリピ一の二一）

  


  　簡単な、しかし何という深い言葉だろう。私は今まで幾度いくたび、自分の愛する武蔵野の野路を辿りながら、この一句を繰り返し口ずさんで、パウロの心を偲しのんだかわからない。私は彼のペンにこの一句が上った時の彼の満足のほほえみを想像する。否、私は、小アジアの片田舎やギリシャの都会を巡歴めぐって聞くに堪たえない嘲笑や痛々しい迫害を受けながら、ただある一人の名を唱うる事に無限の慰藉いしゃを見い出していたかの貧しい伝道者の面影を想像する。愛する者の名を呼ぶという事は実際不思議な経験だ。一つの名の中に自分のすべてが披瀝ひれきせられる。キリスト！それはパウロにとってどんなに慕わしい名であったろう。それを呼ぶ時に、彼は自分の全生命がそこに注ぎ尽くさるることを感じた。この名をもって表わし得ない何ものも彼には無かった。キリストによって彼は生まれ更かわったのだ。キリストによって彼は生きているのだ。いや、最早もはや彼自身が生きているのではない、キリストが彼の内に生きているのだ。またキリストの心を悦ばす事が彼の生きることの目的の全部なのだ。キリスト、キリスト、キリスト。彼のいのちの源も、力も、望みも、みなこの一つのものにあった。ほんとうにそれが彼にとってのすべてであった。もしこの一つのものが無いなら、如何なる意味においてもパウロの現在の生命はあり得ないのだ。だから、彼は言わざるを得なかったのだ。「私に取っては、生きる事すなわちキリストだ」と。


  　愛に生きる人は福さいわいだ。最も福さいわいなのは、キリストに対する愛に生きる人だ。彼をいつも心に抱いて、「自分が生きているのは如何いかなる意味においても彼があるからだ。彼が自分の喜びであり、望みであり、いのちそのものである」と言い得る人その人は福さいわいではないか。その人は生き生きしている。なぜなら聖き愛が内に湧き外に溢れて輝いているから。その人は歓喜で充みちている。なぜなら神の子の心を悦ばす事が人としての最も深い霊的要求の満足であるばかりでなく、すべての悲しみはまた彼によって慰められるから。その人はいつも力強い。なぜなら限りなき力の供給を受け得るから。そしてパウロが実にその人であった。彼ほど生き生きと、彼ほど歓喜に充みちて、彼ほど力強く、生活した人も少なかった。彼は確かに稀なる生のめぐみの実験者であった。


  　すべての人が死を怖れる。なかんずく生においてめぐまれる者ほどそのこころが強くあるのは当然だ。もしパウロが何人にもまさりて死を厭いとうたとしても、誰がそれを怪しもうか。しかるに事実はかえって反対の極端にあった。パウロは今しも生のめぐみを悲歌して進めたそのペンを新たにインク壷に浸す間もなく、一気に、驚くべき次の句を綴ってしまった。曰く、


  
    また死ぬるは益なり。（ピリピ一の二一）

  


  　益とはもちろん損失に対する利益のことだ。すなわち、ものがすでにある所よりは減じないばかりでなく、かえって増すことを意味する。疑いもなくパウロはここに生と死とを比較して、そして死は生よりもさらに益である、さらに勝ると断言したのだ。次の二節が一層明らかにその意味を裏書する。曰く、


  
    されどもし肉体にて生くる事、わが勤労はたらきの果みとなるならば、孰いずれを選ぶべきか、我われこれを知らず。我はこの二つの間に介はさまれたり。わが願いは世を去りてキリストと共におらんことなり。これ遥かに勝るなり。（ピリピ一の二二、二三）

  


  　「私にとって生きる事はキリストだ、歓喜の充実だ。また死ぬ事はそれよりももっとよい。しかし自分の喜びだけで取捨をきめるわけには往かない。もし自分の生きている事が人のためになるなら、すなわち人のための働きの果みを結ぶ条件になるなら、それなら私は一体どっちを選んだらいいのか、私にはわからない。私は全く二つの間に板挟みになって当惑する。自分だけの願いを言わしてくれるなら、それはもちろんキリストと一緒にいることだ。その方がどんなによいことかも知れない」。


  　驚くべき告白ではないか。誰の口からかつてこんな言葉が聞かれたろうか。生と死との間に板挟みになって困った者は昔から必ずしも少なくはない。しかしそれはみな呪いの方面からだ。生の呪わしさと死の呪わしさとの間に介はさまれたのだ。ハムレットのように、生きんには余りに荷が重く、さりとて死なんには余りに心弱しという憐れなジレンマに陥って、結局「居る方がいいのか、居ない方がいいのか、それが問題」となったのだ。素もとよりパウロの経験との間には天地の差がある。パウロが苦しんだのは呪いならぬ恵みの板挟みのためだ。生は彼にとって言いがたき恵みであった。しかしそれにも勝る死のめぐみ！パウロの告白はまさしく死の讃美でなくして何であろうか。


  　パウロは死を讃美した。死は彼に取って生よりもさらに美しくさらに願わしきものであった。それはなぜだろうか。唯一の理由しか考え及ばない。キリストのゆえに酔うほど甘い生よりも、なお勝るものは、いよいよ濃く深くキリストを味わうことの出来るものでなくてはならぬ。キリストを離れて、何処にも恵みはない、益はない。「生はキリスト、死は益なり」という、言い換えれば、死はより多くキリストであるというよりほかの意味ではあり得ない。現にパウロ自身が直ちに説明を加えて曰うた「わが願いは世を去りてキリストと共におらん事なり。これ遥かに勝るなり」と。他の場合にもまた彼は曰うた「願うところは身を離れて主と共におらんことなり」と（後コリント五の八）。ある高い意味において、主キリストと一緒にいる事、これだ。ただこの一つの事実のうちに、死の優れたる甘さ、それが生よりも益である所以ゆえんの全部が籠こもっているのだ。


  　我等はどうかすると、世の終わりの日における復活を信じながら、死の夕ゆうべから復活の晨あしたまで、すなわち沙洲を超えてから永遠の国の岸に着くまでの状態について、暗い思いを抱き易い。一度ひとたび眠りについてから、起きよという主の声を聞くまでは、いわば失神の状態にあるのであって、意識もなければ、交通もないというのが、多くの人々の考えのようだ。もしそれが事実であるとしたら、復活の希望はさる事ながら、当分の間の霊魂の運命について、誰が寂しい思いをせずにいられようか。少なくとも私のような弱い者は、現実に愛する者の死に面したような時に、それではとても堪たえられない。


  　この時に当たって、パウロの告白は何という慰めに富んだ音ずれであろうか。彼は霊魂が「身を離れて」から復活に至るまでの間の状態について、右のような高い高い讃美の声を挙げたのだ。試こころみにしばらく彼の立場に立って見よ。生きる事は彼に取ってキリストであった。しからば失神の状態に陥る事が、キリストにあって溢るる歓喜と希望との生活を続ける事よりも益であり得るだろうか。黒暗の谷に冷たき石のごとく黙々として横たわる事が、キリストに牧せられて緑の野に臥し憩いの水浜みぎわに伴わるる事よりも勝り得るだろうか。意識なき永ながき睡眠に耽ふける事が、キリストによって敵前に筵えんを設けられ、首こうべに油を注がれ、酒杯さかづきを溢れしめらるる事よりもさらに善よくあり得るだろうか。殊ことにパウロが滅びに向かう霊魂に救いの音信おとずれを伝うべき自分の務めをどんなに誇りかつ感謝したかを思え。この務めを果たす事の光栄に比べては、すべてのものを塵芥ちりあくたのように彼は見棄てたのだ。しかるにただ死だけは、これをこの光栄に比べて見て「いずれを選ぶべきか、我われこれを知らず、我はこの二つの間に介はさまれたり」と言っているではないか。そしてなおも心残りらしく「わが願いは云々、これ遥かに勝るなり」と附け加えているではないか。ああ使徒パウロの口からかくまでに熱切なる告白を聴きながら、なお死の暗さを信じなくては気の済まない人はそう信ずるがよい。私は――私はパウロの言によって慰められる、そしてその意味をなおも深く味わって見たいと思う。


  　前にも見たように、死に対するパウロの讃美の理由は、全くただキリストと共にいるという一事実にあった。世に在るうちにも我等はキリストと共にいるのではないか。確かにそうだ。しかし均ひとしく「共にいる」といっても、その内容に大分のちがいがある。パウロ自身が他の場合に簡単にそれを説明した。「かつ身に居おるうちは主より離れ居おるを知る、見ゆる所によらず、信仰によりて歩めばなり」と（後コリント五の六、七）。我等が親しい友と離れている時でも、お互いに信じ合う事によって、霊的に一緒にいることが出来る。確かに一緒にいるのだ。しかしそれでもなお顔と顔とを合わして相見る時の喜びはどんなに勝るだろう。ちょうどそれだけのちがいが、現世の生活と死後の生活との間にもあるのだ。ここではキリストとの関係がすべて信仰という媒介者を通してだ。その意味において、彼と一緒にいる事もまた間接的事実だ。しかるにあすこではすべてが直接だ。あすこでは信ずるのではなくて見るのだ。「霊魂がその謙遜なる友にしてかつ道具であったところの身体をしばらくの間棄すて去る時に――後日全く革あらたまった美しさにおいて再びそれを取るためにほんのしばらくの間脱ぎ去るのだが――その時霊魂は直接にキリストの面前に出て、まのあたり彼と相見るのだ」、離れていた友と遇あうように、又は顔蔽おおいがたちまち取り除かれたように。そしてその時以後、肉にありては経験することの出来ない親しさにおいて、いつも彼と共に暮らすのだ。およそ相愛する者が共に在る事によって経験し得べき美うるわしさを、その最も高き程度において、我等の霊魂は死の国にあって経験するのだ。


  　その事自体がどんなに福さいわいなことだろう。しかしそれにつけて我等はなお一つの事実を想い浮かべずにはいられない。我等が先に往った愛する者とまた会うことの出来るのは何時いつか。復活の日にその喜びが我等に許されることは言うまでもない。けれども復活の晨あしたまで我等は待たねばならぬのか。そういう風に考えるのは、死の国における生活についての観察が鮮明を欠くためではないか。そこで各自がキリストとの間に最も生き生きした直接の交通を続けながら、お互いには通じないでいられるだろうか。有り得べからざる事だ。否、我等がキリストをまのあたり見い出す時に、またすべて我等の愛する者をも見い出すのだ。彼等は彼と一緒にいる、彼等はそこで我等を待っている。ああ再会の悦び！その実現の日は近い。必ずしも復活の朝まで待つに及ばない。我等各自が委ねられし戦いを終って、父のみもとに凱旋するその時、彼等は歓び勇んで我等を迎えてくれるだろう。彼等もまた貴き水先案内と一緒に、砂洲のかなたの瀬戸際で我等を待ち受けてくれるだろう。


  



  三　天職の不滅


  



  　聖書がある個人――歴史的人物――の死後の生活について記している場合は、私の気付いた限りにおいて、三つある。もちろんイエスの場合は別として。


  　その一つはアベルである、アベルについてへブル書記者は言う、


  
    彼は死ぬれども、信仰によりて今なお語る。（一一の四）

  


  　言うまでもなくアベルはアダムの子、人類の生誕の記録から言えば第二人者、死の方では実にその最初の記録の作製者だ。この人が惨いたましい殉教の死を遂げてから、へブル書記者の時代までには、もう四千年あまりも過ぎている。それだのに「彼は死ぬれども、今なお語る」という。何を意味するのか。


  　「それは明らかに『時の無いこと』を意味する。すなわちこの人はいつまでも時代錯誤とならない事、へブル書記者が生きていた時に、彼の声はなお全く近代的の声であった事を暗示する。アベルの声は老朽しない。彼の人格は特定の時代に属するものならぬある世界的な従って永久的なものを代表したのである」とジョージ・マセソンは説明する。時代錯誤となることを知らぬ人格、永久に近代的な声――美しい説明だ。アベルは確かにそれだ。彼の単純な信仰と、その義のために犠牲となった最期とは、何時いつまでも人の心に新しい印象を刻んでやまないだろう。しかし私は疑う、へブル書記者がここに言っているのは果たしてその事だろうか。「彼は今なお語る」というのは、単にその後世に遺のこしている感化のことを意味するに過ぎないのだろうか？


  　「真実の解釈はその起源たる本文、すなわち創世記四章十節（汝の弟の血の声、地より我に叫べり）並ならびにヘブル書十二章二十四節（アベルの血に勝りてものいう注ぎの血）に引照して見ればすぐわかる。ここに『語る』とあるは、人には聞こえずとも神には聞こゆる罪なき血のその叫びを意味すること、日のごとく明らかではないか。しかしてその事は義人は死後なお神の眷顧けんこの目的であり、従って失せず忘られず、なお神に向かって生きることを証明する。――その叫びは聖書の記録において断たえず発言を続ける。アベルは聖書の中に今なお語る、何となれば神は彼の叫びを聴くとそこに言うているからである」、デリッチはこういう風に註解する。そして彼のいうとおり、「語る」とは単にアベルの人格又は生涯が我等の心に訴えるという漠然たる意味ではあるまい。彼の血が神に向かって復讐を求めるその叫びのことを心に置かないで、へブル書記者がこの言葉を記したと想像するは不可能だ。アベルが死んでもなお語るという時にそこに特別の意味を認めない訳わけにゆかない。けれども私はなお疑う、へブル書記者の意味は果たしてデリッチの言うところで尽きているだろうか。単にアベルの血の叫びだけの事がここに意味せられているに過ぎないだろうか。


  　一体、ある人が語るといえば、無論その人自身が語ることではないか。「アベルは死ぬれども信仰によりて今なお語る」という。それは彼の歴史が語るというのではない、はた又彼の血が語るというのでもない。歴史が語るとか血が語るとかいうのは擬人的の言い方だ。人ならぬものを人に擬なぞらえていうのだ。しかるに人そのものが語るという時に、それをわざわざ擬人的に解するという法はない。アベルが今なお語るというなら、アベル自身が今なお語ることにきまっている。そうだ、アベル自身が今なお、死んで後すでに何千年の今なお、語りつづけるのだ。エデンの野に朽ちた彼の肉体なぞは分解飛散して幾変遷を経たか分りはしない。彼の生涯に関する記録さえ僅かに聖書中の一二行を除くほか何処にも伝わっていない。それにも拘わらず、アベル自身は滅びたのでもなければ、無意識の状態に眠っているのでもないのだ。彼は死ぬには確かに死んだ。けれども彼は今なお生きているのだ。そして今なお信仰によって語っているのだ。


  　彼は何を語っているんだろうか。この問題に来て始めてデリッチの解釈が役立つ。かつて地から叫んだアベルの血の叫びがまた天のパラダイスにおける彼自身の叫びでなくてはならぬ。彼は復讐を叫ぶ。神に向かって、不当に流されし己おのが血の復讐を願い求める。それは敵に対する憎しみからではない、自分の満足のためではない、正義のため、神の聖きこころの実現のためにだ。アベルは死んでからもなお正義のために絶えず語りつづける。


  　使徒ヨハネがパトモス島で霊に感じて見た幻のうちに次のようなのがあった。――祭壇があった。その下に多くの人の霊魂があった。いずれもかつて神の言ことばのため又その立てし証あかしのために殺された人々であった。彼等は切しきりに呼ばわっていた、大声で。いわく「聖にして真まことなる神よ、何時いつまで審さばかずして、地に住む者に我等の血の復讐をなしたまわぬか」と。すると彼等はおのおの白い衣を神から与えられた。そしてまた彼等に言い聞かすように神の答が聞こえた。いわく「今しばらく安んじて待て。復讐を要する者は汝等のみではない。この後汝等と同じように殺さるべきわが僕たち、すなわち汝等の兄弟たる者の数が満たねばならぬ」と（黙示録六の九～一一）。恐らくその中にアベルもいたにちがいない。いたばかりでない、彼はその光栄ある白衣の殉教者団の首領として、その厳粛なる祈祷会を司宰していただろう、そして今なおいるだろう。イエスもいうた、「これによりて義人アベルの血より、聖所と祭壇との間にて汝等が殺ししバラキヤの子ザカリヤの血に至るまで、地上に流したる正しき血は皆なんじらに報い来たらん」。


  　アベルは若くして殺された。彼の地上の生涯は果敢なくも中途に端折はしおられし未成品であった。彼は羊牧かいを業としたという事と、ある時仔羊の犠牲を神に献げたという事のほか、何一つ事業らしい事業を成就しなかった。彼の天職は何であったか。何であったにもしろ、それは遂に果たされずに終ったに相違ない。春まだ浅い中うちに早はや踏ふみ躙にじられた若芽のように、アベルの生涯は空しく散ってしまった。


  　アベルはただ殺されんがために生まれたのか。その血をもって義の証あかしをする事のほか生きて果たすべき天職というものは彼には無かったのか。そんな事はあり得ない。ただ死のためのみの生命というがごときは無意義だ。イエスすら単に十字架に釘つけられんがためにのみ来たのではない。死には死の目的があるように、生にもそれ自身の目的がなくてはならぬ。アベルもまたすべての人と同じように、もちろん生きて成就すべき天職をもって来たのだ。誰がただ死のためにのみ造られようか。


  　生くるにも死ぬるにも義のための証あかしをなす事、これが義人アベルの天職であった。そして彼の死の目的は完全に果たされた。しからばその生の目的はどうか。生きてなすべき証あかしの業はどれだけ成し遂げられたか。残念ながら彼の地上の生涯においてそれは未完成のままであった。「我等は彼を見るときに、未いまだ稿を終らずして著者が逝きし書物の始めを読むような心地がする」。アベルの生涯にはまだ多くの未来が潜在しておった事を何人も疑い得ない。


  　そして必ずしも独ひとりアベルの場合のみではない。我等の友人のうちにも現に幾たりかのアベルがあった。若くして逝きし信仰の人、しかも数多あまたの優秀なる能力を賦与せられながら。彼等はその天職を終ったから召されたのであるとは私はどうしても信ずることが出来ない。彼等を弔とむらうつもりで「あの方は存外早く御用を済ませられましたね」などと言う人を聴くとき、私は何か腹立たしさをさえ感ずる。死者は最早もはや御用が済んだのであるとは誰から教えられたのか。君の聖書の何処にそんな事が書いてあるのか。その反対に私の聖書は次のように教える。


  
    我また天より声ありて言うを聞けり、いわく「書き記せ、『今よりのち主にありて死ぬる死人は幸福さいわいなり』、聖霊も言いたもう、『しかり、彼等はその労役はたらきを止やめて息やすまん、その業わざこれに随したがうなり』」と（黙示録一四の一三）。

  


  　その労役はたらき（kopon = 煩労、苦痛、悲歎）は墓の入口で行き止まる。主にある死者はこれを止やめて息やすむ。しかしその業わざ（erga = 事業、活動、行為）は彼等に随したがうのだ、墓を超えて何処までも死者についてゆくのだ。我等が神から授けられた天職の遂行は、死とともに終らない。天のパラダイスまで我等はそれを携えてゆく。あすこへ往ってから新しい悦びをもってそれを継続する。しかもあすこへ往ってからの活動には労役はたらきが全く伴わない。この世において我等の経験する苦しみはみな除かれて、あすこでは活動即そく歓楽だ、行為即そく安息だ、事業即そく讃美だ。主にある詩人は死んでなお歌いつづける、さらに聖い言葉をもって歌いつづける。芸術家はさらに美しくその技わざを揮ふるう。学者はますますその研究を進める。その他一切の事業が、形をこそ変えるであろうけれども、各自の性質をもって、さらに祝福せられながら天の社会に限りなく継続せられる。それだから今より後、主にありて死ぬる死人は幸福さいわいなのだ。ただに労役はたらきを休むからばかりではない、業わざが彼等に随したがうからだ。活動なき単なる休息が何でそんなに慕わしくあろう。すべて聖書が約束する幸福さいわいに消極的方面のみのものはない。召されし者の幸福さいわいは主の許もとにおいて彼の聖顔みかおを見ながらその天職を遂行し得ることにある。


  　義のために証あかしすべきアベルの業わざは、この世では脆もろくも中途に端折はしおられてしまった。しかしそれだから彼の御用が済んだのでは決してない。否、アベルは死んでもその業わざをやめない。彼は今なお証あかしをつづけている、今は祭壇の下における祈祷の形において義のための証あかしをつづけている。「彼は死ぬれども信仰によりて今なお語る」。しかり、来たるべき復活の晨あしたまで。


  　我等の愛する多くの近代的アベルもまたみなその通りだ。彼等も蕾つぼみのままに散ってしまった。しかし見よ、地上で散った蕾つぼみが天国で立派に膨ふくらみつつあるを。彼等の事業はその人格と共にあすこでいよいよ成長しつつあるのだ。神は一つの蕾つぼみをも散ったままに空しくは棄て置きたまわない。「……弟子たちにいいたもう、『廃すたるもののなきように割さきたる余りを集めよ』。すなわち集めたるに、五つの大麦のパンの割さきたるを食らいしものの余り、十二の藍かごに満ちたり」とある（ヨハネ六の一二、一三）。これがすなわち神の国の経済だ。信仰の生涯に浪費は一つもない。我等は地上で廃すたったと思った事業が意外にも天国に拾い集められて、多くの果みを結んでいることをやがて発見するだろう。


  　我等が死者に負うところのものは、彼等の遺のこした事業またはその人格の感化などいう遺物だけではない。そう思うのは大いなる間違いだ。愛する者を聖国みくにに送った者で、彼又は彼女の現在の力を実験しないものがあろうか。死後におけるベアトリチェの援助なくして、『神曲』は決して作られなかった。彼女の祈祷によってダンテの霊は高められその筆は動いたのだ。世界がかつてもった最大の文学さえ死者と呼ばれる者の力に負うのだ。天における彼等の祈祷なしに地における我等の勝利はない。モーセもし岡の頂いただきに立って手を挙げなかったなら、曠野あらのに戦うイスラエルは必ずアマレクに滅ぼされただろう（出エジプト一七の一一）。天にある香炉に祭壇の火が盛られて投げられる時に、地には数多あまたの雷霆らいていと声と電光いなずまとまた地震とが起るのである（黙示録八の三～五）。


  



  第七　静かに移されし人――不死の経験


  
    アダムの伝でんの書ふみは是これなり……

    アダム百三十歳に及びて……子を生み、その名をセツと名付けたり。

    　アダムのセツを生みし後の齢よわいは八百歳にして、男子なんし女子にょしを生めり。

    　アダムの生存したる齢よわいはすべて九百三十歳なりき、しかして死ねり。

    セツ百五歳に及びてエノスを生めり。

    　セツ、エノスを生みし後八百七年生存して男子なんし女子にょしを生めり。

    　セツの齢よわいはすべて九百十二歳なりき、しかして死ねり。

    エノス、九十歳に及びてカイナンを生めり。

    　エノス、カイナンを生みし後八百十五年生存して男子なんし女子にょしを生めり。

    　エノスの齢よわいはすべて九百五歳なりき、しかして死ねり。

    カイナン七十歳に及びてマハラレルを生めり。

    　カイナン、マハラレルを生みし後八百四十年生存して男子なんし女子にょしを生めり。

    　カイナンの齢よわいはすべて九百十歳なりき、しかして死ねり。

    マハラレル六十五歳に及びてヤレドを生めり。

    　マハラレル、ヤレドを生みし後八百三十年生存して男子なんし女子にょしを生めり。

    　マハラレルの齢よわいはすべて八百九十五歳なりき、しかして死ねり。

    ヤレド百六十二歳に及びてエノクを生めり。

    　ヤレド、エノクを生みし後八百年生存して男子なんし女子にょしを生めり。

    　ヤレドの齢よわいはすべて九百六十二歳なりき、しかして死ねり。

    エノク六十五歳に及びてメトセラを生めり。

    　エノク、メトセラを生みし後三百年神と共に歩み男子なんし女子にょしを生めり。

    　エノクの齢よわいはすべて三百六十五歳なりき、エノク神と共に歩みしが、神かれを取りたまいければ居らずなりき。

    メトセラ百八十七歳に及びてレメクを生めり。

    　メトセラ、レメクを生みし後七百八十二年生存して男子なんし女子にょしを生めり。

    　メトセラの齢よわいはすべて九百六十九歳なりき、しかして死ねり。

    レメク百八十二歳に及びて男子おとこのこを生み、その名をノアと名なづけて、云々

    　レメク、ノアを生みし後五百九十五年生存して男子なんし女子にょしを生めり、

    　レメクの齢よわいはすべて七百七十七歳なりき、しかして死ねり

    ノア五百歳なりき、云々。（創世五）

  


  　ここにアダムよりノアまで、すなわち人類歴史の黎明期――洪水以前の時代の最も簡単なる摘要がある。記者の目的は主として人類の救贖きゅうしょくに関する神の計画の進行を示そうとするにあるゆえ、記録せらるる事実は、約束の系統（カインならぬセツの選ばるる所以ゆえん）における各族長の生涯をその年齢によって示すものに過ぎない。始めに子の生まれし時までの年齢を、次にその後の生存年数を挙げ、しかる後にこれを通算している。いずれも驚くべき長命である。しかして最後に一々繰り返していう「しかして死ねり」と、さながら韻いんをふむがごとくに、長き生涯の一つ一つの終わりにさびしき背景を描いて。


  　しかにこの平凡なる目録のなかに、何人も見逃すことの出来ない不思議なる二節がある。アダムより七代目にあたるエノクの生涯である。記者はこの人に限りて常用の文句を斥しりぞけ、特に意味深き叙述をなしている。エノク、メトセラを生みし後三百年「生存して」と言わずして「神と共に歩み」という。また最後に「しかして死ねり」と言わずして「エノク神と共に歩みしが、神かれを取りたまいければ居おらずなりき」という。アダムとセツとエノスとカイナンとマハラレルとヤレドと、またメトセラとレメクと、彼等はみな生存して死んだ、その間にただエノクのみは神と共に歩み、また終ついに神に取られて居おらずなった。平凡なる生涯と寂しき背景とを示す韻いんは二つながらエノクによって破られたのである。


  　神に取られて居おらずなったとは如何いかなる出来事を意味するか。如何いかなるにもせよ、一事は明白である。エノクは死なずしてこの世を去ったと記者は云うのである。人類の普遍的経験たる死に対する一つの珍らしき例外である。しかしてこれが理由として示さるるところは、すなわちその人が神と共に歩んだとの事実である。


  　エノクは長き生涯のあいだ神と共に歩み、しかして最後に死を経ずして、神に取られてこの世を去ったという。果たして歴史的事実として受け取り得べき事であるか。理性と常識とを賭けずして信じ得べき事であるか。


  　答えていう。少なくとも私はこれを信ずると。しかして私がこれを信ずるに、もちろん相当の理由がある。


  　第一に、事は私自身の経験に訴えるからである。私は死を怖れる。死は暗黒である。呪誼じゅそである。しかるにしばしば私は死を怖れない。それは死に特殊の解釈を施すによって私の主観的心理を緩和するのではない。かえって私の生命に新しき活力の注入せらるるによって、死そのものが私に対して暗黒たり呪誼じゅそたる性質を失うのである。私の生活の水準が高められて、死の実力を超越するのである。しかして私は知る、かくのごとき経験の私に臨むは、必ず私の霊魂が特別に神と親しくある時であることを。私が父よと呼びて神と語りあう時、私が満腔まんくうの信頼を彼に繋つなぐ時、私が彼の霊をもって人を愛する時、又は彼に励まされて義を行う時、その時死は我等（私と神）の間に立ち入りて暗黒の影を私に投げかけることを許されない。その時私の生命は死の呪誼じゅそを超えて永遠の祝福の国にある。その時私は「死よ、汝の刺はりは何処にあるや」と叫ぶことが出来る。私もまた神と共に歩む時に、死の刺はりの届かない所に連れ往かれるのである。この小さき経験においてエノクの経験の暗示を見るは不当の事であろうか。


  　第二に、多くの聖徒の死が死の無力を説明するからである。聖徒といえどもみな死を経験した（エノクに以たる最期をもったものは後にエリヤあるのみ）。しかり彼らは死んだ。彼等はその肉体を脱いでこの世を去った。彼等はその肉体において死の苦痛を味わった。彼等はたしかに死を免れなかったのである。しかしながら彼等のいかに死にゆくかを実見するものは、誰かその経験を普通の呪われたる死と同じ範疇に入れることが出来ようか。彼等が世を去る時近づくと共に、彼等の目には天の国の光輝いよいよさやかに映ずるのである。彼等は暮れゆく日のかなたに己を呼ぶ明らかなる声を聴くのである。彼等は沙洲を超ゆる間もなく懐かしき水先案内と相見ることを待ち望むのである。彼等の経験は死といわんには余りに明るい、余りに力強い、余りに恵まれたるものである。それは何と言っても陰府よみへの没落ではない、天のパラダイスへの飛翔である、父のもとへの凱旋である、「遥かにまさる」福祉さいわいへの上進である。これを死と呼ぶは果たして適ふさわしくあるか。霊魂と肉体との分離という意味においてそれは死に相違ない。しかし全くただそれだけである。死の本来の特質たる神よりの呪誼じゅそ、陰府よみへの墜落、亡滅の前味等の意味において、それは断じて死ではない。死は彼等に対してすでにその道徳的意義を失うたのである。しかして僅かに機械的意義を残存しているに過ぎないのである。素もともとその使命を道徳的意義に帯びて出現したる人間死が、かくのごとくなるに至って、それは最早もはや存在の主なる理由を喪失してしまったものではないか。事実上、死は彼等を禍わざわいすることが出来ない。彼等は恐れなく死の蔭の谷を歩む、神と共に歩み、主イエスに手を引かれて、歓びつつ、望みつつ、感謝しつつ、彼等もまた静かにきよき国へと取られてゆく。エノクは彼等の完全なる典型である。


  　しかしながらここに何人かあるいは疑うて次のように言うであろうか。いわく彼ら聖徒の経験まことに美うるわしいとはいえ、所詮一個の主観に過ぎない。その客観的確実性は何処にこれを求むべくもないと。「もしその根拠を尋ねんか、願望よりほか何もない。人は死ぬ時に滅びざらんことを願う。このゆえに滅びざるべしと信ずるのである」とストラウスもいうている。それらの人にこたえて私は言う、よし、しからば諸君は諸君の懐疑の小刀をもって彼等の経験をことごとく抹殺せよ。罪の束縛より解かれ、神と共に歩みて、万世不滅の光明の生涯を送りし数多あまたの聖徒の、その最後の最も輝かしき経験を、ことごとく憐むべき幻覚であるとして、一斉にこれを抹殺せよ、私はひとり諸君の理性と勇気とを有もたない事を感謝しつつ、励みて彼等の跡を追うであろう。私はストラウス又はルナンと共に覚さめずして、ダンテ又はミルトンと共にいつまでも夢みるであろう。


  　第三に、キリストの復活の事実がエノクの経験を証明するからである。


  　キリストの復活その事を証明するは場所がらでない。ただ私は多くの疑うべからざる理由によって、キリストがその身体をもって復活した事を確信する。彼は一たび死んだとはいえ、直ちに復活して、再びその身体を纏まとい、これをその聖き霊にふさわしきものと化せられ、かくて天に昇ったのである。彼の場合に、死は生の逆襲を受けて、一たび占領したるものを残りなく奪還せられ、全然降服してしまった。イエスは死の谷底よりさえ起きて天に昇った。しからば彼に似たる途みちを辿りしエノクが生の嶺よりそのまま、より高き世界に移ったとしても、それが何とて信じがたくあろうか。


  　思うにエノクの経験を怪しむこころは、罪の呪いに慣れたる錯覚に外ほかならない。罪に基づく呪いは宇宙の秩序を転倒せしめ、その結果、多くの場合において我等をして錯覚を懐いだかしめる。不死が人に取って本来不自然の事であるとはそもそも誰が教え始めたのか。神はもちろんかつてかかる啓示を与えない。自然もまたこれを暗示しない。成るほど動物に取って、死は自然である。すべての生物は説明なしに黙々として死にゆく。しかして彼等の生命そのものを探り見るも、永生を要求すべき何らの理由を発見することが出来ない。しかし人はちがう。人の生命の中には、死をもって不当の事として抗弁する多くの声がある。


  　まず知性の声に聴け、知性は限られたるいと短き時をもって己に適当なる領分として満足し得るか。知識の目的物は偉大である。それは全宇宙である、そのすべての秘密である。一輪の花に学者の一生を費してなお足らぬ秘密がある。一滴の血に永遠の驚異がある。一個の星に莫大なる問題がある。そのすべてを知性は探らんと欲する。天の事、地の事、人の事、動植物の事、哲理の事、数理の事、倫理の事、物理の事、宗教の事、芸術の事、政治の事、経済の事、しかり、事という事、物という物の一切、もし出来るならば無限または永遠そのものにつきてさえ知り尽くそうとするのが知性の要求である。誠に偉大なる要求である。このゆえに知性の進歩にどこまでも満足はない。進めば進むほど新しき前途を発見するのみ。如何いかなる学者も未いまだかつてすでに得たる智識をもって足れりと感じたものはなかった。ニウトンすら己が拾いし真理を海浜における数粒の礫こいしにくらべ、なお未知の大海の渺茫びょうぼうとして横たわるを歎ぜざるを得なかった、永遠の前進は知性の本能である。知性の目に死はない。たとえそれが明日に迫っているとも、知性はさながら見識しらぬ者のごとくに、これを顧みずして、ひたすらその前進を続ける。しかしてこの沈黙の無関心こそ、死に対する知性の最も有力なる抗弁でなくして何か。


  　あるいはまた愛の要求に耳を傾けよ。愛は死を認め得るか。愛はいわゆる刹那の充実のみをもって満足し得るか。ああ、再会の望みなくして、愛する者の死に堪たえ得る者は誰であるか。永遠の世界ならずして愛は生きない。あたかも水の世界ならずして、魚の生きないと同様である。人は愛し得る者に造られた。しからばまた死なざることを得る者に造られなかったであろうか。永生こそ彼に取って自然の目標ではなかったであろうか。


  　神を慕うこころは如何いかん。絶対の人格者にして永遠の存在者なる彼を慕い、彼と交通し、彼に結び付こうとする偉大なる霊的野心を思え。かくも優れたる性質を植えつけられながら、狐や蝗いなごと同じように死が彼の本来の運命であるとは！余りに不合理である。


  　能力は環境を預言する。鰭ひれあり、すなわち水がある。翼あり、すなわち空気がある。眼あるところ、必ず光がなくてはならぬ。耳あるところ、音がなくてはならぬ。この微妙なる適合は自然界の大法則である。しからばここに知性あり、愛あり、神を慕う心ありて、しかして永生なきを得ようか。人のみこの普遍的法則に例外を形づくるべきであろうか。


  　人は本来死すべきものではなかったのである。不死は彼にとって可能であり、自然であり、また須要しゅようでもあった。土の塵より取られしその身体は、何らかの方法によりて朽ちざるものに化せられ、かくて永遠に、神より吹き入れられしその霊の機関として生くべきであった。言い換えれば、人は死を経ずして、より高き世界に移るべきはずであった。死こそ怪しむべき不自然事である、秩序の混乱である、法則の破壊である。


  　始めの人アダムより歴代の子孫みな幾年か「生存」したるのち、「しかして死ねり」、また「しかして死ねり」という。この悲しき折返しに、我らは軌道を踏みはずしたる人生の軋きしりを聞く。あるまじき事が実現したのである。秩序が覆くつがえったのである。自然が曲げられたのである。


  　しかるにひとり神と共に歩みしエノクのみは、神に取られて居おらずなったという。怪しむべきであろうか。疑うべきであろうか。


  　万人が不義を行うとき、一人の義はかえって怪しとせられる。万人が誤謬に陥る時、一人の真理はかえって疑われる。いま万人みな死ぬがゆえに、一人のエノクの不死は信ぜられない。何ぞ知らん、ここにこそ人生本来の運命の現示があることを。我らはみな彼のごとく成るべきはずであったのである。アダムを始めセツもエノスも、みな彼のごとく神に取られて、より高き国に移るべきはずであったのである。人類を代表してひとり目ざす山の頂に不死の旗を樹たておおせたる戦士エノクに、ねがわくは名誉あれ、祝福あれ。


  　しかし疑問はまだ尽きない。不死の理論は仮に徹底したとして、実際エノクの経験は如何いかなる内容を有するものであるか。彼は如何いかにしてこの世を去ったのか。何処へ往ったのか。そして今は如何いかなる状態においてあるのか。かく尋ね来たりて、弱き信仰は再び理性のまえにみじめにもよろめくを覚えざるを得ない。


  　まことにエノクの経験は現代の科学をもって未いまだ適当にこれを説明することが出来ない。しかしながらすべてこの種の問題に遭遇する毎に注意すべきは、科学が説明し得ないからといってその真実を疑うの愚である。進歩したる近代科学は多くのものを説明する。しかしその未いまだ説明しあたわざるものはもちろんさらに遥かに多くある。現在我等がそのうちに生活するところの通常の環境についてすらそうである。まして人の霊的生活の異常なる高潮にもとづく変化においてをや。地の世界の開拓にすらなお甚はなはだしく不十分なる科学が、天の世界の秘密を解き得ないのに何の不思議があろうか。


  　説明は未いまだ下すことが出来ない。しかし少なくとも暗示はこれを与え得る。こころみに現代知名の天文学者フランマリオンが、宇宙における数多あまたの世界に我等と異なる状態において生存する人類のあり得べき事を論ずる言の一端を、ここに引用せしめよ。曰く「地球の人間は五感（あるいはむしろ六感という方がよいかも知れぬ）を賦与せられている。自然は何ゆえここに止まらねばならぬであろうか。例えば何ゆえある者に電気感、磁気感、方位感、又は赤外線紫外線のエーテル振動を感知し得べき機関、もしくは遠距離における聴覚、壁を透しての視覚等を与え得ないであろうか。我等は粗野なる動物と同じように食事し消化する、我等は消化管の奴隷である。しかし何処かに営養に富む雰囲気があってこの馬鹿々々しき手順を省略せしめる世界がないであろうか。いと小さき雀または穢きたならしき蝙蝠こうもりすら空中を飛翔し得る事において我等にまさる。偉大なる天才、美しき婦人さえ変態前の蝶――醜き毛虫のように、土に釘つけられているとは、如何いかに浅ましき状態ではないか。自ら欲するところに翔かけりゆくことの出来る世界、生々したる花は充みちて芳香あふるる世界、風は嵐を孕はらむことなき世界、色さまざまの幾つかの太陽――ルビーと共に燃ゆるダイヤモンド、サファイヤと共にかがやくエメラルド――が昼も夜も永遠の春の栄光に照らす世界、月もまた多色の光を水にやどし、山は自ら青光りする世界、また完全なる形をもち、多くの感覚を備え、思うままに光を放ち、石綿のように不燃性であり、かつ恐らく不死であるところの男女又は他の性の人々が空中に住む世界を想像せよ。しかも我らをして確然かくぜんと自認せしめよ、望遠鏡によって瞥見べっけんするだに難き無限の宇宙のただ中に、原子よりも小さき我等の想像は、甚はなはだ貧弱なるものに過ぎぬことを」。


  　神の能力は無限である。自然の資源もまた尽きない。生命の保存せらるる途みちに限局げんきょくあることはない。狭き地上においてすら実に千態万様である。光なき所には自ら燐光を発する魚があり、空気なき所にはかえって酸素を嫌うアネロピアがあり、深海の底、如何いかなる有機体をも圧壊すべき恐るべき水圧の下に、不思議にも最も柔らかき組織の動物がある。しかのみならず、今日に至るまで地上における生命発達の跡を尋ぬれば、あらゆる変態の歴史であることを知る。環境は生命に適従する。いやしくも生くべき者あらば、自然は何等かの状態においてこれを生かさずには措おかないのである。たとえその状態が我等の通常実験するところと甚はなはだしく異なることあるとも、何ぞ怪しもうか。


  　エノクは死の苦痛を味わうことなくして去った。生けるまま、その身体に変化を施され、人知れず罪と禍いとの世界の外に取られてしまった。その経験はキリストの復活または終わりの日の生存者が経験すべきいわゆる栄化とよく似ている。ただし彼はここに最後の栄光を被きせられたのではない。何となれば復活の初穂たるキリストはまた当然栄光の初穂たるべきであるからである（前コリント一五の二〇）。エノクもまた多くの聖徒と共に、かの日に賜わるべき冠冕かんむりを待たねばならぬ（後テモテ四の八）。彼もまた我らと共ならざれば全うせらるることはない（へブル一一の四〇）。しかしながら天のパラダイスにある多くの聖徒のうち、彼と及び後に又彼のごとくに召されしエリヤとのみは、一段まさりたる状態において生存しつつあるを疑うことは出来ない。彼らふたりの霊魂は裸ではない。彼らは脱ぐことなくして着せられたのである（後コリント五の三）。彼らの着せられしものは何か。それは未いまだ「朽ちざるもの」、「死なざるもの」と呼ばるる完全なる霊体ではない（前コリント一五の五三）。しかし少なくとも霊体に近きものであるに相違ない。潔められたる霊魂の機関として、それは我等の肉体よりも遥かに優秀なる自由なるものであろう。彼らはパラダイスにありてすでに後に実現すべき永遠の天国の生活に稍やや髣髴ほうふつたる生活を送りつつある。


  　このエノクの経験はキリスト者の死後の生活に小なからぬ側光サイドライトを与えることを私は思う。神と共に歩んだとはいえ、エノクもまた人である、罪人である。彼が恵まれたる門出を許されたのは、イエスに復活の許されたと同じ理由にはよらない。イエスの生涯は我等と範疇を異にした。エノクはそうでない。「すべての人、罪を犯したれば、神の栄光を受くるに足らず」（ロマ三の二三）。エノクのみ他の人の与あずかり得べからざる特別の恩恵に与あずかるべき理由がない。彼の受けたる祝福は、すべての聖徒の受くるところと、程度をこそ異にすれ、性質までをも異にするものと見ることが出来ない。


  　このゆえに、エノクもしパラダイスにありて、優れたる身体を纏まとうて生きるならば、すべての聖徒の霊魂もまた何らかの状態における衣を纏まとわないであろうか。彼らはすでにその肉体を脱いだとはいえ、神は彼らのために、ある種の身体――復活体を受くるまでの仮の体――又は少なくともそれに代わるべき何らかの機関を備えたまわないであろうか。かくて彼らもまたかしこにありて唯ただに意識なき睡眠状態を続けるのでないのみならず、神への奉仕のため、また相互の交通のために、たとえ現世における活動よりは遥かに劣るとも、なおある積極的の生活を営むのではないか。


  　聖書によれば人の生命は三元的である。身体あり、霊あり、しかしてその間に位すべき血気がある。血気と霊との区別は容易でない。しばしば人の非物質的部分の全体を総称するために、この二語は混用又は併用せられる（創世四五の二七、同三四の三、ルカ一の四七）。しかしその間にただ一つ紛まぎれなき区別がある。身体に関連する意味においてでなくして血気なる語は用いられない事これである。例えば原則として身体を着つけざる天使又は悪鬼は、聖書中常に霊と呼ばれて一度ひとたびも血気とは呼ばれない。しかるに聖徒はその死後なお血気の語をもって表わされるのは何を意味するか。「かつて神の言ことばのため、又その立てし証あかしのために殺されし者の霊魂たましい（原語 tas psychas = 血気）の祭壇の下にあるを見たり。彼ら大声に呼ばわりて言う云々」（黙示録六の九）。それはかつて身体を着つけたることある者との意味か。しかしすでに全然それを喪失して現に片影をだに留めないならば、血気そのものが中絶の状態においてあるのである。従って祭壇の下に大声に呼ばわるものは明らかに純霊であって血気ではない。しからば何を苦しんでかこれを霊と呼ばずして、わざわざ血気と呼ぼう。霊とこれを呼び得ない理由は一つもない（前ペテロ三の一九を見よ）。血気は血気である、広き意味においても狭き意味においても、それは身体を活かしむる要素である。身体を着つけざる血気なるものかつてあることない。使徒ヨハネは殉教者の血気を見た、彼等が復活の日を待つまでもなく世を去りてキリストと共に在るその時よりすでに白き衣を着せらるるを見た（黙示録六の一一）。聖徒らはパラダイスにありて白き衣を着て神と共に歩む。彼らの受くる恩恵はエノクの経験と性質を同じうするものと見ねばならぬ。


  　デリッチはこの身体を非物質的現象的のものと見倣みなし、しかして次のように言う「この現象的の身体はいわば来たるべき栄化の福さいわいなる望みを具体化したるものである。しかしてその保証として彼は白き衣を受ける。彼が現世においてすでに内的に着せられたる救いの衣はこの白衣において外的に現われる。かくて彼の救いの衣の潔さを守りし忠実がその報償を見出すのである。黙示録は余りに頻繁にかつ継続的にこの白き衣のことを記して、註釈学上それをただ形容の辞と見るを不可能ならしめる。しかのみならず、何時いつにても永遠の国の瞥見べっけんを得るにふさわしとせられし人々は皆、主にありて死にたる人の霊が着せらるるところのこの天の白衣を、いかに讃美するもなお足らぬを思うたのである。ダンテがいみじくも第一の衣と呼びて、第二の衣すなわち復活体と区別する衣はこれである云々」（ダンテはこの問題についても比たぐいなき神学者であるとデリッチはいう）（聖書心理学六章五節）。


  　しかしダンテは、デリッチよりもさらに一歩を進めて、白き衣を身体と同視し、かつこの身体を物質的のものと見ている（その点においてデリッチはもちろん抗議している）。


  
    魂は……彼処かしこ（死後の国）に容いれられるや、直ちに

    形成力が周囲に射出し

    活いける肢体と同じ形を採とる。

    ……………………

    隣接せる空気は

    止まりし魂の能力に

    印せられてかかる形をつくる。

    …………かくてまたこれにより

    あらゆる感覚の機関を獲え、見ることさえする。

    これによって我等は語り、またこれによって笑う。

    これによって涙し、またなんじが

    山中に聞き得た嗟嘆さたんを発する。（煉獄篇二五曲）

  


  　思うに現世においても最後の天国においても、キリスト者の生活に数多あまたの階級があるように、復活に先だつパラダイスにおいてもまた同様であろう。そこには影のごとき形を採とりてあるいは語りあるいは笑う無数の聖徒があるであろう。しかして彼等の間に、一段と優れたる身体を纏まとうて自由に仕うる二人があるであろう。しかしてすべての中心に、完き栄光の体を帯おぶる主がいますであろう。畢竟ひっきょう、体は霊の表現である。霊の聖潔の高低に従って、体の能力又は組織に優劣あるは自然である。


  　エノクは神と共に歩んだ。人は「みな羊のごとく迷うて、おのおの己が途みちに向かい往」いた時に、ひとり彼のみは牧者の跡を追うて、何処までも共に歩んだ。アダムとその妻とは神の声を聞いてその面かおを避け、林間に身を匿かくした。カインは神の前に面おもてをふせ、その問いに対して「我われ知らず」と答えた。「カインのために七倍しちばいの罰あれば、レメクのためには七十七倍の罰あらん」とレメクは自らカインに擬なぞらえた。セツにエノスの生まれし頃より、人々ようやくエホバの名を呼ぶことを始めた。しかし何時いつの代にもそうであるように、神の名を呼びながら彼と共に歩まない者が、恐らくその時代にも如何いかばかり多くあった事であろう。すでにノアの時に及びては、「エホバ、人の悪の地に大いなると、その心の思念おもいのすべて図はかる所の常にただ悪のみなるを見たまえり。ここにおいてエホバ地の上に人を造りしことを悔いて心に憂えたまえり」とある。神と道徳への公然の叛逆者にあらずば、すなわち二主に仕うる偽りの信者である。今も昔も変わらぬこの世である。


  　ひとりエノクは神と共に歩んだ、もちろん彼もまた罪びとのひとりであった。彼は自らその事をよく知っていた。知っていたがゆえに、彼は独ひとり歩むの寂しさに堪たえなかった。世と共に歩むは神への叛逆でもあり、また自己の（世と共なる）破滅でもあった。途みちは彼にとって唯ただ一つしかなかった。神と共に歩まずして、彼は生くるすべを知らなかった。


  　神の途みちは高い、神の歩みは大きい。誰か自ら足を動かして彼に追随し得ようか。エノクはただ彼を呼び、彼を捉え、しかして彼に縋すがった、縋すがりついて彼に垂れ下がった。しかる時に神は自ら歩みながら彼を運んだ。


  　朝、目さめて、エノクは神われと共にいますを見た。一日の仕事に就つく時、神われを祝福したもうを見た。疲るる時、神その手をわが頭の下に置きてわれを支えたもうを見た。食らう時、神わが前にわが感謝を受けたもうを見た。寝所ふしどに入りて、神わがたましいに平安を与えたもうを見た。


  　誘わるる時、責めらるる時、戦う時、喜ぶ時、エノクはただ彼にのみ訴えた。ある時は狂うもののごとく、ある時は甘えるもののごとく、しかし何時いつも信頼ぶかき子供のごとくに。


  　彼は信頼した、ゆえに求めた、求めて、求めて、与えらるるまで。ゆえに与えられた、善きものはみな与えられた。


  　絶対信頼の生活、断たえざる祈りの生活、従って聖潔の生活、それが神と共に歩むの生活である。言いかえれば、信仰によって、そして信仰のみによって、義とせられ、聖霊によって、そして聖霊のみによって、潔めらるるの生活である。自己もない、人もない、世もない、ただ神、神、神である。神第一である、神全部である。生くるも神である。死ぬるも神である。彼の聖旨みむねの成る事が至上善でありまた一切善である、彼と共に在る事が最大幸福であり、幸福の全部である、彼を識しる事が真理の極致であり、またそのすべてである。私の人生観をここに置いて私は始めて確実に神と共に歩む。


  　神と共に歩むは容易であってまた容易でない。多くの場合においてそれは大いなる患難を条件とする。人の心は余りにも根ぶかくこの世にまつわっている。その執着を断つために、深刻なる試煉の必要がある。撃たれ、また撃たれ、愛着をつなぐすべてのものを残酷にも剥奪せられて、我らの目はようやく天の一方に向かう。神と共に歩む生活に入るの門として、患難に無量の意味がある。


  　エノクは如何いかなる患難を経験したか、我らはこれを知らない。しかし神が己おのれの悦ぶすべての人に当つる愛の鞭を、エノクにのみ避けたであろうとは考えられない。エノクは古き預言者であったとユダは言う（ユダ一四）。しからば恐らく一しお大いなる患難が彼を見舞うたであろう、しかして彼をただ神へと追いやったであろう。


  　神と共に歩むは単純であってまた偉大である。エノクはその生涯の事業として何ら偉大なるものを成し遂げたとは伝えられない。彼はカインのごとき都市の建設者でもなく、ヤバルのごとき牧畜の開拓者でもなく、ユバルのごとき音楽家でもなく、またいわゆる「勇士にして古昔こせきの名声ある人」のひとりでもなかった。むしろ彼は「世の塵芥ちりあくたのごとく、万よろずの物の垢あかのごとくせらるる」使徒又は預言者階級に属する者の典型であった。彼はただ静かに日々、神と共に歩んだ。ひとり神と共に歩んだ。まことにこの世に見栄えなき生涯であった。しかしながら人の成就し得る事実にして、神と共に歩むの生涯よりも偉大なるものが何処にあるか。罪の大浪が澎湃ほうはいとして逆さかまき、すべてのたましいを呑みつくしつつある時に、神と共にいと高き所を歩みてこれを脚下に見さぐる生涯、暗黒が世を蔽おおうて人みな亡滅の谷に転落しようとする時に、永遠の光明をもてこれを照らす生涯、この聖潔の生涯にまさりて貴き何の事業があるか。


  　最後に、神と共に歩むにまさる幸福はない。エノクは「その移さるる前に神に喜ばるることを証あかしせられたり」とへブル書記者はいう（へブル一一の五）。彼は如何いかにしてその証明を受けたか。彼の生涯そのものが最大の証明であった。すべて神と共に歩む者は自ら知る、かかる生涯そのものの中に最高の歓喜があることを。おのが愛する者に喜ばるるよりも大いなる歓喜はない。神に喜ばるるは人の経験し得べき最高の歓喜である。しかして聖潔の生涯はそれ自体をもってこの証明を我等に提供するのである。


  　エノクは神に喜ばれた。しかして人生の旅路なかば（その頃の人の平均命数はおよそ七八百年であった。エノクは移されし時三百六十五歳）、生涯の真昼時、すなわち肉体における生命の発達の絶頂に達した時に、俄然がぜんとして取り去られた（イエスもそうであった）。神と共にこの世を歩みし彼は、また神と共にこの世を去った。しかり、地の生涯の絶頂よりそのまま天の国へと。しかして彼処かしこに輝く白衣を着て今なお神と共に歩みつつある。彼処かしこに聖座みくらの近くにありて、いよいよ神に喜ばれつつある。彼処かしこに主と共にありて来たるべき復活の朝を侍ち望みつつある。
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